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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　遠く……

　闇やみの向こう。

　白く濁にごった暗闇に、たった一本の道がある。終点も始点もなく、そこに自分は立っている。闇は見通す術すべもなく周囲に立ちこめ、隙すき間まなく包み、そして無限に広がっている。自分はそこにいる。

　遠く。鐘かねの音が聞こえてくる。ほかに音はない。

　自分の身体からだを抱だいてみても、温ぬくもりはない。寒さに震ふるえているはずなのに、その実感もない。汗あせをかいているのかもしれない。呼吸は激はげしくとも、なにも聞こえない。苦痛はある。だが本当にそれが苦痛なのかもよく分からない。

　鐘の音はどれだけ耳みみ障ざわりであっても、それ以外はなにも聞こえず、意識をそらすこともできない。音の聞こえない場所に立ち去ろうにも、足下もなにも見えない。渦うず巻まく闇の模も様ようは視界になにも残さない。

　ミズー・ビアンカはそこにいた。疲つかれ切ってそこに立っていた。

（ここはどこ……）

　いつもの夢ゆめの中。

　自分の意識が、問いに答えを返してくる。

　ここはいつもの夢の中で、汗をかいているということは、もうじき目が覚さめる。

　ただそれだけのこと。

　苦い。

　舌の根がひりひりと痺しびれている。

　夢だと気づいてしまえば、あとは目が覚めるのを待つだけの退たい屈くつな時間に他ほかならなかった。苦痛にも、恐きよう怖ふにも熱中できない。

　時間が過ぎるのを待てばいい。

　と。

「本当に夢？」

　鐘の音が止んで、つぶやきが聞こえた。

　ミズーは目を開いて、真正面を見つめた。闇は相変わらず渦巻いている。

　だが、誰かそこにいる。

　理解しての行動は素す早ばやかった。彼女は剣けんを構かまえると、そこにいる何者かに対して戦せん闘とう態たい勢せいを取った。なにも感じることのなかった指先に、金属の重さ、柄つかに巻まかれた革の感かん触しよくがあふれる。

「本当にあなたの夢……？　これは」

　鼓こ膜まくの奥おくに、刺さすような痛み。

　その苦痛を声に出さないよう苦心して、ミズーは囁ささやいた。

「これはいつもの夢よ。なにも変わらない」

　切っ先は揺ゆれず、突とつ如じよとして夢に現れたその存在へと突つきつけられている。夢──これは夢だ。彼女は自分に問いただした。間ま違ちがいない。闇があり、息苦しく、あの鐘が絶えず鳴り響ひびく。いつもの夢。起きていても見ることがある悪あく夢む。変わらない。

　だが、鐘はもう鳴っていない。夢の中のなにかが壊こわれている。揺らぐ夢の中に、なにかが現れている。

　声が聞こえてくる。

「わたしの夢かもしれない……」

　それが姿を見せた。

　闇がなくなったわけではない。闇が分かたれたわけではない。光が差したのでもない。

　それはもとよりそこにいたというように自然に現れた。

　赤い髪かみの女──自分とまったく同じ色の髪を持つその女。やはり同じ緋ひ色いろのマントに身を包み、その裾すそから鋭するどい剣の、光こう沢たくが滲にじんだ切っ先をのぞかせている。

　ここが夢でなければ……

　自分の夢の中でその女を見たのでなければ。ただの強敵と思っただろう。その立ち居には斬きり込こむ隙すきがない。しかし、これはただの夢でしかない。

　それでも剣は下ろさずにミズーは告げた。

「失うせなさい。わたしのルールに──」

　いや、途と中ちゆうで遮さえぎられた。

「あなたがわたしのルールに従うというのはどう？」

　夢に現れた女は、そう言って剣を構えた──こちらとまったく同じ位置に。同じ姿で。

「そうすれば、これはわたしの夢になるのかしら」

　女はくすりとも笑わない。本気でそんなことを言っている。

　人の夢に現れて、それを自分のものにしようとしている。夢む魔ま。

　夢魔……

　そんな言葉を思いついたことは、奇き妙みように感じられた。夢魔。夢に現れ、その夢を食い尽つくす怪かい物ぶつ。そんなものはいるはずがない。夢というものがなんなのか、それを分からなかった時代に、人間が夢なる現げん象しようを恐怖し練ねり上げた妄もう想そうでしかない。

　怪物などこの世にはいない。

　だがそれでも……ここが夢で、そして夢の中にだけは、そんな怪物がいるというのか。

　ミズーはつぶやいた。誰だれに尋たずねているのか自分でも分からないまま。

　そんな怪物がいたとして──

（こんな……なにもない、ただ息苦しいだけの夢を手に入れようというの？　こんなものを、どうして欲しがるの？）

　馬ば鹿か馬鹿しいと思える。ミズーは苦笑した。苦笑して、そして憤ふん怒ぬがそれを塗ぬりつぶしていくのを感じる。

（こんな夢すら……奪うばっていこうとするの？）

　鐘の音。たった一度だけ、高らかに鐘の音が鳴り響く。

　女は言ってきた。その余よ韻いんが止やむ前に、涼すずしい声こわ音ねで、

「この鐘の音。どこから聞こえてくる？」

　ミズーは答えなかった。女は、そのまま続けてくる。

「この闇の向こう？　この闇の向こうに、鐘の鳴る場所があるの？　本当にあるの？」

「この夢の中にわたしはいるの？　本当にいるの？」

　声が二重に化けたことに気づき、ミズーは振ふり向いた──背はい後ご。そこにも誰かがいる。剣を構えた女。自分と同じ髪を持つ女がもうひとり、対たい峙じしていたそれとまったく同じ姿でそこにいる。

「ここは本当に夢なの？　いつかは本当に目覚めるの？　本当にわたしはいるの？　本当に鐘は鳴っているの？」

　また違う方向から、声。向き直るとそこにももうひとつ、同じ姿がある。

「あの日、本当に鐘は鳴っていたの？」

　さらにまた声が聞こえてきた。やはり別の場所に同じ人ひと影かげ。

　そのどれに対して剣を向ければ良いのか分からなくなって、ミズーは周囲を見回した。すっかり狼ろう狽ばいしている自分を叱しつ咤たする。こんな時は、あくまでも最初に決めた標的を狙ねらうべきだ……

　思っても、もはや方向を見失い、最初に向き合っていた相手がどれなのかも理解できない。女は次々と増えて、今ではすべてを取り囲まれている。

　本当に。本当に。本当に。

　数を増すたびに、その女たちは言葉を繰くり返す。

　そして──

「あなたは本当にそこにいるの？」

　最後に聞こえた声。

　それを発したのが、最初に現れた声だと……

　そのことだけは確信があった。

　ミズーは目を覚ました。

　やはり、それは夢だった。







　第一章　バーニング・ブラッド

　　　　　　（闘とう志しの朝）







「お目め覚ざめ？」

「……見れば分かるでしょう」

　不ふ機き嫌げんに、ミズーは答えた──ベッドから転げ落ち、床ゆかの上から。

　笑うしかなかった。声を立てずに。当然、自分はひとりで寝ねたはずだった。この安宿の一室で。姿をくらまし、誰だれにも悟さとられないよう息を潜ひそめ、傷を癒いやすために動かずにいた。誰も、自分がここにいることを知らないはずだった。宿の手配も幾いく人となく仲ちゆう介かいを経へた。

　だが。

　壁かべに目をやる。毎晩眠ねむる前に、その壁に傷をつけた。それが五本になっている。

　五日──この街まちに降りてから、五日目の朝。再び行動を起こすことを決めていたその朝になって。

　目覚めると部屋に、闖ちん入にゆう者しやがいた。

「どうやってここを見つけたの？」

　半はん眼がんになってミズーは訊ねた。上半身だけ床に転がった姿勢のまま動かずに。

　シーツに隠かくれて右手で、ベッドの下を探さぐる。そこに剣けんを隠してあった。

　分けて考えるならば。今、部屋の入り口に立っているその女は、最も顔を合わせたくない相手に分類された。記き憶おくの淵ふちを探り、その女の名前を思い出そうと努める──それが思いのほか難しいことに、ミズーは自分で呆あきれた。

　名前を覚えることに慣なれていない。自分にとって名前とは、殺すべき標的か、支し払はらいを取り立てるべき依い頼らい主ぬしか、どちらかでしかない。言うまでもなく、どちらも用が済すめば覚えておく必要のない名前だった。

（馬ば鹿か馬鹿しい）

　鼻で笑ってミズーは、ようやく探り当てた剣の鞘さやを背中に引き寄せた。

（なんでわたしが他ひ人との名前なんて覚えなければならないの……）

　だが思いに反して、その女の名前が浮うかんでくる──ジュディア・ホーント。

　相手の返事次第では、その名前もやはり覚えておく必要がなくなる。それを覚かく悟ごに決めながら、ミズーは素そ知しらぬ顔で相手の顔を見定めた。泊とまる宿では、常に窓をふさぐようにしている。おかげで部屋は暗かったが、窓に立てかけた板の隙すき間まから差し込む光で、なんとか顔かたちは見て取れる。ジュディアは腕うで組ぐみして、己おのれの腰こしに下げている二本の剣に手をかけることもなくこちらを見下ろしてきている。真しん紅くのマントは肩かたにかかってはいたが、閉じていなかった。それが戦せん闘とう態たい勢せいなのか、それとも布の下に武器を隠していないことを示すためなのかは知りようもないが。

　ジュディアは一息でつぶやいてきた。

「あなた、アイネストが言ったことを覚えてる？」

「組織の……力？」

「そういうことよ、ミズー・ビアンカ。あなたは拒きよ絶ぜつしたけれど、組織というのが有用なのは確かだわ」

　言って、彼女は不意に背中を向けた。隙がなくなったわけではない──少なくとも、こちらが床から飛び起きて剣を抜ぬくよりは、ジュディアが振ふり向くほうが早いだろう。

　その黒くろ髪かみの剣士は無む造ぞう作さに、窓をふさいでいる板を引き剝はがした。立てかけたところ何度も倒たおれてきて面めん倒どうになったので、部屋の家具を分解して手に入れた釘くぎで打ち付けておいたのだが。それを紙でも剝がすように引き倒す。

　用を為なさなくなった板を部屋の隅すみに放ほうり、ジュディアは向き直ってきた。部屋が明るくなる。

「いい朝よ。よく晴れてる」

「雨のほうがいいわ」

　ミズーは低い声こわ音ねで反論した。見つめるジュディアを逆光にする朝日が眼めに染しみる。

　右手をかざして陽ひの光を遮さえぎるが、闖入者の声までも隔へだてることはできない。ジュディアがそつなく彼女の言葉を継ついだ。

「脱だつ出しゆつには、雨がいいから？」

「じゃあ、すべてお見通しってことなのね」

　いい加減、床に寝ね転ころがっているのも限界だった。痛む身体からだを引き上げて、ベッドの上に座り直す。マントと防具は外しているものの、服は着ていた。五日前、ぼろぼろになったものを捨ててこの街で新調したばかりだったが、このところ着たまま寝ているため既すでにしわくちゃになっている。

　ベッドに腰こし掛かけるついでにシーツも持ち上げたのだが、剣はそれに隠して手元にあった。ミズーはその柄つかに左手の指を巻き付け、いつでも抜き打ちできる位置に体重をずらした。そのまま、続ける。

「どうしてわたしが今日やるって分かったの？　それも、組織の力だかなんだかで片づけるつもり？」

「できる限り早いほうがいい。でも怪け我がで身体が動かなければどうにもできない。そして動くようになれば即そく座ざに動くでしょう。あなたの現状は分かっていたわ。いいえ、組織の力は要いらないわね。ただの根気よ。わたしは五日間ずっと、あなたを監かん視ししていたの。昨日の夜、リハビリする音が聞こえたわ」

「それで、邪じや魔まするというのかしら？」

　その問いだけは剣けん吞のんに、ミズーは発した。

　ほんの一いつ瞬しゆん。ジュディアの視線もまた冷たいものを含ふくむ──が、すぐに瞬まばたきにかき消された。長いまつげでそれを掃はき去って、ジュディアはまた腕組みした。

　次に現れる気配はなにか。ミズーは呼吸を止めてそれを待った。怒いかり。あるいは怒りもなにもなくただ殺意だけを突つきつけてくるかもしれない。それらの対たい処しよには手慣れていた。既に剣はいつでも抜けるところにある。

　あるいはこの黒髪の女は、説得を試みようとするかもしれない。だが、敵であることがはっきりと分かっている相手の言葉など、聞く価値もない。それは殺意よりも処理が容易たやすい。

　いくつかの指針を頭の中で確認していると──

　ジュディアは、まったく理解できない余よ裕ゆうを持った笑みを浮かべてみせた。

「あなたは、わたしの役割を知りたいのね？」

「…………？」

　疑問符だけを、ミズーは返した。

　言葉が分からなかったわけではない。ただジュディアの感情が見えなかった。それは逆光のせいではない……

（なんなの？　なにを考えている？　この女）

　考えているうちに、ジュディアが吐と息いき混じりにつぶやく。

「あなたはわたしを敵だと思っている。そういうことね？」

「当たり前でしょう」

　疑問はすぐに感情の中に溶けた。嚙かみしめた奥おく歯ばを意志の力で開き、ミズーは告げた。

「あなたも、あの胸むなくそ悪い優やさ男おとこも、自分で白状したじゃないの」

「協力を申し出たのよ」

「あれの、どこがっ！」

　怒りにまかせて抜ばつ剣けんし、ミズーはその切っ先をジュディアの鼻先にぴったりと突きつけた。剣が触ふれるか触れないかの距きよ離りで、刃やいばの代わりに言葉を突き込む。

「言いなさい。あなたは奴ど隷れいなの？」

「というと？」

「一度確認したいとは思っていたのよ。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいがイムァシアに協力していたことを知っていて、なお奴やつらに使われているのはどういうことなのと聞いているの！」

　すました顔で聞き返してくる女に、怒ど鳴なりつける。

　ジュディア・ホーント。相手の表情の変化をわずかにでも見み逃のがすまいと、ミズーはにらみ据すえた。ジュディアはなにも変わらない。気が抜けたように弛ゆるんだ眉まゆに指先を触れさせて──考えるような顔を作ってみせた。

　その仕し草ぐさは、神秘調査会の青年を思い起こさせる。遠回しに挑ちよう発はつされていることを承しよう知ちで、ミズーは胸に怒りが渦うず巻まくに任せた。数日前に受けた傷は治りつつあったが、まだ完全ではない。戦うとなれば、感情の後あと押おしが必要になるかもしれない。

　と。

　その女剣士は顔に触れていた指先をそのまま移動させて、眼前に迫せまった切っ先に割り込んだ。長く伸のびた人差し指だけで剣の尖せん端たんを押さえる。まさか、それで剣を防げると思っているわけではないだろう──が、ジュディアは軽く力を入れて剣の位置を横にずらした。顔の脇わきまでそらすと、近づいてくる。

　その間に、剣を一突きできなかったというわけではなかった。にもかかわらずミズーがそうしなかったのは、ジュディアの眼に恐おそれが見えなかったからだった。
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（わたしに……言いたいことがある。という顔……？）

　相手が顔を近づけてくるのを見つめながら、そんなことを独ひとりごちる。

　それほど近くもない。だが手を伸ばせば触れられる程度の距離でジュディアは留とまり、口を開いた。

「わたしは彼らに隷れい属ぞくしていない」

「……でも行動は服従を裏付けている」

　相手の静かな声音に合わせるように、ミズーも冷たく言い放った。ジュディアの瞳ひとみにも、凍こおるような帳とばりが降りるのが見えた。

　ジュディアは顔を上げた。また遠ざかり、部屋の入り口までもどってから、緩ゆるやかにかぶりを振ってみせる。

「わたしの行動をあなたに批ひ評ひようしてもらう必要はないわ。あなたにはその資格もない」

「あるわ。わたしは──」

「ないのよ。人の手を振り払はらうことしか知らないあなたには、他人に言葉を聞かせる資格なんてない」

　それで終わりというように、ジュディアは顔を背そむけた。窓の外をまぶしげにのぞき、陽光の下にある世界──とはいっても安宿の窓から見えるのは真正面の建物の裏うら壁かべだけだったが──へと促うながしてみせる。

「さて、ミズー。怪け我がをしたからって、こんなゴミみたいな場所で縮こまって震ふるえていられる時間はもう終わりよ。分かってるんでしょう？」

「言われるまでも」

　忌いま々いましい思いで、ミズーはしわがれ声を発した。剣を鞘さやにもどしながら、シーツを床ゆかに落として立ち上がる。

　ジュディアを睨ねめ付け、彼女は告げた。

「あなたの顔を見るのは不ふ愉ゆ快かいなの。金こん輪りん際ざい、姿を見せないで」

「そう思うのは勝手だけど」

　女剣士が笑いながら応じてくる。

「あなたがどう思おうと、あなた、わたしの追つい跡せきを振り切れるかしら？」




　どれほど疎うとんじている世界であったとしても──

　すえた空気の溜たまった薄うす暗ぐらい部屋の中から外に出れば、風の薫かおりだけで気持ちが和やわらぐのを感じる。そのことは認めざるを得なかった。

　まだ早い時間だからか、大通りもそれほどの人出はない。朝の太陽は横よこ殴なぐりに鋭するどい光線を街まちへと注いでいる。髪かみを揺ゆすられなければ気づかない程度の微び風ふうが、それとは逆向きに吹ふいていた。屋根の上を虫が飛んでいることにも感づくほどの蒼そう天てん。鳥が急降下し、虫の影かげをひとつ消して飛び去っていく。

　ミズー・ビアンカは閉じたマントの下で剣の柄つかに手を置き、隙すき間まの空いた雑ざつ踏とうを歩いていった。つい早足になるのを抑おさえ、周りの速度に合わせる。

　背はい後ごを気にしていたわけではなかった──女剣士の気配は感じられない。が、ああ言ってついてきていないということもないのだろう。

（結局、どういうつもりなのよ。ジュディア・ホーント）

　自問して、その答えを閉じる。

（どういうつもりなの。神秘調査会。アイネスト・マッジオ……）

　それは解答ではなかったが、近いものだった。どちらかが分かれば、両方解明できる。

　だが、若いマグスの顔を思い浮うかべながら、心を支配したのは理性ではなく感情だった。あのマグスは取るに足らない──つまらない邪魔者に過ぎない。いつでも殺す準備はある。次に顔を見た瞬しゆん間かん、即座にでも。彼もそれは分かっているだろう。それだけに、簡かん単たんには姿を見せないに違ちがいない。

　歯がみして、夢む想そうをやめる。

　仮にジュディアを始末することができたとして、それには意味がない。

　アイネスト、いや神秘調査会が次の追跡者を用意するだけだろう。意味がない。まったく意味がない。

（これが、組織の力ってわけ？）

　突とつ出しゆつした個人の力を、技能を無効にする──組織という構造の効力。つまり、そういうことなのだろう。

　ミズーはそう結論づけて、歩くことに集中した。

　身体に痛みは感じない。少なくとも、それほどは。本調子ではないものの、剣を振るうことも不可能でない程度には回復していた。そのことに安あん堵どし、そしてマント留どめの獅し子しのレリーフを意識する。

　獅子の横顔、その眼めには、水すい晶しよう檻おりが塡はめ込まれていた。内部にはうっすらと緑色の靄もやが渦巻き、精せい霊れいが封ふうじられていることを示している。

（ギーアは……回復したのかしら）

　街まち中なかで呼び出して確かめるわけにもいかず、五日前からまったく姿を見ていない。不安がないわけではなかった。

　精霊の力を借りなければ、これからやるべきことは難しくなる。

　進むにつれ、通りの人出は多くなっていった。場所が変わったからではなく、時が過ぎたからだろう。それほど長い距きよ離りを歩いていたわけではなかったが、早朝は時間の流れが早いのかもしれない。

　ミズーは隙を突くように、通りから路ろ地じに入った。何度か訪れた店先を見つけると、そこに入っていく。

　こんな時間だが、店は開いていた。指定通りに。

　精霊取とり扱あつかい業者が店の前に看かん板ばんを出すことは滅めつ多たにない──そんなものがなくともハンターらは自分の行くべき店を見つけてしまう。店の中も、普ふ段だんそれほど見み慣なれない硝しよう化かの森用の装そう備びが並んでいる点を除のぞけば、それほど珍ちん妙みような印象もなかった。危険な場所に踏ふみ込むための防ぼう護ご服が壁かべに吊つるされ、それが不ぶ格かつ好こうな人形のようであったとしても。並んでいればごくありふれた商品に見える。この分ならば、整理して並べさえすれば死体でも商品に見せかけることができるかもしれない。

　自分の思いつきに渋じゆう面めんを作って、ミズーは店の奥おくをのぞき込んだ。店には誰だれの姿もない。開店前に扉とびらの鍵かぎが開いていたのだから、留る守すでないことは分かっている。

　理由はなかったが、呼びかけるのは気が引けた。それでもそうしなければいけないかと思う程度の時間を過ごした頃ころ、奥から足音が響ひびいてくる。

　腐くさった色をした扉を開けて顔を出したのは、顔中に傷きず痕あとのある元ハンターだった。こちらを見つけて、驚おどろいたように眼を見開く。

「おお、来てたのか」

「時間通りにね」

　素そっ気けなく、ミズーは告げた。と、この店の主あるじであるその男は頭をかきながら笑ってみせた。

「悪かったよ。だが、あれから言われたものをきちんと用意できたか確かめていたんだ。その服はどうだった？」

「サイズのこと？　問題はないわよ」

　ミズーが答えると、男はそれで満足したのかカウンターの椅い子すに腰こしを下ろした。顔と同じ、傷だらけの手であごを支えるように頰ほお杖づえをついて、言ってくる。

「先に言っとくぜ。やっぱり有形の精霊は手配できなかった」

「そう。仕方ないわね」

「まあ、その代わりと言っちゃあなんだが……」

　店主がポケットから取り出してみせたのは、小さなフェルトの袋ふくろがみっつだった。すべて同じ藍あい色いろで、袋の口は紐ひもで閉じてある。丸く膨ふくらんでいて、中身が入っているのは間ま違ちがいない。

　ミズーが視線で問いかけると、男はそれを机の上に置いてあとを続けた。

「こいつは俺おれの古い友達が善意で手配してくれたもんでな。なに、変わったもんじゃない。ただの水晶檻だ。すべて無形精霊が封ふうじられている。開封はできない。傷をつければ爆ばく発はつする。武器として使える──分かるよな？」

　無言で、ミズーはうなずいた。水晶檻に封じられた精霊は、ある特性を持っている。その水晶檻がよほど拙せつ劣れつなものでなければ、まず自力では脱出できない。通常は、精霊を解放するには念糸使いによる開門の儀ぎ式しきが必要となる。が、それを経へずに水晶檻に傷が入るなどの要因で封が無効になった場合、精霊は多大なエネルギーを放出しながら封印から脱だつ出しゆつする。

　その力は、様々な用よう途とに活用されていた。主に工業と、兵器の分野で。

　もちろん安価なものではない。それを差し出しながら、男は言った。

「知ってるとは思うが本来なら、無形精霊だろうとなんだろうと水晶檻に封じられた精霊の売買は中央に監かん視しされている。帝てい都とから卸おろされた水晶檻の数と、精霊を封じて帝都に返へん却きやくされる水晶檻の数、そして在庫が合わないとなるとその理由を提出しなけりゃならん。とはいえ」

　と、彼はいったん長い息いき継つぎを挟んだ。

「ハンターどもは間ま抜ぬけだから硝化の森に入るたびに新品の水晶檻をなくしやがる。森に入る前に、酒場の床にぶちまける奴もいる──それまで胃に収めていたものといっしょにな。女にくれてやった、なんぞという馬鹿もいる。だが俺たちにとっちゃ、そういう連中も歓かん迎げいでね。奴らが貴重な水晶檻を十個なくしたってところを十一個なくしたと報告したって、しつこい取り調べを受けるのは俺たちじゃなくてそいつらだ」

「そんなことが通用するの？」

「程度が低いと思うかい？　もちろん俺たちも限度はわきまえている。大だい規き模ぼなハンター部隊が完成度の高い特別な水晶檻を森の深部に持ち込んで有形精霊を捕ほ獲かくした──こんなことは必ず噂うわさになる。そんな話のあった時期には危険な真ま似ねはしない。帝都の奴らは、強力な精霊に関しては関心の度合いが違うからな。だが無形精霊のひとつやふたつなら……まあそういうことだ」

　ミズーはうなずいて理解した意を伝えると、なんとはなしに訊きいた。

「その善意にあふれた古い友達っていうのは実在するの？」

「当たり前だろ。俺が自分で法を犯おかす真似をしてこの水晶檻をちょろまかしたなんて夢にも思わないで欲しいね」

　本人は茶目っ気のつもりなのだろう。厳いかつい顔をにやりとさせながら片目を閉じる男にどういった表情を返せば良いものか戸と惑まどいながら、ミズーはその袋を三個取り上げた。腰の後ろにあるベルトポーチにまとめて入れる。

　こちらを見上げて、男は付け足してきた。

「そいつはこの前もらった料金のうちだと思ってくれ。追加を払はらえとは言わねぇよ」

「ありがとう」

「さて……と。あとは、頼たのまれていたものだな。こう見えて仕事に燃える質たちでね。上物が手に入ったよ。ちょっと待っていてくれ」

　彼は言うなりきびきびと腰を上げ、また奥に引っ込んでいった。待つことしばし、一抱かかえほどある箱をいくつか重そうに持ち上げて、店主がもどってくる。

　男がそれをカウンターの上に置くと、机の脚あしが音を立てて軋きしんだ。積んであるそれを横に並べ直して、彼はまず一番小さい紙製の箱を開けた。

「ひとつ聞きたいんだが、あんた、これをなにに使うつもりなんだ？」

　訊たずねずとも知れる問いを投げてくる。

　ミズーは無視して、箱の中に丁てい寧ねいに畳たたんである油紙の包みを取り上げた。手のひらに収まるほどの大きさだが、重い。包みの中身が互たがいにこすれて、耳みみ障ざわりな金属音を発した。包みを解とくと、半円形の金属板が十枚重ねてある。

　それを一枚一枚手にとって、順番にミズーは眺ながめた。板は中央に穴が開いて、指で引っかけられるようにもなっている。円えん弧この部分はすべて刃やいばだった。油の臭においが鼻び孔こうを刺し激げきする。

　指先で触れて皮一枚を斬きられない程度に力を入れると、軽い痛みが走った。

「確かに上質ね。どれも重さが変わらない」

　それだけを言って、ミズーはその投とう剣けんの束たばをまた油紙に包み直した。やはりベルトポーチの、鉛なまり鋲びようを使い切って空いていた場所へと押し込む。動き回っているうちに、うっかり切っ先が水晶檻の袋を破って傷でもつければ大変なことになるため位置に注意しながら。

　空箱を床に下ろして、店主がつぶやく。

「ま、俺は古い友達が善意で用意してくれたものをあんたに手渡してるだけだ──俺はこの箱の中身も見せてはもらえないことだしな」

「念ねん押おししなくても、いちいちあなたのことを吹ふい聴ちようして回るつもりはないわよ」

　ポーチの投剣をすぐ取り出せる位置に直しながらミズーが口を挟はさむと、彼は悪びれたように卑ひ屈くつな笑い声を漏もらした。

「へへっ。しつこいと思うのなら悪いな。以前、いっぱい食わされそうになったことがあってね」

　と、次の箱に取りかかる。

　それもやはり紙箱で、新品のようだった。それなりの大きさがある。開くと中身は木くずが詰つまっていた。隙すき間まを埋うめるためのそれを床にこぼれるのも構わずに彼がどけると、一本の細長い鉄てつ棒ぼうが姿を見せる。

　新品の玩具おもちやのように嬉うれしげにそれを取り出し、店主は声をあげた。

「警けい衛えい兵へいの装備を横流しする奴がいるなんて、信じられるか？　世も末だ」

「ただの棒きれよ」

　武器を見て歓かん声せいをあげるような趣しゆ味みをどうにも理解できず、ミズーはことさらに冷たく言い放った。

　だが相手は気にせず、柄つかの部分をこちらに差し出し、声の調子も変えようとしない。

「軽いが、硬こう度どは折り紙付きだ。生身の相手にゃ、これ以上の得え物ものはないぜ」

　無言でミズーは受け取った。持ち上げてみる。確かに軽い。中空になっているのか、材質自体が軽いのか。指先で叩たたいてみても判断はつかなかった。その感かん触しよくから、硬度についても噓うそではないように思える。

　どちらかと言えば、敵の武器を受け止めるか、ないしは無手の相手の関節に絡からめて取り押さえるための道具なのだろう。武器としては軽すぎた。軽すぎて、相手を痛めつけることはできても倒たおすことは難しそうではある。致ち命めい傷しようは与あたえずに痛つう撃げきで戦意を喪そう失しつさせる。そういう意図もあるのかもしれない。あるいは単純に苦痛を与えることだけに重ちよう宝ほうする警官がいないとも言い切れない。

　それはどうでもいいことだった。ミズーは警棒そのものには満足して、手に持ったまま店主を見やった。彼が別の箱を開け、中から革かわ製せいのホルダーのようなものを取り出しているところだった。

　言ってくる。

「ケースはここだぜ」

「いらないわ」

　ミズーが告げると、彼は意外そうに顔をしかめた。手にしているホルダーとこちらとを見比べるようにしながら、

「じゃあどうやって持ち歩くんだ？」

「聞いてどうするの？」

「そりゃそうだ」

　存外素直に納なつ得とくして、彼はホルダーを床ゆかに転がした。真新しい革製品が、軽い音を立てて床にぶつかる。

　残った最後の箱を机の真ん中に引きずり上げるその男は、また無む邪じや気きな期待に顔を綻ほころばせていた──それを見て、ミズーは苦笑した。顔に浮うかんだ苦味は隠かくさなかったが、彼は包ほう装そうを解くのに夢む中ちゆうでこちらの表情など見てもいない。彼女がこれらの武器をなにに使うのか、彼は本気で見当がついていないのかもしれない。

　思い当たると、それは大きな皮肉だった。

（武器は武器……使い道はひとつしかない）

　それは、暴力以外の用よう途となどない。

　武器と名のつくものは──それ以外に使われることはない。それがどのような形をしていようと。

（武器と名のつくもの……）

　また鐘かねの音が聞こえてきそうな気け配はいを察して、ミズーは妄もう想そうを振ふり払おうとした。陥おちいりかけた意識を脱だつするためにも、店主の言葉に集中する。彼は嬉しげにその箱を開けようとしている。

　それは厳げん密みつには箱とは言えなかった。厚紙で何重にも梱こん包ぽうされ、そしてロープをかけられている。その紐ひもを、ナイフを使って弾はじくように手て際ぎわよく外しながら、

「こいつは……業わざ物ものだぜ」

　包装は簡単に引き剝はがされた。その作業をする元ハンターの傷きず痕あとだらけの手を見つめながら、ミズーはふと、この男は硝化の森でつけられたその傷の痛みを覚えていないのだろうかと疑問を持った。傷つけられる痛み。刃でえぐられる衝しよう撃げき──それらを体感しながら経験に残していないのは何な故ぜだろう。そんなことを考える。

（それとも、覚えていてなお、武器の際きわどさに惹ひきつけられるの？）

　振り払おうとした夢想に捕とらえられている。彼女はようやくに自覚したが、半ばあきらめてもいた。遠い記き憶おくなどではない。ほんの数日、数週間前でも良かった。全身を傷つけられ、それでも休むことができずにいた。

　特別なことではない。物心ついてから、ずっと同じようなものだった。傷が口を開き、血液がそれをふさぎ、肉と皮ひ膚ふがようやくにそれを押し込めて傷痕となるまで。傷が治っても安らぐことなどなく、それは何度でも繰くり返される……武器の宿命……

　視線を落とした視界の中央を、なにかが音を立てて翻ひるがえった。店主が勢いよく剝がした包装紙。その物音で我われに返り、ミズーは慌あわてて息をついた──それを、その業物とやらを見た興こう奮ふんとはき違えたのだろう。店主はますます機き嫌げんよく声を大にした。

「どうだ？」

　彼が誇ほこらしげに示したのは、手斧ちようなだった。

　ただし斧おのとしては刃が大振りで、厚味に劣るがその分鋭するどさを増しているように見える。

　握にぎりの部分には指を保護するナックルガードが設しつらえてある。紛まぎれもなく戦せん闘とう用の斧だった。作業斧ではない。

「そうそう出回るもんじゃない。四十年前の古刀だ。当時、同じ工房のものが士官用の装備として軍に上納されたらしいが、こいつを含ふくめた何刀かがたまたま倉庫の隅すみに置き去りにされていた。鍛か冶じ師しの芸術さ。ひげ剃そりにだって使えるし、頭ず蓋がい骨こつも叩たたき割れる」

「重量のある武器と言ったはずよ。これはどうなの？」

　ミズーが訊きくと、彼は胸を張って断言してきた。

「十分さ。身体からだに板金でもくくりつけてなけりゃ、こいつの刃は止められやしない。むしろあんたの腕うでで振り回せるのか心配な──」

　彼の言葉を待たずに。

　彼女はその斧の柄えを握ると、持ち上げた。片手で使うように設計されている。手に取って分かったのは、それが見た目より重量があること──そして見た目より扱あつかい易やすいことだった。

　重心は刃の先せん端たんにある。腕わん力りよくでこれを制することはもとより無む謀ぼうだろう。ミズーはすぐに悟さとって、重さには逆らわずにそれを振り下ろした。斧の先端が通過する場所を、手首で調整しながら。斧は真まっ直すぐに床に向かうと、そのまま半回転してその力を上方に向けてきた。今度もそれに逆らわず回転させ、持ち上げて構え直す。

　それを見て──

　失敗を期待していたのだろう。居い心地ごこち悪そうに店主は言ってきた。

「……大だい丈じよう夫ぶのようだな。まあ、上物だからな。バランスがいいんだ」

　言い訳がましい口調ではあったが、悪意はないらしい。ミズーは気にせずにそれを同じ包みの中に入っていた鞘さやに納めた。鞘には長い紐がついていたが、さすがにベルトに吊ることができる重量ではない。

　かといって、これ見よがしに背せ負おっていくのも問題外だった。

（……手で持っていくしかないわね）

　あきらめて、警棒といっしょにマントの下で抱える。

　と、店主がこちらを見つめる目つきが変わっていることに、ふと気づいた。彼は動かない瞳ひとみからありありと好奇心をのぞかせている。

「どうもその様子じゃ、もう二度とここにくることはないみたいだな……品物に満足してもらえたらいいんだが」

「問題ないわよ」

　特になにを含むでもなく、思うままをミズーは口にした。

「正直、辺境でこれだけの装備が整うとは思ってなかったわ」

「帝てい都とからは離はなれてるが、まあ、硝しよう化かの森が近いからな。ハンターどもは金もねぇのにわがままばかり言いやがる」

「あなたもかつてはそうだったんでしょ？」

「なにがだ？　ハンターだったってことが？　それともわがままばかり言ってたってことが？」

　彼はそれだけ言ってひとりで面おも白しろそうに笑うと、椅い子すを引き寄せて腰こし掛かけた。自分だけの冗じよう談だんを堪たん能のうしてから、唐とう突とつにつぶやいた。

「この国は平和だな」

　意味が分からず、ミズーは彼の次の言葉を待った。突とつ拍ぴよう子しもない言葉ではある。彼はまた頰ほお杖づえを突くと、それほど広くもない店内で遠くを見つめ、独ひとり言ごとのようにあとを続けてきた。

「俺はこうして、ハンターでもないあんたに非合法で手に入れた武器を売ってる。俺にゃあ子供はいないが、女によう房ぼうは俺を……まあ、なんだ。家に帰ればあいつはそこにいて、多分ずっと、死ぬまで俺と暮らすんだ。平和だと思ったのさ」

「そう」

　ミズーは曖あい昧まいに相づちを打つと、それきりきびすを返して店を出た。路地を抜ぬけ、また大通りの、密度を増した人混みの中に入り込む。

　重い手荷物に、足取りは遅おそくなっていた。




　考えをまとめるために、誰にも邪じや魔まされない時間と場所が必要だった──この五日間、それがなかったわけではない。だが考えることは避さけていた。少なくとも、自分の怒いかりが収まる時まで。

　その自信が今あるというわけではなかったが、それでも時限には従うしかない。ジュディアを残して出てきたもとの宿やどにもどるのは気が進まなかったが、今から別の隠かくれ場所を探せるわけでもない。仕方なく、ミズーは出てきたばかりの扉とびらをまた開けた。中には誰もいなかった。

　床の真ん中に斧を置くと、無ぶ骨こつな音が響く。ジュディアが剝はがした板をまた窓に立てかけて室内を暗く閉ざした。ひやりとした闇やみが、肌はだに染しみ通ってくる。

　ミズーはマントを外すと、それを丸めてベッドの上に放ほうった。剣けん帯たいとベルトも外し、その上に置く。そのついでにベッドに腰を下ろすと、彼女は闇を見つめた。目は既すでに暗さに慣れて、部屋の中はもう完全に見渡せる。なにも見たくなくとも、開いていれば眼めは否いや応おうなく光景を映うつす。眼を閉じるか、顔を背そむけない限りは。

　いや──

（眼を瞑つぶっても……逃にげても……追いかけてくる。本当に見たくないものは、正面じゃなくていつも背はい後ごにいる……）

　妄もう想そうではなく、静かにそうつぶやく。

　そして、胸に手を当てる。

　己おのれの肌の、頼たよりない感かん触しよくが指に虚むなしかった。気の良い精霊取扱業者でも、服や武器はともかく都つ合ごうよくサイズの合うような女用の防具は手に入れられなかったらしい。あの村で破は損そんした革製の鎧よろいは、ここ数か月愛用していたものだった──が、たった一日で、修しゆう復ふくできないほどに壊こわされてしまった。

（仕方ないわね……黒こく衣いが相手じゃ）

　帝都の誇ほこる、処しよ刑けい執しつ行こう部ぶ隊たい。

　選よりすぐられ、鍛きたえられた念術能力者。仮か面めんと黒くろ装しよう束ぞく、そして沈ちん黙もくという最強の鎧で身を包む。彼らは望まれない場所にならどこにでも存在し、望まれない時にいつでも扉を叩たたく。よく使われる言い回しだった。

　黒衣五人と戦い、そして四人を仕し留とめた。

　その代だい償しようとすれば、極きよく端たんに安い買い物だったには違ちがいない──鎧と、そして負傷。身体からだはもう治りかけている。問題は心だ……

（ふざけないで）

　自分で自分を叱しつ咤たして、ミズーはうめいた。

（意志は折おれてない……わたしは折れてない……）

　この部屋には傷を回復させるために留とどまった。逃げ隠れするためではない。

（だいたい、なにから逃げるというの……なにから。敵が何者なのか、そもそもそれが敵なのかどうかも分かってないのに）

　精せい霊れいアマワ。

　その名前だけしか分からない存在。

　この部屋と──彼女は横目で見回した──この薄うす暗くらがりと同じような場所に現れた、老人の姿をしたその存在。

　その精霊は言葉だけを残し、ほかになにをしたわけでもない。だが、手も足も出なかった。出せなかった。

　ミズーは思い出し、身体を摑つかむ指に力を入れた。

　精霊アマワは、己を御み遣つかいと名乗った。

　それは、彼女が契けい約やくを相続したと告げた。双ふた子ごの姉が、その精霊と交かわした契約を。

（契約……なにかを支し払はらい、なにかを得る約束。契約……）

　なにも分からなかった。その精霊は内容についてはなにも触れなかった。既すでになにかを支払わされているのかもしれない。だがそうだとして、自分はなにも得ていない──得ていないはずだ。

　契約者は彼女のほかに、五人存在するという。

　そのうちのひとりが、ベスポルト・シックルド。八年前に退たい役えきした軍人で、辺境の村に暮らしていた。彼と会うためにその村へ行くと、黒衣がいた。帝都の治安を守る黒衣が、何な故ぜか辺境に五人もいた。

　いや……

（五人のうちひとりは、黒衣じゃなかった）

　黒衣の仮面をつけ、黒衣の格かつ好こうをしていたが、黒衣ではなかった。

　殺し屋として指名手配されている彼女は、当然黒衣らと戦うことになった。その戦せん闘とうの中でそれは黒衣の仮面を外し、ウルペンと名乗った。

　彼もまた、契約者のひとりだという。

　判明した契約者は、そのふたりだった。

　そして、もうひとつ。ベスポルトが精霊アマワとその契約を破は壊かいしようとしていること。断片的にだが彼らが口走った内容から、それが知れた。そして、そのための手段を彼が見つけだしていたことも。

　そのために、ベスポルトとウルペンは敵対していた──ウルペンはベスポルトを殺し、その死体は正体の知れない精霊使いの少女がさらっていった。鋼こう精せい霊れいを使うその少女は、ベスポルトを守護していたらしい。ミズーがベスポルトの村へ向かう途と中ちゆうでも姿を見せて、ベスポルトに近づくなと警けい告こくを発してきた。恐おそれるほどの相手ではないが。

（もしかして……わたしをウルペンの側がわの人間だと思ったのかもしれない。見た限りでは、契約者たちはその契約を存続させようとしている者と破は棄きしようとしている者の二派に分かれてる）

　ベスポルトは死んだが、彼が見つけだしていたアマワ破壊のための手段は遺のこされている。彼がその村で養よう女じよとして飼かっていた娘むすめ……その娘の身体には、最古のものと思われる強力な精霊が封ふうじられていた。それは戦いの中で発現し、村そのものを壊かい滅めつさせてしまった。ミズーの獣じゆう精せい霊れいを一いち撃げきで粉ふん砕さいしたのもその精霊だった。

　大量殺人の咎とがにより、娘は今、この街まちの警けい衛えい兵へい詰つめ所しよに拘こう置ちされている。

　いつ処しよ刑けいされてもおかしくはない。法の手により抹まつ殺さつされれば、精霊を封じている娘の水すい晶しよう眼がんは、帝てい都とへと送られるだろう──そうすればもう奪だつ回かいする手だてはなくなる。可能な限り急いで、この街で娘を取りもどす必要があった。

（この街の警衛兵すべてと戦ってでも……やらなくちゃならない）

　ミズーは床に横たえられた斧おのを見やった。多人数と渡り合うには、剣だけでは心こころ許もとない。そのための装そう備びだった。

　恐らくまた、殺人者としての自分の名前が上がることになるだろう。賞金も高こう騰とうするに違いない。ミズーはゆっくりと、両手の指を髪かみに差し込んだ。うずくまるように腰こしを曲げ、膝ひざに顔を当てる。長く、うめいた。見たくないものは常に背後にある。どこまで逃げても追いかけてくる。

　立ち向かえば立ち向かうほど相手はより強大となり、逃げても距きよ離りを開けることはできない。そんな存在。

　それを、怪かい物ぶつというのか……人の手では決して倒たおせない魔ま物ものがいる……いるはずのない存在が……いないはずなのに存在している……

　だが。

（まずは……できることをやらないと）

　顔を埋うずめたまま、ミズーは独りごちた。

（夜を待って、警衛兵詰め所に襲しゆう撃げきをかける。あの娘が捕らえられている詰め所は確かく認にんしてある。この街の警衛兵を皆みな殺ごろしにしてでも手に入れる──）

　そこまで言い聞かせて、彼女はふと気づいた。

　気け配はいがおかしい。

　壁かべの薄うすい安宿である。人がいれば、自おのずと知れる。だがなにも感じられなかった。この五日間ずっと悩なやまされていた隣りん室しつのいびきや、なにをしているのか知れない奇き怪かいな物音も、なにも聞こえてこない。静かすぎた。

　その不満に応こたえるように、小さな、ほんの小さな音が耳に入った。木と木がこすれて、外される音。

　いや、その音が聞こえたからこそ気づいたのかもしれない。どちらが先かは、自分でも分からなかった。

　そしてそんなことを考えるつもりもなかった。ミズーは剣けん帯たいごと剣を摑つかむと、ベッドから飛び降りた。同時に、天てん井じようを見やる。

　はっきりと見えたわけではない。が、天板が一枚外されていた。ちょうどベッドの真上の黒々とした空間に、さらに深い天井の穴が見える。その影かげが蠢うごめき、ベッドになにかが落下してくる。

　クッションもスプリングもないベッドが激しく跳はねた。まるでベッドに意志があって、飛び降りてきた人影を振り落とそうとしているようにも見える。だがどちらにせよそれより早く、その人影は初しよ撃げきの失敗をさほど気にせずベッドの上から標的を追いかけて飛び降りてきた。手になにかを持っている。

　それもよくは見えなかったが、その人影の構え方からすれば刃は物ものなのだろうと思えた。剣を抜く隙ひまはない──ミズーは悟さとって、鞘に納めたまま横打ちに剣を振った。斬きりかかってくる相手の手先を弾はじいて、さらに踏ふみ込む。

　左手の拳こぶしを敵の身体の中心へと突つく。が、さらに組み付こうとしたところで、警けい告こくが頭をかすめた。やはり異音が聞こえていた。部屋の扉とびらが開いた。

　今度は廊ろう下かから、別の人影が飛び込んでくる。扉が開いた衝しよう撃げきで、壁かべが揺ゆれたのだろう。窓をふさいで立てかけてあった板が倒たおれた。まるで爆ばく発はつするように窓から光が溢あふれ、視界を白ませる──勘かんだけでミズーは飛び退のいた。鼻先すれすれをこすって、なにかが飛んでいく。壁に突き立つ音からすれば、なにか威い力りよくのある飛び道具、ボウガンかなにかだろうと思えた。

　乱戦の中、そんなものを使うからにはまったくなにも考えていない素人しろうとか、あるいはよほど連れん携けいの取れた仲間かどちらかだろう。ミズーは迷まよわず、それを後者と判断した。殴なぐられて一歩下がったはずの最初の襲撃者が、また跳びかかってくる。狭せまい屋内で、剣を使うスペースはなかった。鞘に入った刀身の中央あたりを手て槍やりのように摑み、力任せに突きを放つ。鞘の先端は敵の顔面を痛撃した。

　もうその頃ころには、眼が光に慣れていた。鼻を折られて後ろに仰のけ反ぞったのは、中年の男だった──取り落とした匕首あいくちが、さらに彼のつま先に突き刺ささる。その隙に、ミズーは横目で入り口に現れた二人目を盗ぬすみ見た。これも同じような男だった。筒つつ状じようになった小型の弓を後ろに捨てて、腰こしの鞘から小刀を引き抜いている。格好は平服に近いが、剣帯や胴どう衣ぎ、それにもちろん武器など、一般市民が咄とつ嗟さに用意できるようなものではない。

　倒れた一人目をさらに蹴け飛とばし、昏こん倒とうさせてからミズーはベッドに近寄った。ひったくるようにして自分のマントとベルトを取り上げ、振り向く。

　二人目は既すでに部屋に突とつ入にゆうしてきていた。必死の形ぎよう相そうでナイフを掲かかげ、斬りかかってくる。

　その剣の刃に、銀色の細い糸が絡からみついていることには気づいていないようだった。

　厳げん密みつには、それは糸ではなかった──そもそも手に触ふれることのできる物質ではない。それは思念の通り道だった。念術能力者が紡つむぎ出すことのできる意志の力、念ねん糸しだった。

　ミズーは自分の身体からだから放たれた念糸に意識を込めた。その手順には時間がかかるが、その男が彼女の身体に刃を到達させようとするのには間に合う。

　彼女の力により加熱したその小刀が炎ほのおをあげた。窓から注ぎ込む陽光にも劣らないほどに。男が振り下ろす刃をかわして、ミズーは開いたままの扉へと急いだ。男が追ってこられないことには確信があった。

　大おお火傷やけどした右手を抱かかえて悲鳴とも泣き声ともつかない絶ぜつ叫きようをあげる男を残して、廊ろう下かに飛び出す。案の定、そこにはまだ武器を構かまえた男がふたりいた。先ほどの男と同じ、ボウガンを構えて並んでいる。

　とはいえ、まだ狙ねらいを定めて発射態たい勢せいにあったわけではない。彼女が間を置かずに飛び出してきたことに面めん食くらっているようだった。彼らが慌あわてて武器を上げるまでには、ミズーもベルトポーチから目当てのものを取り出していた。

　フェルトの小こ袋ぶくろを一個。

　先ほどの小刀と同じく念糸をつなげて、男たちの中央に投げつける。

　念を送りながら、ミズーは正面の壁を蹴飛ばしてその反動で部屋にもどった。念糸は知覚さえしていれば、視界の外にあっても解かれることはない。ミズーはそのまま、意志を込めた。水すい晶しよう檻おりが歪ゆがむほどに加熱させる。

　爆発が起こった。

　貧弱な建物を分解するほどの衝しよう撃げきが視界を揺ゆらした。壁を一枚隔へだてても、その爆発力が衝撃波となって伝わってくる。ミズーは身体を丸めて防ぼう御ぎよ姿勢を取った。宿が吹き飛ぶことは分かっていた。

　自分の荷物を抱かかえて、空中の無力感に歯を食いしばる。次々と背中になにかの破片が当たっていった。

　大した威力ではあった──胸中で、あの精霊取扱業者へ感謝か呪じゆ詛そか判断のつかないつぶやきを漏もらす。空が見えた。そして、地面が見えた。どちらかを選べと囁ささやかれたようにも思う。が、彼女が決めるより早く、下世話な路ろ地じ裏うらの風景が視界の中に巨きよ大だい化かした。足から地面に触ふれ、転がって衝撃を逃にがす。

　空から飛び降りるのに、路地の広さは十分とはいえなかった。壁にぶつかって止まる。咳せき込みながらミズーは起き上がった。振り返って見やると、宿の一部分にぽっかりと穴が開いている。明るい空の下、その光景は非常識にも映った。

　手早くマントとポーチ、剣帯を身体に着ける。その間に、ミズーはあたりに警けい戒かいの視線を投げた。駆かけ寄ってくる気配、殺気、風の運んでくるそういった異音に耳をそばだてる。はっきりしたことは分からないながらも、彼女は舌打ちした。ある。襲撃はあの四人だけではない。もっと大人数が、あたりを取り囲んでいる。武装して、そして……その武器を使う意志をはっきりと持って。

（わたしを狙ねらっている……でも、警衛兵じゃない）

　手て際ぎわは訓練されたそれと知れる。が、官かん憲けんのものではない。

「賞金……稼かせぎ？」

　誰に聞くわけでもなかったが、ミズーはつぶやいた。そういった手合いは、そう珍めずらしいともいえない──ただ、集団で訓練を受けた賞金稼ぎというのは決して大多数を占しめないが。

（でも──なんで、いきなり今け朝さ襲撃されるの！）

　呪のろって、駆かけ出す。

　あてがあって走るわけではない。夜になるまであの部屋で待ち、そして夜明けまでに街を出るつもりだった。しばらく滞たい在ざいしていたとはいえほとんど出歩かず、土地勘かんのない裏道を逃げることに不安がないはずはなかった。うんざりと嘆たん息そくし、マントの下で剣に手をかける。

　ベスポルトの娘むすめを置いて街を出るわけにはいかない。夜まで逃げ続けるか、昼日中に警衛兵詰め所を襲おそうか。どちらかを選ぶことになる。

（死ねってこと？）

　状じよう況きようが課した命題に従えば、どの手段を取ることも正気の沙さ汰たではない。

　とはいえ──

（そんなこと、別に珍しいってわけじゃない）

　この程度の苦境なら、いくらでもあった。

　自分に言い聞かせ、ミズーは足を速めた。曲がりくねった道を、なるたけ一方向に進む。まずは敵から遠ざかるのが第一だった。既すでに騒さわぎは大きくなってしまっている。警衛兵が出てくるまで、いくばくもない。

　と。

　足音が聞こえた。これまで遠くに聞こえていたものとは違ちがう、壁かべを隔へだてない足音。

　曲がり角の向こうに誰かがいる──と悟さとって、ミズーは剣を抜ぬいた。同時、太った人影が飛び出してくる。

　その男も剣を手にしていた。躊ちゆう躇ちよせず、その刃をこちらに向ける。絡からみついてくるようなその丸い切っ先を、ミズーは刀身ではね除のけた。次は上段、次は下段と思いつくままに攻めてくる相手の剣をあしらって、柄つかを両手で握にぎり直す。

　間をおかず、ミズーは気合いを込めて剣を打ち出した。精せい妙みようさは求めず、振り下ろされた敵の剣をただ横よこ殴なぐりに払はらう。切っ先はそのまま、男の胸のあたりを浅くえぐった。

　うめいて後退する男からはもう戦意は失われている。ミズーはさらに踏み込むと、男の手から剣をもぎ取った。自分の剣は鞘さやに納め、新たに手に取った剣を男の喉のど元もとに突きつける。男はそれに押されたように、地面に尻しり餅もちをついた。

　動けなくなったその男に、ミズーは短く問いかけた。

「賞金稼ぎ？」

　突きつけられた刃を見つめ、うわずった声で、男もまた短く答えてくる。

「フラッシオリ……だ」

「フラッシオリ。ミンチ・フラッシオリ？」

「そうだ」

「あなたが？」

「まさか。リーダーは……誰よりも強い男だ。ミズー・ビアンカにだって負けるわけがない。お前は殺される！」

　ミズーは舌打ちした。

　そして。

「いたぞ！　こっちだ！」

　かけ声を聞くまでもなく、背はい後ごの足音にも気づいていた。振り向きざま、すぐ背後の曲がり角へと剣を投げつける。飛び出してこようとしていた男の鼻先をかすめて、剣は向こうの壁に突き立った。ミズーは構わずに、足下にいる男の首くび筋すじを蹴けり上げて昏こん倒とうさせるとそのまま駆かけ出した。

　胸の中を這はい回るような焦しよう燥そう感かんに苛いら立だって、独ひとりごちる。

（暗あん殺さつ者しや狩がりのミンチ・フラッシオリ！）

　聞いた名前だった。

　その名前とともに、背後からの足音が騒そう々ぞうしくなったようにも感じられる。

（名うての賞金稼ぎ……なんでそんな奴やつがこんな街まちに！）

　賞金稼ぎにつけ狙われることなど、目新しいことではない──

　が。今はまずい。最悪のタイミングで聞かされたその名前に、ミズーは思いつくままの罵ば声せいを浴びせた。

（いったい、なんの偶ぐう然ぜんがこんな……）

　体勢を低くして、駆ける。包囲が一重だとは思えない。

　賞金稼ぎの手て管くだを予想して、ミズーは気が沈しずむのを感じていた。恐おそらくもう一度くらいは敵と遭そう遇ぐうする。そのひとりを倒している間にふたり以上がまた行く手に回り込む。そのふたりを倒している間に三人が──四人が──そのうちに、包囲が終わる。自分は既に、敵の術中にある。

（どうやって切り抜ける？　力押しじゃあ勝てない。街を出なければ追いつめられる）

　だが──

　そうなれば、ベスポルトの娘を永遠に逃のがすことになる。

（どっちが……より致ち命めい的てきかしらね）

　皮肉な思いを強めて、ミズーは独りごちた。

（どうやって切り抜ける……）

　問いだけが、繰くり返し胸にこだまする。我われ知らず、声に漏もれていた。

「どうやって！」

　そして、それに答えるように。

「頭を潰つぶせばいい。そう思ってるところだろぉ……？　俺おれだってそう考えるぜぇ」

　声がした。

　行く手だった。不意打ちを警戒し、声のした方向だけではなく後方にも視線を投げながら、ミズーは体勢を低くした。マントの下で剣に手をかける。

　だが男が姿を現したのは、なんの小細工もない、一番手前の角からだった。自然に禿はげ上がった頭に馬を模もした入れ墨ずみ。どういった意味かは分からないが、当人には誇ほこりなのだろう。わざわざそれが見えるように顔を伏ふせていた。落ち窪くぼんだ顔面の中央に、小さい眼がふたつ、暗い色をのぞかせている。
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　大おお柄がらな男だった。やはりそれも見せつけるためか、ひどい薄うす着ぎである。

「だからよぉ、最初から俺が飛び込みゃあ簡単なんだよ。だが部下どもは馬ば鹿かだからよぉ、万が一とか言いやがる。そりゃねぇよなぁ？　女ひとりによぉ。俺っちのこと、信用してるんだかどうなんだか分かりゃしねぇ」

　間ま延のびした口調で、その男はふらふらと路地の中央まで進み出た。呆あきれたように首を左右に振りながら、

「ありゃ絶対、自分が女殺したいから、俺のこと心配するふりしてそんなこと言ってんだよな。そりゃそうだぁ。俺だってそう考えるぜぇ」

　敵を見み据すえて動かないまま──

　吐はきたかったのは別の言葉ではあったがそれは抑おさえて、ミズーはつぶやいた。

「あなたがミンチ・フラッシオリね？」

「ああ。そうだぁ……手下どもが無む駄だに怪け我がすんの嫌いやだからのこのこ出てくるっていう、根は優やさしい男よ。だろぉ？」

　と、頭、身体に続いて、今度は片手で提さげている武器を持ち上げて見せつけようとする。

　にんまりと笑って、ミンチが言ってきた。

「いい武器を置いていってくれたなぁ……使いやすい」

　ミズーは舌打ちした。部屋から持ち出せなかった、例の斧おのだった。

　彼はそれを、軽かる業わざのように軽々と振ってみせた。上下に。左右に。自在に振り回してから、肩かたの上に乗せる位置でぴたりと止める。

「さて。来いよぉ」

　空いている左手をこちらに向けて、ミンチが告げてきた。

　ミズーは動かないまま──

（誰だれが行くか）

　胸中で言い捨て、念ねん糸しを放った。

　彼女の身体からだから剝はく離りした銀色の糸が標的へと集しゆう束そくしていく。ミンチは余よ裕ゆうぶった態度のまま動こうとはしない。賞金稼かせぎの身体に思念の経けい路ろが接続されるのを見ながら、ミズーは顔をしかめた。ミンチは念糸を見て動こうともしていない。逃にげようとも、破れかぶれに突とつ進しんしてこようともしない。

（なにか防ぼう御ぎよが？）

　ミズーは疑いながら、念を送ろうとした。

　刹せつ那な。

「────っ⁉」

　彼女は飛び退のいた。金属の色が視界を埋うめ尽つくす。脳天から足下まで通り過ぎた斧は、その切っ先を地面に突つき刺さしていた。

　それを再び持ち上げながら、ミンチが笑う──

「おおっ、勘かんがいいねぇ。念糸をやめて避よけたか」

　嘲あざけりでもなんでもない、屈くつ託たくない笑みを浮うかべて彼は言ってきた。

「念糸使いはよぉ、大たい抵ていこれで死んでるんだがなぁ……でも今の念糸、続けてたら俺やられてたかなぁ？」

（同時にわたしも頭を割られてたでしょうね）

　苦笑いしてミズーは、剣を抜ぬいた。全身から噴ふき出した汗あせが、内ない臓ぞうまで冷やそうとしている。確かに、念糸に集中するには一いつ瞬しゆんかそれ以上の隙すきを生じる。そしてそれが、念術能力者の最大の隙になる──が、それに反応できるのは飛び道具か、同じ念糸だけだと思っていた。

　この男は、こちらが思ってもいなかったような速度で全身ごと飛び込んできたのだ。

　今度は先ほどのような余裕を持った体勢ではなく、しっかりとこちらを睨にらみ、すぐに振り下ろせる位置に斧を振りかぶっているミンチを見返して、ミズーはつぶやいた。

（誰よりも強い男……ね）

　確かに、辺境の賞金稼ぎらを心しん酔すいさせる程度の腕うで前まえではある。と見て取れる。

　抜いた剣を構えて、ミズーは告げた。

「ミンチ・フラッシオリ。聞きたいことがあるんだけど」

「んんー？」

　大げさに疑問の声をあげて、ミンチは聞いてきた。

「いいけどよぉ。俺っちの手下は真ま面じ目めだから、すぐ追いついてくるぜぇ……話してる暇ひまなんてあるのぉ？」

「それは質問の返事次第ね。わたしが気に入ることを答えてくれたら逃げてあげる──皆みな殺ごろしにしたりせずにね」

「うっほぉ。俺頑がん張ばるよぉ」

「あなたがわたしの隠かくれ場所を探し当てたのは誰だれの手引き？」

　聞くと、ミンチは嬉しそうに顔を綻ほころばせた。いたずらのタネを話したくてたまらない子供のように、

「それ、あんた答えを知ってるって顔してるぜぇ」

「ええ」

　見当はついていた。いや、ほぼ確信に近いものすらあった。

　あの日──精霊アマワに会ったあの日以来、何度も彼女を困こん惑わくさせてきた偶然などとは違う。

　もっと確かなものが、この男をここに呼び寄せた。それをしてどういった利があるかどうかは不明としても、それをし得る者が誰なのかは分かっている。

（組織の力……なるほど。個人で対抗しても意味がない。これがそのやり口ってわけ）

　忌いま々いましさを感じさせるその言葉を、ミズーは胸中で吐はき捨すてた。思い浮うかべた優やさ男おとこの顔面に唾つば吐はくつもりで。

（まさか、その講こう釈しやくのためにこんなことをしてるってわけじゃないでしょうね……）

「まぁ、話せねぇんだぁ、残念ながらぁ」

　ミンチは上じよう機き嫌げんだった。

「で、話してるうちに、やっぱり手下どもが来たみたいだぜぇ。へへへ。愛してるよぉ、お前たちぃ」

　とうに気づいていた。

　ミズーは肩かた越ごしに横目でだけ背はい後ごを見やった。武装した男がふたり、息をあげて追いついてきたところだった。

　それが近づいてくるまでの短い時間で──ミズーは囁ささやいた。ミンチにだけ聞こえる声こわ音ねで。

「あなたの答え、気に入らなかったけどね」

　右手で剣けん、左手でポーチを探さぐり、告げる。

「あのクソ野や郎ろうに利用されているだけのうちは、生かしておいてあげる」

　相手の返事は待たずに、彼女はマントを跳はね上げた。

　身を翻ひるがえし、左手で抜いた投とう剣けんをミンチへと投じる。半円の刃はミンチの利きき腕うでを狙っていた。彼は避よけもしなかった──そんなことで体勢を崩くずすよりは、致ち命めい傷しようにはなりにくい投剣などは無視するということなのだろう。そのまま突とつ進しんして、斧を振り上げてくる。腕に当たったナイフは、盛り上がった筋肉に弾はじき返されて地面に落ちた。

　そこまでしかミズーは見ていなかった。

　投剣に必殺の威い力りよくはなくとも、幾いく分ぶんか出足を止める効果はあったはずだった。少なくとも、注意を離はなした隙に一瞬で斬きり捨てられることを防ぐ程度の効果は。

　稼かせぐことのできたわずかな隙に彼女はミンチに背を向けると、現れた手下ふたりと対たい峙じしていた。背後から津波のごとく押し寄せてくるミンチの殺気に首筋が痛みすら覚える。だがそれでも彼女は無視して、逃げるように駆かけ出した。ボウガンを構えたふたりへと駆け寄っていく。

　剣を構えた彼女が接近するのを見て、ふたりの男は恐きよう怖ふに顔を引きつらせていた──まさかあれほど派手に突とつ撃げきを仕し掛かけるミンチを無視してそちらへ行くとは思っていなかったのだろう。手にしている飛び道具を構えて、上体だけで簡かん易いの射しや撃げき姿し勢せいを取る。

　ミズーはもう一段階、速度を上げた。

　先刻ミンチに見せつけられた芸当をそのまま突き返す心地ここちで、同じことをする。相手の予想を上回る速度で一歩余分に近づくことで、射撃者にとっての標的が、最も危険な襲撃者に変わる。ミズーは片手で剣を振り払った。ふたりが構える二連のボウガンのうちの一方を、切っ先がはね除のける。

　男が悲鳴をあげた。仲間が襲おそわれたことに焦あせってか、もう一方の男の体勢が崩れる。不完全な狙いで放たれた一射は、彼女のマントだけを貫つらぬいて飛び去っていった。武器を使って無力になった男ふたりを今度は無視して、ミズーは振り向いた。剣を振り上げる。

　間に合ったのは間かん一いつ髪ぱつだった。金属と金属の打ち合う音が響き、その衝撃の重さに顔をしかめる。全身の古傷が痛み出すのを感じながら、ミズーはそれでもしゃにむに力を込めて振り切った。

　打ち払ったのは、ミンチの斧の一撃だった。振り下ろされてきた斬ざん撃げきを下から迎むかえ撃うつなどは愚ぐの骨こつ頂ちようだったが、飛び退のいてかわせる状じよう況きようでないのだから仕方がない。それでも力負けしなかったのは──ミンチの一撃に力が込められていなかったからだった。

　ミズーは剣を下ろした。

　ミンチが力無く後あと退ずさりする。斧の重量を支えきれず、そのまま横に取り落とし、さらにはそれにすがりすらしながら、こちらに顔を向けてくる。

「まさか……これ、狙ったのかよぉ……？」

　彼は自分の脇わき腹ばらを押さえながら、苦く悶もんの声を漏らした。ボウガンの矢が一本、そこに突き刺さっている。致命傷ではないだろうが、もう全力で武器を振るえるような傷でもあるまい。

　剣を鞘さやには納めずに、ミズーは念のため肩越しに彼の手下たちを見やった。が、案あんの定じようミンチが傷ついたことに狼ろう狽ばいして、彼らは最後に見た時より数歩も後退している。

　もはや誰にも戦意は見受けられなかったが、警けい戒かいだけは緩ゆるめずにミズーはミンチへと告げた。

「あなたの速度は分かっていたから。位置は予測できる。位置を把は握あくすれば、戦いは容易たやすい」

「俺のこと殺さねぇって……言ったじゃねぇかよぉ」

　泣き言を漏らしながらミンチは、大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべてみせた。突き出した頰ほお骨ぼねに涙がたまって、なかなか流れない。

　その様子を見ながら嘆たん息そくし、ミズーはつぶやいた。

「あなたみたいな筋肉馬鹿が、その程度の出血で死ねるのなら楽でいいわね。それでも早いところ医者に診みせなさい──あなたたち、リーダーが大事なら運んであげたら？」

　と、手下らに言ってから剣を納める。

　ミンチのすがっている斧を見やって、ミズーはまた舌打ちした。持っていきたいが、ミンチの手下はまだ大勢残っている。重荷を背負っては逃げ切れない。

　早足になってミズーは、座り込んでいるミンチの横を通り抜けようとした。十分に回り込んだつもりが、思いのほかミンチの図ずう体たいが邪じや魔まで彼の投げ出したつま先につまずきそうになる。体勢を崩した、その瞬間に。

　耳元に風切り音がした。

　低くした頭のすぐ上をかすめて、重さのある物体が路地を挟はさむ壁へと激げき突とつした。低い音を立てて、そのまま突き刺さる。刃付きのブーメランだった。飛んできた方向を逆算して見上げる。と、それまでまったく気づかなかった屋根の上に人ひと影かげがあった。失敗を悟さとってすぐに後ろに退ひいたため姿形までは分からない。

　と、ミンチが声をあげた。死なずに済すむと理解して涙も忘れたのか、もとの野太い声こわ音ねで拳こぶしを振り上げ、姿を消した人影へと抗こう議ぎするように空に向かって叫さけぶ。

「かっさらい野郎のダービン・ダン！　また汚きたねぇ手を使おうとしてやがったなぁ！」

（ミンチの手下ではなくて……別の賞金稼ぎ？）

　ぎょっとして、ミズーはつぶやいた。

（いったい、賞金稼ぎを何人ここに送り込んだのよ！）

　きりがない。

　投げた短たん剣けんを拾ってから急ぎ足に、ミズーは悪あく罵ばを唱となえ続けた。とてもではないが、夜まで持ちこたえられない。

（街から出るしかない……）

　奥おく歯ばを嚙かみしめる。路地を抜け、大通りの人混みに紛まぎれ込む。それでも、その人の流れのどこかに刺し客かくが紛れ込んでいるかもしれない。

　全身を緊きん張ちように引き締しめながら、ミズーは呪のろった。

　アイネスト・マッジオ。ジュディア・ホーント。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かい。

　心に刻まざるを得なくなったその名前を。

　呪じゆ詛その業ごう火かで焼き尽つくしながら、彼女は街の出口を目指した。







　第二章　ターンド・ドゥーム

　　　　　　（回転する道）







「……それで、簡かん単たんに街まちの外に出しちまった？　だっらしがないわねー」

　場の空気には不似合いな、若わかい娘むすめの悪気ない声こわ音ね。

　それを聞いていちいち顔色を変える者もいなかったが──それでもわずかに眉まゆを上げるなり、窓の外に顔を向けるなり、誰だれもがそれなりの厄やく払ばらいをしてみせた。少なくとも、彼にはそう思えた。その短い時間に、全員の表情を一度に観察できたはずはない。それでも部屋の雰ふん囲い気きがいっそう陰いん影えいを増したことは感じていた。

　娘は娘でそれに構かまわず、それを加速していく。

「それでも名の知れた賞金稼かせぎってわけ？　抜ぬけ駆がけで奇き襲しゆうをかけて、手傷のひとつも負わせずに逃にがしちゃって。あげくが返かえり討うち？」

　いちいち身み振ぶり手振りを加えて、少女は声を高く大にしていく。彼女が動くたび、腰こしに吊つっている鎖くさり鞭むちが追つい随ずいするように耳みみ障ざわりな合いの手を打っていた。

「なによその図ずう体たいでさ。包帯巻きすぎじゃん？　わたしなんて、見かけがこうだから苦労してるってのにさ」

（……見かけがね）

　彼は胸中でつぶやいた。

　その少女は集まった顔かお触ぶれの中にあっては、確かに浮ういた存在ではある。だが世間に紛まぎれれば、彼女以外の連中こそ浮き世にあっては大衆と混じりきれない。机つくえを寝しん台だいにして伏ふせているのは、ミンチ・フラッシオリ──凶きよう悪あくな人相をした巨きよ漢かんである。頭皮に植えられた馬の入いれ墨ずみは、今にも前方に駆け出そうとしている。その大男が、胴どうに包帯を巻いて身体を縮め、泣きじゃくっているのを見るのはそれこそ非現実めいていた。

「仕方ねぇんだよぉ……そうだろ？　俺おれは勝ってたんだよ……ダービンの野や郎ろうが邪じや魔ましたに違ちげぇねぇんだ」

「誰だれも、まさかあんたが負けるなんちゃー思ってないわよ。ただ馬ば鹿かで愚ぐ図ずだって言ってんの。分かる？」

「そんな風に言うなよぉ、メリル……俺ぁおめぇに惚ほれてんだよぉ。知ってるだろぉ？」

「馬っ鹿じゃねぇの？　三日前に会ったばっかりじゃん」

　遠えん慮りよも呵か責しやくもなしに、少女──メリルが言い放はなつ。

　場の沈ちん黙もくが、失笑に化けた。最も大げさに笑ったのは、部屋の入り口に貼はり付いて離はなれない、背の高い男だった。室内でも帽ぼう子しを取らない。羽は根ね飾かざりのついた、鍔つばの広い派は手でな帽子。それにしてもサイズが大きいようだった。顔の半分が隠かくれている。それだけに三日月型に嘲あざ笑わらう口元がよく目立った。すぐ手に取れる位置に立てかけてある剣けんの意い匠しようもまた凝こったものだった。年代物ではないが、値打ち物ではあるに違ちがいない。

　さらにひとり。こちらは如じよ才さいなく顎あご髭ひげを撫なでるふりをして、笑えみを隠していた。ミンチほどではないにせよ大おお柄がらな身体を、ゆったりした着衣で隠している。武器らしい武器も見あたらない。これもどこかに隠しているのだろう。

　そして、もうひとり。

「お前の手下が退路を張っているのではなかったのか？」

　発された質問には、感情は含まれていなかった──だがそれでも、なにも含まないなりの侮ぶ蔑べつは感じられた。誰だれも近づかない部屋の中央で堂々とソファーに陣じん取どり、足を組んで天てん井じようを見上げている。メリルを除のぞけば、この部屋にいる誰と比べても小柄な男だった。両肩に回したベルトに、ぎっしりと投げナイフが挟はさまっている。

「手下たちはよぉ、俺を医者に診みせるのに手て一いつ杯ぱいだったんだよぉ」

「二十人からいる仲間が勢せい揃ぞろいでお前を運んでったのか？　はっ！　太りすぎっつっても、そこまで手間がかかるとは面白い」

「てめぇ、ナインス！」

　怒いかりに顔面を染そめて、ミンチが起き上がろうとする──が、すかさずメリルが小さい拳こぶしを大男の包帯の上から突つき刺さした。獣けもののような悲鳴をあげて、ミンチがまたもとの体勢へともどる。

　彼の泣き声にうんざりとした表情を見せながら、メリルが口を開いた。

「ナインス。話し合いの場では、武器を抜ぬかない約束だよ」

「はっ！」

　鼻で笑ってその男──ナインスが、投げられる位置にまで構かまえていたナイフをベルトにもどす。

　部屋にいるのは、その五人だった。いや、その五人ともうひとり、彼自身を加えて六人。

　彼、アイネストは全員を見回した。ダービン・ダンの姿はない。賞金稼ぎらの間ですら鼻つまみ者のダービンは、同業者との共きよう闘とうを拒こばんだ。彼だけはひとりで行動する。アイネストにしてみればどうでもいいことだった──だからほうっていた。

　部屋は彼が手配したものだった。安やす料りよう亭ていの二階を借り切って、仮かりの基地としている。その契けい約やくも今日までで、ここは引き払うことになっている。どのみち、標的が街から出たのであれば、賞金稼ぎらとしても異い存ぞんないところだろう。

（とりあえずは……狙った通りに事態が推すい移いしている。問題ない）

　アイネストは静かに、独ひとりごちた。

「さて。ミズー・ビアンカは街から出た」

　と、呼びかける。全員の耳目が集まるまで一いつ拍ぱくの間を置いて、彼は続けた。

「ぼくの後あと押おしはここまでだ。あとは君たちが好きにすればいい──あきらめて帰ってもいい。あくまで彼女を追うのもいい。けれどその場合、今度はぼくたちが敵に回る」

「さっぱり分からないな……あなたの言うことは」

　入り口からじっとこちらを見ていた帽子の男、ギムリットが言ってくる。

　向けられた不信を曖あい昧まいに手を振って打ち払い、アイネストは答えた。

「分かる必要はない。君たちは、ぼくらの都合の外にいる」

「だけど、まるで遊ばれてるみたいじゃん？　わたしら」

　と、これはメリル。ナインスの後ろに回り込んで、その肩に手を置いている。

「わたしらは、あんたのことをなにも知らないし──」

　アイネストは振った手を胸の位置にもどした。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいのローブ。それを示して、告げる。

「ぼくは所しよ属ぞくを明らかにしている。君たちにとって有益な情報を与あたえて、成功不成功に拘かかわらず報ほう酬しゆうを前払いした。そのうえ友情まで求めるのかい？」

「依い頼らい主ぬしとしての誠意ならどうだ？」

　あくまで顔は天井に向けたまま、ナインスが言ってくる。先ほどナイフを抜いたのと同じ手先の素早さで、メリルの手を払いのけていた。

「あんたが受けるメリットはなんだ。俺たちを罠わなにかけてるんじゃないのか？」

「馬ば鹿かな。ミズー・ビアンカという女は、神秘調査会の体面に泥どろを塗ぬって、敵対することを宣せん言げんしてきた。今では、彼女はぼくの命を狙ねらっている。これで納なつ得とくしてくれるかい？」

「噓うそをつけ。俺たちがあの女を倒たおせるとは思っていないんだろう。ていよく利用するつもりなんだな？」

　まるで喉のどがふたつあるかのように、うなり声と恐きよう喝かつを同時に発して、ナインスは視線を下ろしてきた。鋭い眼がこちらを向く。青く冷たい眼が。

「それに、お前が今言ったような動機だとしたら──どうしてこれ以降はお前らが敵に回るんだ？」

「これからまた彼女と交こう渉しようするつもりだから。仲間になってくれないかってね。一度君たちをけしかけて脅おどしたのだから、今度は聞いてくれるさ」

「お前は噓ばっかりだ」







[image: ]







「君に信じる気がないから、そう聞こえてしまうんだよ、ナインス・ハンド」

　アイネストはそれだけ言って、壁かべから背を離した。出口に向かって歩き出そうとする。帽子の剣士はこちらがたどり着くよりも早く、扉とびらから退どいてくれた。

　と──

　最後に。後ろから声をかけてきたのは、これまでずっと押おし黙だまっていた顎あご髭ひげの男、ヘルケルだった。

「なにもかも、自分の思い通りにできると信じている者の言い草だな」

「そう信じているわけじゃない」

　アイネストは振り返らずに扉を押し開けた。

「ただ、そう感じてしまうんだ」

　そして廊ろう下かに出て、息をつく。扉は自然と背はい後ごで閉じた。自分が集めた者たちの名前を唱となえる気になったのは、吐はいた息の分を取りもどそうとしてかもしれなかった。すべて、辺へん境きようで知られた者たちだった。全部で六人。役に立つはずだ……ミズー・ビアンカと同じように。

　ミンチ・フラッシオリ。

　メリル・ペチル。

　ナインス・ハンド。

　ギムリット・ヒューリダン。

　ヘルケル・パナンタ。

　あと、ここにはいないが、ダービン・ダン。

「おい、待て──」

　中にいた誰かが、叫びながら追いかけてくる。だが再び扉が開いたその時には、彼はもうそこにはいなかった。




　真夜中を過ぎて凍こごえるほどに寒くとも、火を焚たくことはしなかった。街の灯ひが近い──が、それでも数キロメートルは遠ざかっている。木の上からそれを眺ながめて、ミズーは一日中続けていた思し索さくから思いをそらした。

（いえ……）

　思索といえるほどのこともない。単に苛いら々いらしていただけだ。彼女はそれを認みとめて、腰こし掛かけている尻しりの位置をずらした。先ほどからずっと座すわり直しているのだが、どこに腰を据すえても枝のでっぱりがある。登れるほどの木の上に退たい避ひしたのはちょっとした用心のためだったが、もう日は暮くれている。夜の影かげは下草にまぎれる人影を十分に隠かくしてくれる頃ころ合あいだった。

　高地の夜は、体力を奪うばう寒さを闇やみといっしょに押しつけてくる。マントを身体からだに巻き付けて、ミズーは身み震ぶるいを抑おさえた。

（ようやく夜になった）

　嘆たん息そくする。

　街からの脱だつ出しゆつは難しくなかった──辺境の警けい備びなら、その程てい度どのものだ。だが、夜間にまた市し壁へきを越こえて街に入るにはそれなりの心得が要いる。ましてや市内に入れば、またあの賞金稼ぎたちの横やりがあるかもしれない。

（わたしが騒さわぎを起こせば……彼らは気づくでしょうね）

　警けい衛えい兵へいだけを相手にしても面めん倒どうな仕事が、果てしなく難しくなっていた。気分が優すぐれないのはそのせいだった。できるはずがないと思いながら、それをやらなければならない。これから街に入り、警衛兵詰つめ所しよを襲しゆう撃げきしてベスポルトの娘むすめを確かく保ほする。警衛兵組織と賞金稼ぎの追つい跡せきを振り切ってまた街の外に逃にげなければならない。

　枝から飛び降りようと起き上がった時、足の下にわだかまる暗がりから声が聞こえてきた。

「ミズー・ビアンカ」

　無視して、ミズーは飛び降りた。聞こえなかったふりをして、そのまま街へと向かいかける。

　続けて響ひびいた呼よびかけには、困こん惑わくと、半分のあきらめが感じられた。

「ミズー。今、街に行ったら二度と出てこられないわよ。ミンチは間ま抜ぬけだけど、本当にあなたを見失っているわけじゃない」

　そのままあとを続けてくる。

「味方を出し抜くことしか考えてない男よ。今も、街の出入りをすべて手下に見張らせてるわ」

「あなたの仕し業わざね」

　険けん悪あくに囁ささやいて、ミズーは足を止めた。顔だけを振り向かせる。近くの木の陰かげから、自分と同じ色のマントをまとった人影が進み出てくるのを、その視し界かいの端はしに捉とらえた。

　ジュディア・ホーントもやはり、寒気に肩かたを縮ませていた──そのことに、多少の愉ゆ快かいを覚えてミズーは暗い感情を嚙かみしめた。ジュディアがこれほど接近してきていたことに気づかなかったことは屈くつ辱じよくだとしても、そのおかげで少しでも長く彼女を凍こごえさせてやった。

（どう考えても……わたしのほうが震えてるけどね）

　街まで歩いて身体を暖あたためるつもりだった。かじかんだ身体で、とっさの反はん応のうを導みちびき出す自信はそれほどない。

（ジュディア・ホーントは本気を出さないと危き険けんな敵てき。敵。敵……）

　心の中で繰くり返して。

　認めざるを得なかったのは、当面のジュディアには敵意が感じられないことだった。彼女は肩をすくめながら進み出て、からかうように言ってくる。

「仕業？　どういったことの？」

「とぼけないで！　わたしの居場所を知っていたのは、あなたよ。賞金稼ぎたちに情報を漏もらしたでしょう」

「それはアイネストの仕事よ」

　彼女は答えながら、接近を止めた。夜気に声が響くのを警けい戒かいしてか、それまでよりも小声になって続ける。

「信じて欲ほしいけれど。あなたのためよ。あなたを真の目的地へと誘ゆう導どうするために、無理やりにでも街を出てもらいたかった。もちろん、アイネスト自身の都合もあるわね。あなたをフリウ・ハリスコーと接せつ触しよくさせたくないというのが、あの男の考え」

「勝手な話に聞こえるけれど」

「そうね。でも、こうでもしないと言うことを聞いてくれるとは思えなかったから。今朝の様子じゃあ、無理もないでしょう」

「なにをしゃあしゃあと！　賞金稼ぎたちを集めるのに、一日二日で足りたはずはないわよね。何日も前から準じゆん備びしていたはずよ」

　口早に言い当てる。剣を抜こうとして、マントの下で指先は柄つかに触ふれたが、そこで留とどまった。

　ジュディアが、ほとんど真横を向くほどにあさっての方向を見やったからだった。彼女はまるで他ひ人と事ごとのようにつぶやいてみせた。

「アイネストが準備を始めたのは五日前のことよ。あなたに殺されかかって、態度を決めたその夜から」

　木の影が落ちて半身を闇やみに溶かし、不ふ明めい瞭りような眼まな差ざしでジュディアは語る。それを見み据すえて、ミズーは抜ばつ剣けんしかけた指が寒さとは別種のものに強こわ張ばるのを感じていた。ここにいる剣士は強敵だと分かっていた──それでも一度は倒たおした。敵すべき仇かたきの側がわにいる。この場で斬きり捨すてたところで悔くいも残るまい。

　だが……

（なんなの？）

　自分自身の心にこそ疑問を感じ──そして。

　ジュディアの言葉にようやく意識がもどり、ミズーは聞き返した。

「わたしに殺されかけた？　あの男が？」

「彼は、自分とあなたの関係をすべて話した。当然、あなたに殺されることも考えていたでしょうよ」

「精せい霊れいの一いち撃げきを受けても死なない男が？　笑わせないで」

「そうかしら。あの男に言わせれば、あなたはどんな存そん在ざいにとっても恐きよう怖ふの殺人武器なんでしょう？」

　剣を抜かないまま、ミズーは飛び出した。

　拳こぶしを固めて殴なぐりかかる。ジュディアは頭を低くすると、そのまま地面を転がって回かい避ひした。それを追い、地面を蹴けって身体の向きを変える。

　ミズーは叫さけんでいた。激はげしい動どう悸きに、身体が震える。乱れた呼吸に声も途と切ぎれた。

「あの……鐘かねを聞いた者が……そんなことを言うのかっ！」

　眼めを向けた先には、ジュディアがいた。まだ立ち上がっていない。まるで君主にひれ伏ふす騎き士しにも似た体勢で、じっとこちらを見上げている。

　その眼差しになにかを感じて──攻こう撃げきを躊ちゆう躇ちよさせるようななにかを感じて、ミズーは拳を止めた。ひれ伏す女剣士の瞳ひとみの中には、確かにはっきりとした後こう悔かいが見て取れた。彼女はそのまま立ち上がったが、むしろうつむいて、頭は下げたようだった。

「そうね。迂う闊かつだったわ。あなたにとってはまだ、つい昨日きのうのことなんでしょうね」

　と、顔も上げる。その時には既すでに、一瞬だけうかがえた後悔はもう見えなかったが、その無表情は別種の喪そう失しつを嘆なげいているようでもあった。

「でもわたしにとっては、もう十年以上昔のことなの」

「忘れられるはずがない……忘れられるはずが！」

　喉のどの奥おくから溢あふれようとするなにかを遮さえぎって、言葉だけを吐はき出す。震ふるえる足を隠かくすつもりで、ミズーは後あと退ずさりした。

　混乱した頭に、恐きよう怖ふが浮かぶのを自覚する。拳は開かないままマントの中にもどして、彼女はつぶやいた。

（この女と話していると、わたしのなにかがおかしくなる……）

　なにもかもが的まと外はずれで、果てしなく得体の知れない方角へと転げ落ちていってしまう。対応策は──

（まともに受け合うな。なにも考えちゃ駄だ目め。彼女の言葉を聞くな。この場から遠ざかれば、みんな正常にもどる……）

　自分に言い聞かせているうちに。

　歯車に毒どくを差すように。ジュディアが告げてきた言葉は引力を持っていた。

「フリウ・ハリスコーはもう街にいないわ」

「え？」

　否いや応おうもなく、ミズーは声を返した。

　空とぼけた顔でジュディアは続ける。

「本当は、あなたが街を離れた後に、わたしが確保するはずだったんだけどね」

　と、改めて夜気の冷たさを思い出したように自分の身体からだを抱だきしめるようにすると、

「勝手に逃にげ出したようね、あの娘……」

　世間話じみた口調に拍ひよう子し抜ぬけしながら、ミズーは食い下がった。

「どういうことなの？」

「ついさっきのことよ。自力で牢ろうを破って街の外に出たわ。警けい衛えい兵へいが手引きしたみたい。事情の詳しよう細さいまでは分からないけれど──アイネストは、これを都合が良いと見ている。神秘調査会の存在を知られずに娘を解かい放ほうできるのなら、そのほうがいいってわけね」

「どこにいるの！」

「教えるわけにはいかない。理由はさっきも言ったわよね。追いつくのは難しいわよ。フリウ・ハリスコーは半病人だっていうのに、あの警衛兵、足が速いわ」

「わたしは──」

　問いつめるためにミズーは前に出ようとしたが、ジュディアの突つき出した手に制止された。女剣士は事務的に話を進める。

「あなたが今追えば、あなたに注がれている眼めが、フリウ・ハリスコーまでも追うことになるわ。しばらくはほうっておくのが賢けん明めいよ」

「わたしに注がれている……眼？」

「仮面の下にある眼よ。彼らは語らない、なにも感じない、なにもしない──ように見えて、確実になにかを遂すい行こうしていく」

　遠回しなジュディアの態度が鼻について、ミズーは顔をしかめた。子供じみたなぞなぞが聞きたい気分ではない。

「黒こく衣いね」

　彼女のつぶやきに、ジュディアはうなずいてみせた。

「ここの警衛兵がフリウ・ハリスコーの身み柄がらを引き渡そうと、中央に黒衣の派は遣けんを要よう請せいしたわ。たかが辺境の犯はん罪ざい者しや、いつもなら黙もく殺さつされるでしょうけど……今回、黒衣は動くわよ。この前、あなたに対して動いたのと同じようにね。帝てい都との注目がベスポルトの娘に向かえば、とうてい守り切れない。アイネストは既すでにフリウ・ハリスコーの守しゆ護ご者しやとなる者を用意しているけれど、接せつ触しよくさせるのにまだ時間がかかる」

「どうしろと言うの」

　利用されようとしている……

　歯がゆいが、ミズーは認めた。アイネストとは、神秘調査会とは袂たもとを分かった。もともと協力したこともないが──アイネストの申し出に対して、助力することも助力を受けることもはっきりと断ったはずだった。

　その結果がこれだった。

（一方的に利用されようとしている）

　組織の力に。

　あの時の決断そのものには選せん択たくの余地がなかったとしても。不ふ愉ゆ快かいなことには違ちがいなかった。

　こちらの感情に気づいてだろう。ジュディアは皮肉な笑みを浮かべてみせた。

「帝都にとって、より致ち命めい的な動きをあなたが見せれば……黒衣の注意をそらすことができるわ」

「わたしに、怪け我がをした親鳥の真ま似ねをしてみせろというの？」

「あなたにも有益な点があるわ。あなたはこの道を辿たどることを拒こばめないはずよ」

「罠わなと分かってても？」

　こちらの指し摘てきを無視して、ジュディアの言葉は続いた。

「ベスポルト・シックルド元打だ撃げき騎き士しは生きているわ。神秘調査会に協力している者が、それを保護している。あなたにはベスポルトと接触してもらいたいの」

「な……」

　絶句して、呼吸を止めた脳のう裏りに蘇よみがえったのは、高地の村の光景だった。

　黒衣──いや、契けい約やく者しやを名乗るウルペンの刃やいばに、胸を貫つらぬかれたベスポルトの姿。倒れたのち、鋼こう精せい霊れいを駆かる娘がそれをさらっていった。

「生きている？　あの深手で？」

「ええ」

　指先で額ひたいをかく格かつ好こうで、ジュディアは澄すましてうなずいた。実際に近づきはしなかったが、ミズーは気配で詰つめ寄りながら、

「それに、なんて言ったの？　神秘調査会の協力者？　ベスポルトをさらっていったのは精霊使いの娘で──」

「ええ」

　まったく同じ口調で、もう一度ジュディアが肯こう定ていする。

　ミズーは眼前の女剣士の姿と照らし合わせるような心地ここちで、精霊使いの少女の姿を思い起こした。その娘は、ベスポルトを守護しているようだった。強大な鋼精霊を従え、黒衣とも戦っていた……

（神秘調査会に協力している？）

　腑ふに落ちなかった。

「どういうこと？　あの精霊使いの娘は、わたしを邪じや魔ましようとしたわ。アイネストのことも知らないみたいだった」

「彼女はそれと知らずに協力しているだけで、神秘調査会のことは知らないわ。ベスポルトを守るためには必要な措そ置ちよ。ベスポルトは、神秘調査会の者を身近に置きたがらないでしょうから」

「全容から話して！　さっぱり分からないわ！」

「わたしにだって分かるもんですか」

　ジュディアは唐とう突とつに投げやりに言ってくると、軽く両手をあげて観念の仕し草ぐさを見せた。

「言えるのはね。この事態、すべては六人の契約者なる人間を中心に動いているのよ。それにはあなたも含ふくまれている。そしてその契約者たちをひとつにつなぐのが──」

「精霊アマワね」

「実を言えばね。その精霊や、あなたという人がどういった意味を持つのか、わたしは知らされてないの。わたしにとってはっきりしているのは、自分に与あたえられた役割だけよ」

「役割？」

　疑わしく、ミズーは相手の言葉を繰り返した。と、ジュディアは唐とう突とつに踏ふみ出してきた──迷まよいもせず、それまでは保っていた禁きん忌きの一線を越こえて近づいてくる。女剣士は腰こしにある二刀のうち、一振ふりだけを抜きはなった。

　ミズーも反応して抜こうとしたが、間に合わなかった。やはり身体が寒さに鈍にぶっている。動けなかった剣の柄つかに、ジュディアのその切っ先が当たった。マントの上から。

　反はん論ろんは許さないということなのだろう、断固とした口調で女剣士は言ってきた。

「わたしの役割は、あなたを守る組織の力となること」

「なんですって？」

「アイネストのひねり出した、ぎりぎりの折せつ衷ちゆう案あんよ」

　と説明するジュディアの黒い瞳ひとみをのぞき込み、ミズーは声を荒あららげた。

「わたしには必要ない！」

「あるのよ。まずはひとつ。わたしは案内人よ。ベスポルトの居場所への。そして」

　剣を引いて、彼女は続けた。

「今、あなたを追つい跡せきにかかろうとしている賞金稼かせぎは六人。さらにミンチ・フラッシオリには手下が大勢いる。あなたひとりじゃ防ぎきれないわよ」

　落ち着き払はらった様子のジュディアに対して。

　こちらも半歩、身体を引いて──ミズーは低く威い嚇かくの声を発した。

「あなたたちが手配したんでしょうが！」

　罵ば声せいにも動じない相手に、言葉を続ける。

「それに、わたしは無敵の獣けものなんじゃなかったの？　あなたのボスに言わせれば」

「あなたの言う獣の瞬しゆん間かんは、それほど都つ合ごうの良い力ではないわよね。分かっていて言っているんでしょう？」

　ジュディアの態度は崩くずれなかったが、それでも癇かんに障さわったように、目元にしわが寄るのが見えた。

「あと誤解をしているようだけど、アイネストはわたしのボスではないわ。あなたが彼に抱いだく感情は、わたしも共有している」

「持って回った言い方をするのね。あの男の盗とう聴ちようを恐おそれているみたい」

「いいわよ。これを言わないと同行させてもらえないというのなら、いくらでも言ってあげる。わたしだって、わたしをあの狂った工房都市に送り込んだ男を八やつ裂ざきにする機会があるのなら躊ちゆう躇ちよはしないわよ」

　相手の顔を見み据すえて──

　ミズーは子細に観察していた。表情をうかがうだけで、言葉の真しん偽ぎが確信できれば苦労はしない。だが手がかりを得ることはできた。ジュディア・ホーントがどこまで正直に情報を語ったのか。分かったのはつまり、この女が大げさな感情は表に出さない人間だということだった。今も、特に芝しば居いがかった憎にくしみも見せないで殺意を口にした。

　そんなことには、信しん頼らいに至いたる材料などはない。

　が。

　ジュディアはそれ以上、なにも言おうとはしなかった。口元を引き締しめて、じっとこちらを見つめている。それは、控ひかえめな後こう悔かいに見えた。

　恥はじているのであれば、それは、本ほん音ねに近い部分をさらけ出してしまったからなのだろう。そう思える。

　うなずいて、ミズーは剣から手をどけた。

「分かったわ。ただし、利害が一致している間だけよ」

「ええ」

　女剣士は短く返事すると、そのままマントを翻ひるがえし、街の灯ひに背を向けて進んでいった。なんの合図もない。が、ついてこいということなのだろう。

　ついて歩を進める前に、ミズーは両手で自分の身体をさすった──自分らしくないことをしている。自覚して、先導しようとしている女の背中をにらみつけた。どう捨すて台詞ぜりふを吐はいたところで、自分は彼女に従っている。行動を抑よく制せいされ、ジュディアの言葉をすべて鵜う吞のみにするしかなくなっている。

　それは自身の迂う闊かつが故ゆえだとしても。いや、迂闊さが故であるならばなおさらに気に入るはずがない。所しよ詮せんは殺し屋としてしか生きられない自分なのだから。

（なのになんで……信じようとしているの。わたしは）

　ジュディアの語った言葉。それをすべて思い出して。

（……え？）

　はたと気になって、ミズーは顔をしかめた。

　わたしをあの狂った工房都市に送り込んだ男を──確か、ジュディアはそう言った。

（彼女がイムァシアに収容されたのは、どう考えても、二十年以上前のことよね……？）

　そのことは気にかかったが。

　相手の言こと葉ば尻じりにちょっかいをかけてまで世間話をする気にはなれず、ミズーは口をつぐんだまま歩き出した。




　自分が精霊使いだと実感できる瞬しゆん間かんがある。

　地上に立っている時には見上げるほどだった木々の群むれを、絵画のように封ふうじ込める高度を飛行する。

　マリオ・インディーゴは、確かにそれを至し福ふくと感じた。

　無む抵てい抗こう飛行路にあっては、本来ならこの高さに吹ふき荒あれる気流も、冷たさも、すべて彼女に触ふれることはない。自らの身を包む精霊の鎧よろい──鋼精霊が変化したその甲かつ冑ちゆうを視線だけで見下ろして、マリオは息をついた。吐いた息は通常の空間に押し出され、白く変じる隙ひまもなく拡かく散さんする。

　飛行は、人間が体感できる感覚を超ちよう越えつしていた──精霊の鎧が推すい進しん力りよくとして発する振しん動どう音おんを、足下の遥か後方に置き去りにして追いつかせることのない速度。無抵抗飛行路で、精霊たちはその速度で移動する。

　彼女が飛んでいるのは、樹じゆ海かいの上空だった。見渡す限りの森。

　やがて、その中にあって、四方を切り立った崖がけとする丘おかの上に、古びた城しろを見つける。断だん崖がいの一方には、本来は橋があった。だが、今はない。城じよう内ないへの抜け道を知る者か、翼つばさを持つ者か、あるいは自分のような者しか、その廃はい城じように近づくことはできない。

　もっとも、その手段を持っていたとして、打ち捨てられた城になどわざわざ近づく者もいない。その建造物は、手を入れて直せるほどの強度すら残してはいなかった。既すでに崩くずれかけ、満足に風雨をしのげるとも言い難がたい。

（……どうして、こんなところに留とどまらないとならないの）

　孤こ独どくの高空にて、マリオは不平を漏もらした。

（まったく！　リス・オニキスはわけが分からない）

　彼女はある程度、城に近づいたところで鋼こう精せい霊れいに意思を伝えた。目的地に、着地する。できれば目立たずに。

　ゆったりと流れていた地表の光景が、途と端たんにひっくり返った。降下角度に入って、速度感覚を測はかる地上物にも変化が起こる。玩具おもちやのようだった森の部品、すべてが急速に巨きよ大だい化かする。精霊は振動音を絞しぼり、半なかば自由に、だがところどころで制動をかけながら目標地点へと落下していった。これが、最も音を立てずに進むことができる航こう法ほうとなる。

　廃城の中庭──

　瓦が礫れきの重なる中央に、最後の最後で速度を零ゼロにして、マリオは着地した。同時に、身体を覆おおっていた鋼精霊の鎧が解け、本来の姿である金属製の三角形となって背はい後ごに待たい機きした。

「カリニス、キィク・マク・アゥハラー」

　頭の中で用意していた意味のない儀ぎ式しき言語を唱となえ、マリオは念糸を自分の耳みみ飾かざりへと伸のばした。両耳にある水すい晶しよう檻おりのひとつが、輝かがやきを発する。

　と、鋼精霊がその場から消失し、水晶檻の光も消えた。水晶檻の内部に、精霊を捕とらえている証あかしである緑色の靄もやが渦うず巻まくのを、視覚ではなく念糸の感かん触しよくで確認する。鋼精霊は無ぶ事じに、水晶檻に封ふうじられた。

　それは特に今さら感じ入ることでもなかった──子供の頃ころから、慣なれ親しんだ手順である。家に代々伝わる鋼精霊、両耳の一対、カリニスとエングは、幼少から彼女の物だった。常に彼女に従い、彼女の命を受け、彼女を守る。

　これに匹ひつ敵てきするほど強大な精霊は、帝てい都とにもそう多くはない。

　精霊がいなくなると、鎧の内部から弾はじき出されたようにも感じる。その最初の一息は、鎧の中で吸ったものとは明確に違ちがった。熱いか、冷たいか、どちらかの痛みにいつも肺はいを引きつらせることになる。

（精霊と分ぶん離りする反作用だと、リスは言うけれど）

　服の上から胸をさすって、マリオは苦い表情でつぶやいた。

（なんとかならないものかしら）

　記き憶おくの中に浮うかぶ、仏ぶつ頂ちよう面づらの老人に思いを馳はせて──

　と、その脳のう裏りの残像と、現実の風景が混ざった。顔を向けた先に、小こ柄がらな老人が腕うで組ぐみして立っている。

「遅おそかったな」

　その老人──リス・オニキスは、この遅おくれが親の生き死にを分けたとでも言いたげな、酷こく薄はくな声こわ音ねで言ってきた。

　マリオは、内心の苦にが笑わらいが外に出ないよう自制しながら、

（なんですぐに気づけるのかしら……）

　胸中とは関係ないことを口にした。

「村はすぐに見つかったけれど、汚よごれてない布ぬのなんてどこを探せばいいのか──」

「若い夫ふう婦ふのいる家を狙ねらえばいい。赤ん坊がいるなら、洗せん濯たくした布がいくらでもある」

　老人は即そく答とうしてきた。

　腕組みを解といて、悪あく趣しゆ味みな黒くろ装しよう束ぞくの袖そでを引きながら手を差しだしてくる。

　マリオは、腹に抱だいていた鞄かばんをリスの手に押しつけた。彼は手早く鞄の口を開くと中身を確かめて言ってくる。

「ふむ……古着か？」

「洗濯場から取ってきたのよ。清せい潔けつなはずよ」

「まあいいだろう。食しよく糧りようは？」

「意識のない病人でも食べられる物、なんて言われても──」

「若い夫婦のいる家を狙え」

　繰くり返すと、リスはそのまま身体を反転させて、天てん井じようの残っている屋内へと向かって去っていった。

　舌打ちはこらえたが、足下の雑草を蹴けって、マリオはその老人の後ろ姿に挑ちよう発はつの仕草を突きつけた。リスの足が、ふと止まる──ぎょっとして手を引っ込めるが、リスは特になにごともなかったようにまた歩き出した。今度こそ、城の中へ消える。

　無む駄だに怯おびえてしまったことを罵ののしって、マリオも同じ入り口へと駆かけ寄った。中庭を風が、髪かみをさらって吹ふき抜ぬけていく。それは心地ここちよかったが、胸中には不快な感情が渦巻いていた。

（なんなの、いったい）

　耳元の飾りに手を触れて、つぶやく。

（わたしはちゃんと任務を遂すい行こうしたのよ──一人前の精霊使いよ。なんでそれを、子供みたいに）

　それでも足音を立てないようにして、彼女も屋内に入り込んだ。彼女が任務を遂行した証──その結果が、そこに横たわっている。

　リス・オニキスは鞄を下ろし、中の物を取り出しては、なにかの基準で選より分けていた。使える物と、使えない物ということなのだろうが。片方の山が大きかった。それが使える山なのか、使えない山なのかは気にかかったものの、マリオの注意は、敷しかれた毛布の上に寝ねている大男のほうに向かっていた。

　ベスポルト・シックルド元打だ撃げき騎き士し。

　身体に巻かれている包帯は、間に合わせのものだった。男の体格のせいで布が足りないというわけではなかろうが、それでも窮きゆう屈くつそうに縛しばられている。胸の創きり傷きずに当てられた布には、薄うすい赤色のにじみが広がっていた。

（いまだに血が止まらない……）

　高地の村で起きた事件で、彼女に与あたえられた任務はその大男の身柄を確保することだった。黒こく衣いが大たい挙きよして押おし寄せ、指名手配の殺し屋まで現れるという異常事態から、なんとかその男を連れだしたものの──彼は、黒衣のひとりに深手を負わされてしまっていた。もうかなりの日数、昏こん睡すい状態が続いている。機動力のあるマリオが、近きん隣りんの村から手当に使える布や糸、針、食料などを盗ぬすんでは運んできているのだが、大男は身体を輸送できるほどにまでは回復していない。

（このまま治らないんじゃないの？）

　そうとすら思えて、マリオは困こん惑わくした。この場合、誰だれの失敗になるのだろう。男を無事に村から連れ出せなかった彼女なのか。それともろくな手当もできないリス・オニキスか。

　だが、真に気にかかるのは、その点ではなかった。

　眼めを閉じて、深く緩ゆるい呼吸を繰くり返すその退たい役えき軍人を眺ながめて、マリオは独ひとりごちた。

（なのに、死にそうにも見えない……なんなの、この男は）

　と。

　リスが振り返った。

「そのうち、この男を別の場所に移さなければならない」

「ええ？」

　マリオは声をあげて反論した。

「怪け我が人にんを動かせないっていうから、こんなところで休ませていたのに」

「仕方ない。いつまでも待ってはおれん。黒衣が来る」

「こんな辺へん鄙ぴなところに？」

　馬ば鹿か馬鹿しい──とまで思うこともできない。ここと似たような田舎いなかの村で、黒衣の部隊と戦ったばかりなのだから。

　だがそれでも身についた常識からは逃のがれることができず、マリオは言葉に嚙かみ付いた。

「黒衣が帝てい都とを離はなれてまで追いかけてくるなんて、いったい、なんなの。そのベスポルトって」

「お前より事態の中心にいる男さ。ただそれだけだ」

　淡たん々たんとした老人の声に、さらに反はん駁ばくする。

「わたしは、弟てい帝ていの命により、その男を守るよう役目を負っているのよ。あなたは知っていることを説明するべきよ」

「お前が知るべきことなら、弟帝が直接、伝えられただろうさ」

「情じよう報ほうを独ひとり占じめするつもり？　わたしのほうが重要な任務を受けたことに嫉しつ妬として！」

　マリオは胸を張り、語気を強めた。

　老人は答えてはこなかった。自分の体重の倍はあるだろうベスポルトの身体を片手で起こすと、手早く包帯を外しにかかる。当ててあった布を取ると、その下には血の塊かたまりと、歪いびつに縫ぬいつけられた傷口があった。

　湿しめらせた布で傷の表面をさっと撫なでてから、新しい布を当てる。お粗そ末まつな応急手当を終えて、リスはようやく口を開いた。

「この男は、〝宿り木〟に送る」

「あんなところに？　いっそアスカラナンまで運んでしまえばいいのに」

「この男を弟帝に会わせてはならない」

「何な故ぜ？」

「弟帝を殺あやめようとする。だから先に兄帝に会わせる」

「そして帝ていを殺させる？」

「さて……この男に、まだそれだけの力があるかどうか……」

　老人は初めて迷まよったような声こわ音ねを吐はいたが、それも短い時間のことだった。ほんの一瞬といってもいい。すぐにまた眼光に確たるものを灯ともすと、改めて言ってきた。

「マリオ・インディーゴ。この男を宿り木に運んだら、そこから先の行動については、誰も命令を下さない」

「どういうこと？」

　ちくりと胸を刺さす痛みを覚えて、マリオは聞き返した──これは解かい雇こか？　弟帝は自分を捨てたのか？

　だが、リスはかぶりを振った。

「以後、命令に変へん更こうが出ることはないということさ。お前の命が尽つきるまで、この男の生命を守れ。それが弟帝の望みを果たすことになる」

「それが指示なら、主人から直接賜たまわりたいわ。なんで精霊を持たない精霊使いなんかに言われなくちゃならないの？」

「ふん。わしが使い走りだからさ。まあ喜べ。そこから先は、わしがお前を煩わずらわせることはない。二度と顔を合わせることもないかもしれん」

「…………」

　釈しやく然ぜんとしない思いを嚙かみつぶし、その沈ちん黙もくにマリオは思し索さくした。握にぎり拳こぶしを胸の前にして、つぶやく。

「黒衣がここに近づいてくるのなら、全部倒たおしてしまえばいいのよ」

「お前は、奴やつらには絶対に勝てない。わしが協力しても同じだ」

「やってみなければ分からない！」

「いくら精霊の力を頼たのみにしたところで、道理は覆くつがえせんのさ。黒衣には勝てない。黒衣を殺せるのは、黒衣と同じ立場の者だけだ。人外の者だよ」

「わたしは精霊使いよ」

　告げる。が、リスはつまらなそうに手を振ふるだけだった。

「どうしてもというのならば止めんが、その前にこの男を移動させておけ。どうせ黒衣が森に入るまで、まだ余よ裕ゆうがある」

「わたしを見くびっているの……？」

　憎にく々にくしく老人をにらみ、マリオは腑ふに落ちない部分をすべて疑問にした。

「黒衣が来るなんて情報を、どこから得たの。どうしていつも、あなたのほうが先に全部知らされるの！」

「使い走りだからだと言っただろう」

　リスはそう言ってくると、手当てを終えたベスポルトの横から立ち上がった。さして気もない様子で、あとを続ける。

「その前に、食料を手に入れてきて欲しい。日が暮れてから行け。夕飯時にな」

（これじゃあ、どっちが使い走りだっていうのよ！）

　声に出さず毒どくづいて──

　マリオはきびすを返すと、建物から出ていった。







　第三章　フーリッシュ・ツアー

　　　　　　（獲え物ものの旅）







「あれがナインス・ハンドとメリル・ペチルよ」

　ジュディアが食堂で顔を寄せてきた時には、とっさに身体からだを引こうとしたが──囁ささやかれた言葉に、ミズーは拒きよ絶ぜつを思いとどまった。女剣けん士しは目の前にある焦こげたシチューをつつきながら、世間話でもするように軽い口調で言ってくる。

「一応、あれで気づかれていないつもりみたいね。確かに武ぶ装そうはしていないし、あなたには面識がないでしょうけど」

　彼女は食事を続けており、視し線せんも指先も、特にどこを指し示したりはしなかった。が、それですらミズーはそのふたりのおおまかな見当をつけることができた。離はなれたテーブルに、不自然なほどにこちらをうかがったり、指をさすことまでしてきている男女の二人連れがいる。女はひどく若い。十代だろう。街まちを離はなれた場末の食堂では、粗そ野やな野の良ら着ぎをまとっても目立ってしまう。連れは、暗い眼めをした機き敏びんそうな男だった。ここまでは聞こえないがずっと唇くちびるの動きを止める様子のない娘むすめの言葉に、適当な相づちを打っているという態度である。

　一いつ瞬しゆんだけ彼らを見て、ミズーは自分の前に置いてある皿の上からパンをちぎって口に運んだ。飲み下して、告げる。

「聞いたことのある名前よ」

「そうでしょうね」

「ナインス・ハンドは奴やつ自身も暗殺者よ。賞金もかかってる。メリル・ペチルは……若い娘であるということだけが有名な賞金稼かせぎ。随ずい分ぶんと間まの抜ぬけた連中に見えるわね」

　ミズーは小声で答えると、ジュディアを見やった。

　彼女ももちろん、分かっているようだった。素そ知しらぬ顔でうなずいて、

「そうね。あからさまにこちらに姿を見せて、姿を見せたからならではの罠わなを仕し掛かけてくるでしょうね」

「油断させて、わたしが逆に彼らに反はん撃げきしようとした時に、ほかの連中が襲おそい掛かかってくるのが常じよう套とう手段よ」

「彼らにそこまでの協力関係があるかしら。彼らは六人。あなたの首はひとつよ。早い者勝ちだとすれば、囮おとりは損そんをするだけ」

「辺境の賞金稼ぎにだって、算数くらいはできるわ。山分けで済すませる知恵もね」

「辺境の殺し屋様には、なかった知恵のようだけど？」

　唐とう突とつに矛ほこ先さきを変えたジュディアに、ミズーは視線を険けわしくした。またちぎろうとしたパンを握にぎりつぶし、同席の相手をにらみつける。

　ジュディアは、あくまで気にしないようだった。碗わんの中にあるどろどろした食料を、食べる気もないままかき回し、つぶやいてくる。

「なんにしろ、もう追いつかれてしまったわけね」

　返事せずにミズーは、潰つぶしてしまったパンをふたつに割ってカップの水に浸ひたした。




　意い図と不明な神しん秘ぴ調ちよう査さ会かい──

　いちいち神経を逆さか撫なでしてくるジュディア・ホーント──

　どこで仕掛けてくるのか分からない賞金稼ぎたち──

　だが、宿やどにこもった体たい臭しゆうや人いきれの中から出て、新しん鮮せんな外気に触ふれればそれらの疑問すら一瞬は瓦が解かいした。朝。白く冴さえ冴えとした朝日が、辺境のひなびた土地に染しみ通る。ミズーは深呼吸して、そして素す直なおにそれを吐はき出した。快感のための、純じゆん粋すいな動き。だがそんなことも、しばらく味わっていなかったように思える。

　見ると、ジュディアはもう先へと進もうとしていた。北への道を、広い歩幅で歩いていく。

　ミズーもあとに続きながら、背はい後ごに意識を向けた。彼女らに遅おくれて、宿からナインスとメリルのふたりが姿を見せる。賞金稼ぎらは、まるで当て付けるように堂々と尾び行こうを開始した。

　清せい涼りような風を通した心臓に、鍵かぎをかけるように。ミズーは意識を現世の問題へと引きもどした。

　神秘調査会。ジュディア。賞金稼ぎ。だが、いったん取りのけたそれらの言葉に成り代わって、脳のう裏りにとどまったのは別の問題だった。

　帝てい国こく。そして、黒衣。

　身体で覚えた傷の痛みを、神経がなぞる。

　冷気のせいで身み震ぶるいしたのだと自分に言い聞かせ、彼女は感じた恐きよう怖ふを言い訳の中に押おし込めた。帝国の誇ほこる、念術能力者の執しつ行こう者しや部ぶ隊たい。

　だがそれに加えて、もうひとつ。

（帝国の……基き盤ばんを保つ、本当に貴重な財産……でもある）

　帝ていは国の体制を維い持じするために、特とく殊しゆ能力者を中央に集めた。帝都、である。

　黒衣部隊は、その最たるものだった。帝都の法を体現し、裁判も経へずに臣しん民みんを処しよ刑けいする権限すら持っている。帝は、帝国法の中で、すべての臣民は法治下にあって生命、財産を保証されると宣せん言げんした──その地位は決して奴ど隷れいではなく、生きる上で必要とする権利を認められたものであるとも告げた。全臣民を含ふくめて帝国が成り立つのであり、すべては帝にとって等しく大切なものであると。

　それとは矛む盾じゆんする考えとなるが、それでも現実的に、帝にとって黒衣とは、無む駄だに使い捨てられる人材ではない。

（それを、この辺境に次々と送り込んでくる……いったいなんだというの？）

　黒衣を動かすのは帝国法と、そして帝当人だけのはずだった。黒衣の意志は帝の意志に等しい。それが常識となっている。

　ミズーは訝いぶかって、思い浮うかべた。黒衣は高地の村で、ベスポルトの身み柄がらを手に入れようとしていた。八年前に退たい役えきした、ベスポルト・シックルド元打だ撃げき騎き士し。そんなものが、帝や帝都、黒衣にとって重大な意味を持つ理由があるとすれば──

（精せい霊れいアマワ……との契けい約やく。確かに帝都は、精霊のこととなると眼めの色を変えるけれど。ベスポルトから聞き出さないとならない）

　と。

　道の真ん中でジュディアが立ち止まっていることに気づいて、ミズーも足を止めた。聞くまでもなく、女剣士が言ってくる。

「来たわよ」

　なにが来たのかは言げん及きゆうしなかった。

　が、登場を待っていたようにちょうどその時、道の脇わきの木こ陰かげから出てきた人影があった。急な動作ではない。ゆったりと余よ裕ゆうを持って、暖だんを取るための毛布を自然と落としながら、長身の男が現れる。

　羽は根ね飾かざりのついた、派手な帽ぼう子し。尖とがった顎あごはきれいに剃そられているが、口元には髭ひげを残している。鼻はな筋すじも鋭するどく、足取りもまた隙すきがない。兵法者の動きだった──それにしては不似合いに飾り立てられた大振りな長剣もまた、その仕草の中にあっては釣つり合あいが取れて見える。

　正面のその男に対たい峙じするように、ジュディアが身体の向きを変えるのに合わせ、ミズーは気づいていないふりをしながら背後を警けい戒かいした。ジュディアに頼たよる格かつ好こうになるのは気に入らなかったが、あとからついてきているふたりを無視するわけにもいかない。

　これが罠ならば、背後のふたりは姿を隠かくすか、なにもないような格好で近づいてくるだけだろう。

　が──ミズーは怪け訝げんに喉のどの中で声を発した。ナインスとメリルなる賞金稼ぎは、なにやら泡あわを食った様子で慌あわてて駆かけ寄ってきている。特に男のほうは、完全に頭にきているようだった。

　声が聞こえた。帽子の剣士のものであろうことは疑いなかった。外見に見合う、しわがれた低音での囁ささやき。

「ミズー・ビアンカだな？　それと、神秘調査会の護ご衛えいというのが、貴様か」

　こちらの返答を待たずに剣士は続ける。剣を掲かかげ、誇ほこらしげに、

「ギムリット・ヒューリダン。氷海の剣士だ」

　それを打ち消すように──

　罵ば声せいが響ひびいた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　全部ぶち壊こわしだ。なにを考えている！」

　追いかけてきたナインス・ハンドだった。怒いかりに顔を歪ゆがめて、ようやく声のとどく距きよ離りになって叫び声をあげてくる。

「何日も追いかけて、ようやくこれからって時に──」

　氷海の剣士とやらは、仲間へは一いち瞥べつもくれなかった。ただ囁きだけで答える。

「俺おれに小細工は必要ない。戦士だからだ」

「全員でかからないと駄だ目めだと言ったでしょう。あのミンチが倒たおされたのよ。まだベッドから降りられないでいる！」







[image: ]







　男にやや遅おくれてたどり着いた娘が、耳みみ障ざわりな声で怒ど鳴なった。

　剣士は娘の言葉などまったく返事に値しないと言いたげに、半開きの眼を振っただけで黙もくして抜ばつ刀とうした。装そう飾しよくだけではない。朝日に照り返る刀身も見事なものだった。

　そして、改めて口を開く。

「氷海の剣士。危険に満ちた氷海の地で商売をするため、商人らは腕うでの立つ護衛を必要とする。真に腕と称しよう号ごうを認められた剣士は、自分の護衛する商隊を哀あわれな賊ぞくが襲おそうことのないよう、飾り立てた帽子と剣で威い嚇かくする。この剣を見ろ」

　と、剣士はそれらしく構かまえてみせた。長剣の切っ先が真っ直ぐに自分に向けられていることにミズーは神経を尖とがらせた。いつでも切り返せるよう、剣の鯉こい口くちを切る。

　ギムリット・ヒューリダンは、むしろこちらが抜剣するのを待つように間合いを取ってあとを続けた。

「俺が一晩で十七人の賊ぞくを斬きった翌日に、主人から贈おくられたものだ」

「氷海は遠いわ。あなたが氷海の剣士なら、どうしてここにいるの？」

　冷たく──問いを発したのはジュディアだった。

　が、剣士は顔を嘲ちよう笑しように歪ゆがめると、

「誰もがそれを聞く。そして俺がはったりを見破られて動どう揺ようするのを期待する」

　慣れたやり取りなのだろう。芝しば居いがかった口振りではある。

「俺にそれを求めても無駄だ。俺は事実、氷海の剣士であって、そのことをいちいち弁解する必要はない。ナインス、貴様は手を出すな。敵がふたりなら、俺はふたりとも斬り捨てる。敵が三人になろうとも同じだ」

　自分がまったく人数に入っていないことに憤ふん慨がいしたのか、メリル・ペチルが鼻息を吹ふかすのがミズーの耳にも聞こえた。誰も割り込まないうちに、ジュディアが剣を抜いて剣士に応じる。

「あなたの敵はわたしよ」

　腰こしの二刀──鉈なたのように分ぶ厚あつい剣をそれぞれ片手で引き抜いて、女剣士が剣士に対して構えを取る。

　ギムリットのほおに、嘲あざけりの色が強まった。

「女の力で二刀など気取って、俺の剣を受けられるとでも思っているのか」

「受ける必要なんてないわ」

　手元で剣を一回転させると、勢いをつけてジュディアが飛び出す。

　ほんの一瞬の交差だった。剣士が突き出した長剣に、ジュディアの左の剣が絡からみつく。澄すんだ大気に金属音が鳴り響いた。

　ジュディアの突とつ進しんがそこで止まるわけではない。女剣士の残った一刀が、はね除のけた敵の剣を越こえてさらに突き込まれる。が。

　そこに剣士の身体はなかった。

　氷海の剣士の構えていた長剣が、地面に落ちる。その持ち主は、剣を残してその場から逃げ出していた。背中を見せて何メートルも走ってから振り向き、それまでの落ち着きを捨てて動どう揺ようした声音で叫んでくる。

「ふ、ふざけんな！　ここまで言い張れば普通は信じるだろ！」

　同時に。

　気け配はいを感じるより先に、予想していた。ミズーは剣を抜いてそれに応じた──彼女の動きに合わせて跳はねるマントの下から、刃を放はなつ。飛び出してきたメリル・ペチルの手の甲を、突き出した剣がえぐった。悲鳴とともに、賞金稼ぎの小さな手から武器が落ちる。服の下に隠かくしていたらしい、小型の筒つつ状じようボウガン。

　ナインスもその時には動いていた。後ろに飛び退のいてこちらの剣の殺さつ傷しよう圏けん内ないから逃のがれると、短剣を持った両手を挙あげた姿勢で動きを止める。ミズーも剣を左手に残して、片手でポーチを探さぐっていた。投とう剣けんを探し当て、それを構える。

　数歩分の距きよ離りを隔へだててにらみ合い、ナインスの言葉がそれを緩ゆるめた。

「……お前は剣と投剣、どちらが得意なんだ？」

　にやりとしながら──聞いてくる。

「俺はナインス・ハンド。投げ合ってみるか？　武ぶ装そうを隠していたからな。この二本しか持ってきてねぇ」

　ミズーは無言で、横に跳とんだ。

　試すように、ナインスの剣が一本だけ飛んでくる。それは避よけてなお、ミズーの肩かた口ぐちをかすめた。マント留どめの、獅し子しのレリーフを。

（……この！）

　ふっと心に沸わき返る怒いかりに、ミズーは投剣を振り上げた。腕うでの動きだけで投げつける。身体はまだ跳ちよう躍やくした勢いのまま止まっていなかったが、体勢は崩くずれていない。投げ放った刃を見送りながら、ミズーは標的の姿も観察していた。ナインスが右手に残していたはずのもう一本の短剣。それがない。既すでに敵は、その一刀も投げている。

　髪かみが引っ張られた。ナインスの投剣は、今度は髪をかすめたらしい。無理に首を曲げられて、その苦痛に歯ぎしりしながらミズーは、なんとか敵が視界から外れることだけは防いだ──踏ふみとどまったその位置で、左手の剣を持ち上げる。その切っ先を、地面にうずくまったナインスに突きつけた。

　ミズーの投剣は、彼の右肩に深々と突つき刺ささっていた。その傷を押さえて、ナインスの顔面が次第に苦く悶もんへと変じていくのを、彼女はじっと見続けた。横で、やはり手の傷を抱かかえるようにしてメリル・ペチルが脂あぶら汗あせを浮うかべている。この凍こごえる朝に、熱に浮うかされたように。地面に落とした武器へと近づこうと、少しずつ足先をずらしているが──彼女がボウガンを拾い上げるよりも、こちらが身体をひねって切っ先を変えるほうが速いと分かっていないわけではないようだった。苦痛に歪ゆがんだ顔面に、あきらめの色が混じっているのが見て取れる。

（これで終わり……？）

　それでも警けい戒かいを解とくつもりになれず、ミズーは剣を右手に持ち替かえた。

　刹せつ那なの間。

「言っておくがメリル──俺は負けてねぇぇぇ！」

　わざわざ雄お叫たけびをあげてから、先ほど剣士が出てきたのと同じ木立の中から飛び出してきた男がいた。突進してくる頭に、馬の入いれ墨ずみが暴れている。ミンチ・フラッシオリは斧おのを振り上げて躍おどりかかってきたが──

　まだ傷が癒いえていないのだろう。初めて遭そう遇ぐうした時ほどの速さはない。ミズーは身体を翻ひるがえすと上段に剣を構かまえ、待ち受けるように斧の一撃を受け止めた。刀身が軋きしむ。剣が折れないことを祈いのりつつ、彼女は念糸を解き放った。思念によって紡つむがれる銀色の糸が、ミンチの巨きよ体たいを包み込み、そして炎ほのおをあげる。

　燃えたのは男の服、そして髪だった。子供のような悲鳴をあげて、ミンチが地面に倒たおれ伏ふす。炎を恐おそれて大男は、砂の上を転がり回った。たいした火勢ではない──火はとうに消えていたが、ミンチの狂きよう乱らんはしばらく収まらなかった。

　ミズーは転がってくる彼の上をまたいで、横に回った。と、そこにジュディアがいる。さらに遠くにギムリットもいたが、もう襲おそい掛かかってくるつもりもないのだろう。地面に座り込んでこちらを眺ながめるだけだった。

　騒そう動どう──といっても騒さわいでいるのはミンチだけだが──をよそに、剣を納おさめてジュディアがつぶやくのが聞こえてきた。

「……こいつら、どこまでが作戦だったんだと思う？」

「さあ」

　答えながら、同じく剣を鞘さやに入れようとして刀身が引っかかることに気づき、ミズーは嘆たん息そくした。斧を受けてわずかに曲がってしまったらしい。

　剣を抜ぬき身みのまま携たずさえて、続ける。連中を見回し、

「負けるところ以外は全部じゃないかしら──これが噂うわさに聞こえた賞金稼かせぎとはね」

「いや、まだ終わったわけではないのだ」

　つぶやく男は、ミンチが飛び出してきたその場所に立っていた。

　見やる。柔にゆう和わな顔立ちの男だった。武器も持たずに降こう参さんの仕し草ぐさを伝えてくると、木の陰かげから言葉を続ける。

「奇き襲しゆうをすべてかわされてしまうとはね。だが、君たちにはすぐに立ち去ってもらう。我われ々われにとどめは刺ささせない」

「ヘルケル・パナンタ！　最後まで隠れてたね！」

　メリルが怒いかりの声をあげるも、ヘルケルなるその男の緩やかな口調に変化はなかった。

「どうして？」

　歪ゆがんだ刀身を手に、ミズーはうんざりと聞き返した。

「とどめかどうかは知らないけど、できればあなたたち全員、二度とわたしに関かかわろうとしない程てい度どには言い聞かせてあげたいところではあるわよ」

「あれを見たまえ」

　やはりと言うべきか、ミズーの言葉にもまったく動じずにヘルケルは遠方に手を振ってみせた。地平というほど遠くではないが──

　それでも地形の窪くぼみが視界に影えい響きようするほどの距きよ離り。百メートル強というところかとミズーは見当をつけた。そこに、土色の布をかぶって伏せていたらしい男たちが十数名。弓に矢をつがえた体勢でじっとしている。

「あれは、ミンチの仲間だよ……既すでに練習は済ませている。この半径十何歩以内に、すべての矢を降らせることができる程度にはね」

　ヘルケルの解説に、ジュディアが鼻を鳴らした。

「わたしたちといっしょに、あなたたちも死ぬわよ」

「最後の作戦というのはな、我々が返り討うちに合わないためのものだよ。我々とともに死にたくなければ立ち去れ。そして、後日また仕切り直そうじゃないか」

「これだけの距離があれば、矢がここまでとどくのにも時間がかかる。十分に逃にげられるわ」

　ジュディアがさらに指摘する──ヘルケルはわずかに顔色を変えたが、それは足下まで転がってきたミンチを煩わずらわしげに見下ろしたせいだった。すぐに顔を上げると、なにが可お笑かしいのか声を出して笑いながら言ってくる。

「はは。すべては賭かけだよ。二十人の弓兵が飛ばす矢がこのあたりに降り注ぐ。誰に何本の鏃やじりが突き刺さるか。それは運だ。君たちは運良く無傷かもしれない。逆に君たちだけ死んで、我々は無傷かもしれない。誰にも当たらないかもしれないな。だが、矢が到達するまでの数秒で、我々全員を殺したうえで圏けん外がいに脱だつ出しゆつするというのは、もはや賭けではない。無む謀ぼうだ」

「とっとと失うせな！」

　右手の傷にハンカチを巻き付けながら、メリルが同調して叫さけんできた。

「次は負けないよ」

「…………」

　黙り込んだままミズーは、あたりを見回していた。

　状じよう況きようは動かないと思えた。降こう伏ふくしているヘルケルやメリルはもとよりとして、ほかに動ける者もいない。ナインスは肩の深手に顔色を青ざめさせている。気温の低さと失血とで朦もう朧ろうとしているのだろう。ミンチは地面に倒たおれたままだった。暴れるのに疲つかれたのか、死んだようにぐったりとしていた。ギムリットは剣を失ったままで、場から最も遠い場所にいる。地べたに座り込んで肩を落とし、ある意味で誰よりも深く負傷しているようだった。

　ジュディアは物静かにヘルケルを監かん視ししている。彼女がここで決着をつけたがっているのは一目で分かった。この次にこの賞金稼ぎらが練ねる策さくというのが、今回と同じく程度の低いものとは限らない。あるいは仲間を増やすかもしれない。

　自分の剣を見下ろして、ミズーは口を開いた。

「行きましょう」

「ミズー？」

　意外だったのだろう。ジュディアが聞き返してくる。

　かぶりを振ってミズーは続けた。賞金稼ぎの誰にともなく、告げる。自分の剣を見せてやりながら、

「でも、忘れないことね。この通り、曲がった剣は鞘に納めることもできなくなる」

「なにが言いたい？」

　声の調子とは裏うら腹はらに、ヘルケルの瞳ひとみは興味を持って輝かがやいていた。ミズーは既すでに道を行こうと歩き出していたが、

「覚かく悟ごがないのなら、引き返せるうちに引き返しておけってことよ」

　ヘルケルが笑い出した。

　狂くるった笑い上じよう戸ごのように哄こう笑しようを続けるその男を背に、ミズーは進んだ。今度はジュディアが、あとについてくる。駆かけ寄ってきて、女剣士は小声でつぶやいた。

「本当にこのままにしておくの？　精せい霊れいが使えればそんな矢なんてどうとでも──」

「……ギーアの再生が終わっているのか、まだ分からないわ。本当に必要な時までは休ませておいてあげたい」

　答えるまでに時間がかかったため、既に賞金稼ぎたちからはそれなりに間が開いていた。場が遠のいたところで弓の追つい撃げきがあるかとも警けい戒かいし、ミズーは横目でミンチの手下たちを見ていたが、彼らもそこまで愚おろかではなかったらしい──つがえた矢を放ってしまえば、それが隙すきになってしまうことは理解しているのだろう。

　投げやりな心地で、ため息混じりにつぶやく。

「それにどうせ、奴やつらのうちの半分はもう戦意をなくしていたわ。十分に思い知ったでしょうよ」

「あなたの剣、折れてしまったの？」

　それは──

（比ひ喩ゆ的な意味？）

　違ちがうとは承しよう知ちで、ミズーは皮ひ肉にくった。それでも対外的には言葉通りに受け止めた顔を作って、かぶりを振る。

「刀身が歪ゆがんだだけ……だと思うわ。この程度なら、しばらくほうっておけば直るでしょう。勝手に」

　と、ふと思い出して振り返る。

（斧おのを取り返しておけば良かった）

　だが既に賞金稼ぎたちは姿を消していた。撤てつ収しゆうが速い──思ったほどの手傷は与あたえられていなかったのかもしれない。

（どうも……考えが鈍にぶくなってるわね。わたしは）

　そのことにも苛いら立だったが、怒いかりにまでは達しなかった。朝の空気に騙だまされたのだろうか。思いながら、ジュディアの言葉に注意をもどす。

　彼女はいつもの事務的な態度で言ってきた。いったん放置すると決めたなら、もう賞金稼ぎのことは忘れてしまうつもりなのだろう。淡たん々たんと、

「目的地は近いわよ」

　進めば進むほどに、木々の影が濃こくなっていく。

　行く手にあるのは森──広大な樹じゆ海かいだった。

「この奥おくの廃はい城じように、ベスポルトがいるわ」

（引き返せるうちに……）

　自分で告げた言葉を思い出して。

　ミズーは、やはり皮肉にほおを歪めた。




　森に入れば、もう宿やどなどあるはずもない。となると、火を使わずに夜営することになった。先を急ぐために薪まきを拾う暇ひまもなく進んでいる。腐ふ葉よう土どはそれなりの温ぬくもりを持つものの、高地の寒気を退しりぞけてくれるというほどではない。

　ジュディアがたびたび姿を消しても、ミズーはそれほど気にしなかった──小用かなにかだろうと、最初は思っていた。だが、彼女が真新しい乾かん燥そう肉にくを持ってもどってきた時に、ようやく理解した。ジュディアは定期的に連れん絡らく員いんと会っているのだ。こんな場所にまで食料を持って訪れることのできる連絡員と。

「なにか新しい情報でもあった？」

　ミズーがいきなり問いをぶつけると、ジュディアは悪びれることもなく答えてきた。

「黒こく衣いは食いついてきたわ。帝てい都とから派は遣けんされた黒衣が、わたしたちを追つい撃げきする進路を取っている」

　女剣士は無ぶ遠えん慮りよに近づいてくると、地面に乾ほし肉の入った包みを置いてミズーのすぐ横に腰こしを下ろした。手をこすり合わせ息を吐はきかけながら、そわそわとつぶやく。

「このあたりは本当に冷えるわね……ミズー、あなたは大だい丈じよう夫ぶなの？　いつも平気そうな顔をしてるけど」

「ええ」

　適当にうなずきながら。

　実のところミズーは疑問に思っていた──自分では普ふ通つうにしていたつもりだったが、他人にはなにも感じていないように見えるのだろうか？

　だが会話が世間話に流れる前に、彼女は話題をもどした。

「黒衣は追いついてくるの？」

「追いついてもらわないと困るのよ──ベスポルトに会う前にね。万にひとつも、ベスポルトを奴らに渡すことはできないんだから。場所の優位を確保したら、今度は黒衣たちを待ち受けなければならない」

「黒衣が追いついてくるより先にベスポルトの居場所に着けばいいでしょう」

　心持ちジュディアから離はなれるつもりで身体からだをずらして、ミズーは告げた。林間地に差す月光のおかげで相手の顔は見えるが、こちらの表情がジュディアに見えているのかどうかは分からない。

　いや──

（見えていたら、隣となりに座ったりはしないでしょうね）

　つぶやきながら、ミズーはあとを続けた。

「完全に引き離しさえしなければ、囮おとりの役目は果たせるわ」

「つかず離れず奴やつらを焦じらす？　そうしてわざわざ黒衣たちに出し抜かれる機会を用意してやるくらいなら、早いうちに仕し留とめておくべきよ」

「馬ば鹿かげてるわ。花か壇だんの毒どく虫むしを潰つぶすのとはわけが違ちがうのよ」

　信じられずに、声を大きくする。

　ジュディアはまとっているマントを引き寄せるとその場に横になり、言ってきた。眠ねむ気けがあるのか、声が深くなっている。

「そうね。困難な戦いになるわ……あの賞金稼ぎ連中のようにはいかないでしょうね」

　物のように丸くなって寝ね転ころがった女剣士を見下ろして、ミズーは自分の額ひたいを軽く押おさえた。音を立てて吐と息いきし、呆あきれ果ててうめく。

「どうも見み誤あやまっていたようだけど。わたしよりあなたのほうが好戦的みたいね」

「それはどうかしら」

　ジュディアの顔はこちらを向いていない──地面に横倒しに、先ほど置いた乾し肉の包みを頭の下に敷しいて眼めを閉じている。

　それでも彼女の声ははっきりと耳にとどいた。その体勢で、あとを続けてくる。

「わたしは必要なことを避さけない。ただそれだけよ。こう思ってもらっていいわ──つまるところ、わたしはアスカラナンの諜ちよう報ほう員いんだから。黒衣の数が減へることは帝国への打だ撃げきになる。結果的に自分を楽にする」

　と、彼女がわずかに動いた──片目を薄うすく開いて、こちらを見たらしい。

　ミズーがなにも言えずにいるうちに、ジュディアは問いかけてきた。

「あなたはなんなの？　そこいらのちんぴらには食ってかかるくせに、黒衣が相手となると弱よわ腰ごしになるのね？」

　それははっきりと、挑ちよう発はつに聞こえた。

　相手が立っていれば、胸むなぐらでも摑つかみ上げただろう──が、相手が眠ろうとしているのではそれもできなかった。力の入った手でとりあえず自分の腿ももを摑み、爪つめを立てる。軋きしるように、ミズーは顎あごの間から声を発した。

「わたしが──」

　息が詰つまり、言い直す。

「怪け我がをして弱気になったと言いたいの？」

　対して、ジュディアの声は平静だった。

「ええ。普通の人間ならそうなるもの」

　開きかけていた右眼ももう閉じている。まるで寝ね言ごとのように抑よく揚ようもなく、彼女は続けてきた。

「それが当たり前なのよ」

「わたしは──」

　言いかけて、ミズーは口をつぐんだ。あとに続く言葉が思い浮うかばない。喉のど元もとに詰まった暑苦しい塊かたまりを押し流すか、吐はき出させてくれる言葉が見あたらなかった。

　その沈ちん黙もくに、もうひとつ思い出したというようにジュディアがまた口を開く。

「黒衣を叩たたいておきたい理由はもうひとつあるわ。忘れないで欲しいんだけど、ベスポルトを守る立場にいるマリオ・インディーゴは神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいのことを知らない。彼女はわたしたちを敵と見なすでしょうから、へたをすると黒衣と挟はさみ撃うちにされてしまう」

「……最初にそれを言えばいいのよ」

　ミズーは言い捨てると、腰を上げた。マントを身体からだに巻き付けながら手近な木の下に座り込む。仮か眠みんを取るために幹みきにもたれて、彼女は眼を閉じた。

　夜の静せい寂じやくに、己おのれの鼓こ動どうが耳につく。これが落ち着くまでは眠れるわけがない──と陰いん鬱うつに考えていたが。思いのほか早く意識が途と切ぎれた。




「こんなところかしらね」

　もうじき夜が明けるその直前の夜気の中で。

　マリオ・インディーゴは満足して独ひとりごちた。土手の上に掘ほった落とし穴は、我われながら完かん璧ぺきに下草に隠かくされている。つまずけば、崖がけ下したまで転がっていくことになる。

　道具を使わない罠わなを仕し掛かけておくのは、上策と思えた──引っかかったとしても、まさか罠だとは思うまい。敵が黒こく衣いであろうと。

（あの仮面の連中が罠に引っかかったら、どんな悲鳴をあげるのかしらね）

　想像することは楽しかった。含ふくみ笑いを漏もらしつつ、彼女は右手を掲かかげた。スコップの形に変形していた鋼こう精せい霊れいが手を離れて浮かび上がり、元の三角形にもどる。精霊は次の命令を待って空中に静止した。

　あたりを見回す。見た目には分からないが、思いつく限りの罠を仕掛けてある。器用に仕上がったのは精霊のおかげだった──カリニスとエングは、彼女の望み通りの仕事をする。時には、望み以上に働いてくれる。

　満足して、またもとの廃城まで運んでもらおうと精霊を見やる。が、その時になって、精霊があらぬ方向を向いていることに気づいた。倣ならってそちらをうかがうと、そこに黒くろ装しよう束ぞくの老人が腕うで組ぐみして立っている。

　リス・オニキスが隠れていたのかというと、それは否いなだったろう──ただ暗かったために気づかなかった。なんとはなしに腹が立って、マリオは舌打ちした。老人は、ただ木々の合間からこちらを眺ながめていただけだった。どれほど前から見られていたのかは分からない。こちらが気づいたことにあわせて、リスが近づいてくる。

「もしお前が黒衣になっていたら、こんな罠などに引っかかるかね？」

「もしっていうのはどういう意味？」

　分かっていて、マリオは訊たずねた。挑ちよう発はつの気配に、精霊が反応する。鋼精霊は尖とがった先を老人に突きつけたまま、ほんのわずかに前進した。

　リスは短く嘆たん息そくすると、

「帝てい都とにて黒衣の候こう補ほとなる子供たち、全員が全員、黒衣の資質を持っているのかというとそうではない」

「何年後かには黒衣になるわ。でもその前に、弟帝がわたしに目をかけてくださった」

　胸に手を当て、主張する。一いち瞥べつだけ精霊へと眼をやる老人をにらみ据すえて。

　あとに続いたリス・オニキスの声音には侮ぶ蔑べつが感じられた。

「そうだな。リトワ・インディーゴもまた、黒衣部隊へ任じられる前に先帝に仕えた時期があった。お前の叔お父じは、国に尽つくして死んだ」

「カリニスとエングを手放したからよ！」

「黒衣に私物はない……私語も私情もない。黒衣にあるのは公の一文字だ。あの黒い衣の下には、人間の身体など入っていない」

　遠くにいる誰かにでも話しかけるように、リスはつぶやいた。ふと、ようやくにこちらの眼を見据えて、

「もどって来た時、城ではなくここに直接降りたな……ベスポルトの輸送は無事に終わったのか？」

　それは、彼女の失敗を想定している質問に聞こえた。

（たかだか負傷した男ひとりの運うん搬ぱんができないとでも思っているの？）

　苛いら立だちを隠すことには失敗した。険けん悪あくな声こわ音ねで、マリオはつぶやいた。

「言われた通り、宿り木に運んだわ」

「ならば、お前もそちらにいれば良かったのだ。ここにもどってくる必要はなかった」

「ここで追っ手を潰つぶせば安全が確保できるでしょう」

「お前が潰されればベスポルトは無防備だ」

「わたしは──」

　潰されない、と言いかけて口をつぐむ。断言することに躊ちゆう躇ちよがあったわけではない。が、弟帝からの命令がベスポルトの守護であれば、その任に対して非合理的なことをしているのは確かだった。

（それは……認めないといけない……でも）

　マリオは静かに言い直した。

「黒衣を殲せん滅めつしたら、わたしも宿り木に移動するわ。確実に勝つために罠も仕掛けた。命令に沿っていないかもしれないけれど、短たん慮りよなことはしていない。そうでしょう？」

　最後には問いかけになっていたが、リスはなにも答えてこなかった。ただ鼻のあたりをこすって──これは鼻で笑う仕草にも見えたが気のせいか？──、肩かたをすくめると言ってくる。

「まあ、ここいらを罠だらけにすることで退たい屈くつしのぎになるのなら好きにすればいい。だが、黒衣はここには来んぞ」

「なんですって？」

　マリオは声をあげると、頭に上った感情をそのまま棘とげにして吐はき出した。

「なにを今さら言っているのよ！　この前と言っていることが違ちがう！」

「いくつか事態が変化したのでな。正しくは、黒衣はここに来るかもしれん。だがわしのほうが、奴らが来るまでここにいるつもりはない。今夜中にはここを離はなれる……それまでに少し、野や暮ぼ用ようが残ってはいるがな」

「逃にげるの？」

「不必要なことはしない。それだけだ。なにを守るために戦うね？　ベスポルトは既すでに移した。現状で、黒衣を始末するのはわしらの役目ではない」

「臆おく病びようよ！」

　叫さけんでマリオは、腕うでを振ふり上げた。突つき出した左腕に、どろりとした金属色の塊かたまりが絡からみつく──

　変形を始めたカリニスだった。鋼精霊はたちまちに彼女の身体を吞のみ込むと、鎧よろいへの変化を始めた。精霊に取り込まれ、精霊と同化する。違い和わ感は一いつ瞬しゆんのことだった。肺はいに吸うものが普ふ段だんとは違う空気となり、眼めに映うつるものがいつもとは違う光となり、精霊以外のものが肌はだに触れることはなくなる。

　精霊の体内。その強力な安全圏けんに入り込み、高こう揚ようと安あん堵どを覚える。精霊の中にあれば、世界は自分に屈くつする。眼前の老人も、小生意気としか感じない。

　すぐに精霊は浮ふ揚ようを開始した。振しん動どう音が周囲の枝葉を揺ゆらしている。その高みから、マリオは老人に言い放った。

「黒衣は確かにここにまで来ないわ。わたしが全部片づける！」

「……そうしてくれるというのなら、もう止めはせんが」

　距きよ離り的には、もうとうに聞こえていたはずはないが──精霊の聴ちよう覚かくが捉とらえたリスの言葉を、マリオは聞いた。軽く首を傾かしげて、淡たん々たんと彼は続ける。

「黒衣とともに、赤い髪かみの剣けん士しがいる。女だ。ミズー・ビアンカ。知っているな？　黒衣はともかく、その女には挑いどむな。確実に殺される」

「情報では、奴やつの精霊は一体だけ。わたしは二体。わたしが勝つわよ！」

「カリニスとエングもろともに滅ほろぼされる、と言っているんだ」

　世よ迷まよい言をつぶやく老人に。

　こちらこそ侮ぶ蔑べつの笑みを残して、マリオは精霊に命じた──無む抵てい抗こう飛行路に入り、敵てきのもとへと運ぶことを。




「…………」

　夢ゆめの中でミズー・ビアンカは、ひとつの違和感を覚えていた。

　いつもと変わらない夢だった──特に大きくは変わらない。変わるはずもなく何度も見た夢。そこは部屋の中であり、出口は開かず、彼女はひとりでそこにいる。天てん井じように窓まど。今はそこをのぞく男の顔はない。

　石の部屋の中。底冷えして、その上で暑苦しい。吸うための酸さん素そは、いつだって不足していた──少なくとも、そう思えた。彼女は天井を見ることが多かった。天井に窓があるから。それもあるが、空気を求めて喘あえぐことが癖くせになっていた。

　部屋には剣がある。武器がある。殺人に適した道具が、いくらでも転がっている。外からは絶え間なく鐘かねの音が響ひびく。赤い空に渦うずを彩いろどる鐘の音が。

　そこまでは、いつもの夢と変わらない。

　ミズーは自分の身体を見下ろして、何な故ぜなのかと考えていた。どうしてなのか。理由はまったく分からない。夢に理由を求めることが馬ば鹿かげているのかもしれない。だがそれでも理由を知りたかった。

　夢の中で喘ぐ彼女は、常ならば少女だった──が、今その部屋で天井を眺ながめているのは、現在の彼女だった。赤いマント。精霊を封ふうじた獅し子しのレリーフを肩かたにした、剣を携たずさえた自分。既にその部屋から出ていったはずの自分。

　現在の自分と、その過去の部屋。それは相あい容いれないもののはずだった。その部屋を打ち壊こわして、出てきたからこそ今の彼女がある。まだ部屋が残っているのならば今のミズーがあるはずがなく、その逆も真となる。理解できなかった。この部屋はもう地上のどこにもない──どこにも存在しない風景だった。彼女が彼女である限り、眼にすることはあり得ないはずの。

（ならここは……どこなの）

　彼女はつぶやいて、振り返った。なにかが耳に入った。囁ささやき。いや、すすり泣く声。

　すぐ足下で、黒髪の娘むすめが泣きじゃくっていた。空くう虚きよな心で、それを見下ろす──娘はまだ子供だった。顔を何度も腕でこすりながら、泣き続けている。子供の体力で、そういつまでも泣いていられるはずがない。それでも娘は泣いていた。いつまでも泣いているように見えた。

（……ああ……）

　思考はひどく緩かん慢まんだった。時間の動きが変わっている。なにをしたくとも、声を出したくとも、あと数年は実行に移せそうにない。ただ泣いている黒髪の少女を見つめたまま、緩ゆるやかに思い続ける。

（……そうか……ここは……わたしの部屋ではなくて……）

　気づけば、自分の記き憶おく──毎晩夢で再さい確かく認にんする彼女の記憶にある部屋の中とは、ほんの少しずつ違っている箇か所しよを見つけることもできた。ほとんどは変わらない。だが寝しん台だいの形が違う──板のへこむ位置も違う──散らかった武器の種類も違う──その程度だが。変化はある。

　勝手な夢む想そうだ。ただの想像に過ぎない。夢の中で自覚して、彼女は苦笑した。これは恐おそらく、自分が生まれるより前の光景だった。頭の中で妄もう想そうがよじれて、夢として捏ねつ造ぞうされたに過ぎない。だが……
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（この部屋……この部屋で過ごしたことのある者には……受け継つがれるものがあった……きっと……あった？　そんなことが……あるの？　いいえ）

　共有する記憶。あるはずもない。人と人が記憶を共にするなど、絶対にない。同じものを見ても違うものを記憶する。そんな人間が、心を他人と分かち合うことなどできない。

（できるものか……）

　これは捏造された夢なのだ……

（こんなことで……騙だまされたりしない……ひょっとしたら……同じ体験をした彼女となら……分かり合えるなんて……愚おろかな期待は……してはいけない……）

　彼女は首を振った。左右に。激はげしく。何度も。

　あるはずがない──ないはずもない。

　時間の流れは変わらない。意識が覚かく醒せいするまで、まだしばらくかかることは想像できた。その長い時間をずっと、ジュディアの泣く姿と過ごして──




　仮か眠みんのつもりが、寝ね過すごしてしまったらしい。ミズーは両目を見開いて、なにも見えなくなっていることにぎょっとした。既すでに朝日は出ており、肌はだは日光の感かん触しよくに粟あわ立だっている。だが、すぐに落ち着いて顔を上げた──もたれていた木の幹みきから知らないうちにずり落ちて、地面に倒たおれて寝ていたのだ。なにも見えなかったのはうつ伏ぶせていたせいだった。起きて深呼吸すると、昨晩そこで寝ていたはずの位置にジュディアの姿はなく、彼女も目め覚ざめて乾かん燥そう肉にくをかじっている。

　こちらが起きたことに気づいて、彼女はそのわびしい食事をこちらに差し出してみせた。

「食べなさい。今日は大変な一日になるわよ」

「……ええ」

　無理な体勢で眠ねむっていたため凝こっていた肩を回してほぐすと、ミズーは進み出てそれを受け取った。乾ほし肉が二切れ。大した量ではないが、数時間運動するには保もちそうだった。ジュディアはそれを、いつもとは違う水すい筒とうと交こう互ごに口に運んでいる。つんとした芳ほう香こうが漂ってきた。ワインかなにかだろう。

　つい、物もの欲ほしげな顔を見せてしまったのだろう。ジュディアは笑って、水筒のほうも差し出してきた。

「いる？　たいした量はないから、心配しなくても飲み過ぎることはないでしょうけど。動ける時間が延のびるわよ」

「もらうわ」

　受け取ると、確かにただでさえ小さい水筒にはそれほど中身が残っていなかった。液体を軽く口の中に入れて、ゆすぐ。苦にが味みと酸さん味みで、なおさら意識ははっきりとした。水筒をジュディアに返し、そして乾燥肉を小さくちぎって嚙かみしめる。

「ねえ」

　唾だ液えきと混じって柔やわらかくなったところで、肉に味がつくわけでもない。その塊を喉のどの奥おくに送り込んで、ミズーはつぶやいた。

　呼びかけられたことが意外だったのだろう──ジュディアが、驚おどろいたようにまばたきするのが見えた。その彼女に、ミズーは続けて訊たずねた。

「あなたは、子供の頃ころ、よく泣いていた？」

「……え？」

　ジュディアの返事が遅おくれたのは、口の中に厄やつ介かいな乾燥肉が入っていたからか、答えに窮きゆうしたからか。それは見かけでは分からなかった。ただ、飲み下くだしてからは、それほどかからずに彼女は答えてきた。

「そうね。あなたの子供の頃と同じくらいね」

「……わたしが泣いていたかどうかなんて、どうして分かるの？」

　特に意識したわけではなかったが、我知らず口調には尖とがったものが混じっていた──勝手なことを言われて、つい反射的に嚙み付いてしまった。

　が、ミズーが言い直すより先に、ジュディアが答えを続けてくる。彼女は水筒に口をつけて最後の一口を飲むと、真顔で言ってきた。

「あなた、今でも泣き虫じゃない」

「…………」

　なにを言っていいのか分からずに。

　ミズーは乾燥肉に直接かじりつき、嚙みちぎった。怒いかりは浮うかばなかった。笑うほどでもなかったが。きっとこれは可お笑かしいことなのだろう。

　感情ではなく言葉だけが胸のうちに残った。鐘の音ではなく、その言葉を何度も繰くり返してミズーは朝食を進めた──今でも泣き虫。きっと、いつまでも、泣き虫。







　第四章　スピーディー・ワルツ

　　　　　　（踊おどる剣けんと剣士）







　ミズーは剣を抜ぬいて、それを顔の高さに持ち上げた。水平に、刀身を眺ながめていく。真まっ直すぐな刃は。幾いく度どとなく人体の体液を吸ったその鋼はがねは、今はその忌いまわしい痕こん跡せきを残すこともなくただ鉄の光こう沢たくを放っている。その煌きらめきに水を差すように、無数の傷きずがある。武器が傷いたむことは当たり前のことだった。どんな武器であれ、使えば摩ま耗もうしていく。

　感かん傷しようのために眺めていたのではなかった──ミズーは結局、刀身に致ち命めい的てきな亀き裂れつを見つけることができないまま剣を下ろし、鞘さやに納めた。数日前、賞金稼かせぎの振ふり下ろしてきた斧おのを受け止めた際、剣が曲がってしまったことが気がかりだった。刀身の歪ゆがみは自然に直ったが、それでも見えない傷が金属に刻まれているというのはよくあることだった。

（どのみち……どうしようもないことだけど）

　それでも、そのどうしようもないことを気に病やんでしまうのは──

　彼女は、認みとめた。退たい屈くつだったからだ。

　森の中にひとり。木の陰かげに腰こしを下ろして待っている。既すでに六時間以上が経たっていた。太陽はぐるりと位置を変え、最も高い場所からやや下っている。

（考えてみれば、これが今日中に終わるって当てもないじゃない）

　惨みじめな愚ぐ痴ちが浮うかんでくることを認め、ミズーは溜ため息いきをついた。愚痴ならば、それこそ発案者のジュディアに吐はきかけてやりたいところではあったが、彼女はこの場にいない。いっしょに待ち伏ぶせすると失敗した時に一いち網もう打だ尽じんになる──それに囮おとりは、より無力に見えたほうが良い──自分は伏ふく兵へいとなって支し援えんに徹てつする──様々な理由をつけて姿を消してしまった。

　ミズーはうんざりとあたりを見回し、うめいた。

（別に心細いと思うわけではないけれど）

　退屈さは否定できなかった。

「まったく」

　自分に呆あきれて、苛いら立だちを声に出す。

　暗殺者に必要な資質で最も重要なものは──たとえ何時間でも何日でも集中力を保ったまま待てること。それに尽つきた。殺人の意志、そのための技術、道具や機材を手に入れる伝つて、そんなものは余よ録ろくでしかない。それらは仮に、どれひとつとして持ち合わせていなかったとしても場合によっては事足りる。

　だが、機を待てない者は暗殺者になれない。決して。

（実は、わたしは向いていないのかもね。それとも）

　と、空いた手のひらを見下ろしてつぶやく。

（退屈してるんじゃなくて……逃にげ出したいのかもね）

　指が震ふるえていたわけではなかったが。

　拳こぶしの形に指を丸めて、ミズーはそれをマントの下に隠かくした。見ていると、いずれ震え出すのではないかと思えた。

　集中できていない。

（こんなんじゃ、すぐに死ぬわよ？　なにをやっているんだか……）

　彼女は腰こしを上げた。方向を決めずに、歩き出す。

　もとより、黒こく衣いが近づいてきているとしても、この樹じゆ海かいの中でそう簡単に遭そう遇ぐうするわけもない。ベスポルトがいる廃はい城じようとやらに、ミズーらは最短の道を選んでいたはずだったが、それでもはっきりとした街かい道どうを通っているわけではなく、追つい跡せき者しやたちと茂しげみの向こうをすれ違ちがっているということは十分にありそうだった。よほどの偶ぐう然ぜんに頼たよらなければ敵と出会うこともありそうにない。

　囮なのだから、それは好都合のはずだった──敵を引きつけておける時間は長ければ長いほどいい。だがそのおかげでベスポルトのことまでお預けにされてしまったことは不満だった。

（そのベスポルトは……精せい霊れい使いに守られている。あの娘むすめ。マリオ・インディーゴと言っていたかしら）

　何な故ぜ、知らないとはいえ精霊使いが神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいになど協力しているのか分からないが。そういう手はずになっているという。

　靴くつの下で小枝を踏ふみ折おる音を立てながら、ミズーはゆっくりと散策を始めた。歩きながらでもないと、落ち着いてものが考えられそうにない。

（ウルペンとかいう黒衣──じゃなくて契けい約やく者しやはまだ生きている。奴はわたしの精霊が滅ほろんだと思っているだろうから、わたしを始末するほうが容易たやすいと判断するんでしょうね。だとすると確かに黒衣はベスポルトではなく、ましてやあの巨きよ人じんを使うベスポルトの娘でもなく、真っ先にわたしを狙ねらうのかもしれない）

　自分は──

　自分自身は、なにをするべきなのか。

　彼女は静かに独ひとりごちた。後ご手てに回っている今こそ、それを考えておかなければならない。彼女が身動き取れずにいる間にも、状じよう況きようは絶えず変化している。ベスポルトの娘は、神秘調査会が保護するつもりでいるという。死んだとばかり思っていたベスポルト当人は生きていた。もともと、ベスポルトにこそ会わなければならなかったのだ。契約者ベスポルト。恐おそらくその男なら、精霊アマワとの不可解な契約とやらの内容についても、多少なりと──少なくとも彼女よりは──深く知っている。できれば娘を手に入れておきたかった。ベスポルトとの交こう渉しように有利に働く可能性が極きわめて高い。が、それをすれば神秘調査会を完全に敵に回すかもしれない。現状で敵を増やして動く余力はない。

（誰かに利用されながら……利用できるものを利用するしかない）

　あとは自じ尊そん心しんの問題だった。が、そんなものは勝ち残ってから考えれば良いことだ。

（まずはベスポルト。神秘調査会が望む通りにあの男に会う。それでまた状況が変化する。保護さえされるのであれば、娘のことはその後でいい。確かにここで黒衣を排はい除じよしておかないと、その時の選せん択たく肢しを減へらすことになるでしょうけど）

　だが何人来るのかも分からない黒衣を待ち伏せするというのは、見返りが釣つり合うものなのかどうか確信はなかった。

（あの村で、わたしは四人の黒衣を殺した）

　下腹にわだかまる不快感。殺人の感かん触しよくは、いつも最悪の思い出となる。

　獣けものとなり、殺している間はなにも分からない──心が虚うつろの獣は罪ざい悪あく感も嘔おう吐と感も覚えることはない。だが獣が去った後は。鎮ちん痛つう剤ざいが切れた後の傷の痛みのように、それが神経を刺し激げきする。

　かぶりを振ふって思いを振り払い、ミズーは職業的な分ぶん析せきに努めた。感情は感覚を鈍にぶらせる。黒衣はそうした状態で渡り合える敵ではない。

（あの時と同じような戦い方をするわけにはいかない。ただでさえ、怪我で動けずにいるうちに遅おくれを取っているっていうのに）

　今度こそ完かん璧ぺきに戦わなければならない。それに今回は、ひとりで戦うわけではない……

　ジュディアは完全に気配を消しているようだった。適当に横目で探しても、それらしい痕こん跡せきは見つけられない。

　だが。

　ミズーは剣の柄つかに手をかけた。

（また随ずい分ぶんとタイミングよく……来た？）

　背はい後ごから聞こえた足音は、こちらが動き出したために慌あわててついてきたものらしい──ひとりではない。複数。見当をつけて振り返る。危険な芳ほう香こうが鼻び孔こうをついた。同時に剣を抜ぬき放つと、その最も危険だと思われる空間を刀の腹で打ち払はらう。

　剣が、硬かたいなにかを弾はじき飛ばした。刀身に絡からまった重さは、それほどのものではない。ボウガンの矢のような威い力りよくの強いものとも違ちがった。投とう剣けんか、あるいはただの石ということもあり得る。なんにしろ、もともとこちらの身体に命中する軌き道どうを辿たどっていたかどうかは微び妙みようではあったが。

（初しよ撃げきから外す。黒衣じゃない⁉）

　振り返った先、茂しげみから飛び出してきたのも、仮か面めんをつけた黒くろ装しよう束ぞくなどではなく。

「ミズー・ビアンカ、構かまえろぉっ！」

　とっくに構えている彼女に向かって、わざわざ叫んでくる。

　盛り上がる全身の筋肉も、巻いている包帯の量が増えて目立たないものになっている。それでも重量のある斧おのを振り上げて突とつ進しんしてくる大男の踏ふみ込みは、決して遅おそいものではなかった。ミンチ・フラッシオリ。

　面食らったものの、それで反応が遅れるわけでもない──ミズーは即そく座ざに剣を跳はね上げた。相手が振り下ろしてくる腕うでの先せん端たんを狙ねらって切っ先で突く。ミンチ・フラッシオリのような男を相手に力比べをするつもりはない。力を使わずに技量と視力だけでどんな相手にも対抗できる、剣術の基本だった。

　が、思っていた機で返ってくるべき反動が柄に伝わってこないことに危き惧ぐを覚えて、ミズーは咄とつ嗟さに身体からだをひねった。横に跳とんで、相手を見定める。仮にこちらの技にミンチが反応できたとしても、あの斧の振り下ろしを途と中ちゆうで止められるわけはないと思っていた──のだが、ミンチの膂りよ力りよくは想像を超こえていた。まるで食卓ナイフでも振り回すように軽く武器の軌き道どうを変えて、さらに飛び退のいたミズーの身体を追ってきている。横よこ薙なぎに払ってきたミンチの斧を剣で受け止め、ミズーはさらに後ろに退ひいた。

「はっはあ！」

　満面に笑みを浮かべ、ミンチが大声で叫んでくる。

「分かったか、辺境でイッチバン強い剣士は俺おれだぁ！」

「そうかもね」

　皮ひ肉にくに唇くちびるを嚙かんで、ミズーはつぶやいた。とりあえず相手が追つい撃げきしてこないのを見て取って、剣を構えながら、まずは訊きく。

「どうしてあなたがこんなところに？」

「追いかけてきたからさぁ！　決まってんだろ？」

　乗り出してミンチが答えてきたせいで、にじり寄るように間合いが詰つまった。ミンチの斧はまだ上段に持ち上げられてはいないが、先ほどの力を見せられると、振り上げていないからといって危険がないとも言い切れない。

（ミンチの怪け我がは治ってるみたいね。とんだ生命力だわ。片手であしらうってわけにもいかない……か）

　ミズーは剣を両手で握にぎりしめ、正面に敵を見み据すえた。これでは別の武器を探さぐることもできないが、むしろ剣だけで対抗したほうが安全なのかもしれない。

　間合いを開けるつもりはなかった。敵が詰めてきても、退かずに踏みとどまる。気がかりがあった。

（どうやって追いついてきた……？　この樹海で、そんなに簡単に見つかるわけがない。黒衣よりも先にわたしを発見するなんて……）

　傷ついたつもりもない胸を──

　わずかに刺さすような感覚があった。

　顔をしかめる。今の彼女の居場所を知っているのは、ひとり、いやふたりしか心当たりがない。

（ジュディアはどこに行ったの……？　本当にわたしを援えん護ごするつもりがあって隠かくれているの？）

　だが、このタイミングで裏切る意味がどこにある？

　胸中に広がる雑念を吹ふっ切るつもりで、眼前の敵に彼女は囁ささやいた。

「あなたひとりなの？……違うわよね」

「今はひとりさぁ。先行してきたからな。だがもうじきほかの連中も来るぜぇ……それより先によ、俺に殺されるか、俺の女になっちまえよぉ」

「魅み力りよく的てきな発言ね。くそくらえとだけ言っておくわ」

「なんだよぉ。俺はお前に惚ほれてるんだよぉ」

　まさか本気で言っているのか、それともこれが単に地顔なのか、半はん泣なきの表情でミンチが言ってくる。

　彼はさらにまた距きよ離りを詰めてきていた。相手の足の位置、武器の角度、感情の起き伏ふく、呼吸の機を観察しながらミズーはじっと待っていた──相手のほうがリーチが長い。間合いは詰まれば詰まるほどこちらの有利に働く。

（もう少し……もう少しで、摑つかめる）

　胸中で唱となえる。身体は熱を帯びながら、妙みように涼りよう気きを感じていた。汗あせが出ているのだろう。

　距離を見ていた。自分の知っている距離になるまで待つ。およそこの大男ほどの速度と威力、精度を併あわせ持って撃うち込んでくる手合いというものは滅めつ多たにない。が、今までまったくいなかったわけでもない。その敵と撃ち合って、なお自分は生き延のびている──それはつまり、敵を覆くつがえすことのできる距離を、彼女が知っているということに他ほかならない。

　それを摑みさえすれば、負けるはずはない。

（距離……敵との距離……わたしの知っている距離に入れば、すべては容易たやすくなる……）

　武器を振り上げないまま、ミンチが飛び出してきた。

　尋じん常じようでない速度だったが──これが奥おくの手なのだろう。ミンチは鋭するどい斧の切っ先で、突きを放ってきた。

　振り下ろされたものならば、軌き道どうを逸そらせば打ち払える。が、これは──

（剣で受け流せる角度じゃない！）

　覚かく悟ごを決め、ミズーはすれ違ちがうように自分の剣を突き出した。

　それに併あわせて、マントが身体の正面に来るように身体を振る。

　ミンチが踏み込んだ瞬間に。

　それは彼女の知っている距離に入っていた。

　剣と斧はすれ違い──

　ミズーの剣は狂くるいなくミンチの右みぎ肩かたに突き立った。敵が前方に傾かたむけた肩の肉をえぐり、関節を貫つらぬいて鮮せん血けつを噴ふん出しゆつさせる。

　そしてミンチの斧が自分の胴どうに食い込むのを、ミズーは見下ろしていた。人体ならば簡単に輪切りにできそうなその刃がマントの生き地じに突き当たり、派手な金属音を立てる。

　鐘かねの音に似ていた。

　それを思うほどの時間はなかった。ミズーは身体ごと吹ふき飛ばされ、バランスを保つこともできないままなにかに激げき突とつした──後頭部への痛みに、意識が遠くなる。木の幹みきにでも当たったのだろうが、鋼はがねで撃うたれたかのような痛つう撃げきだった。めまいに耐たえて起き上がる。空いた右手で額ひたいを押おさえながら。剣は手放していた。

　その剣は、いまだ標的に突き刺さっている。人間が放つものとも思えない悲鳴をあげて、ミンチがその剣を引き抜こうと足あ搔がいていた。

「うわああああああああおおおおおおおおぉ！」

　剣はミンチの肩を貫き、背中まで抜けていた。肉に包まれたミンチの右腕うでが、だらりと垂たれ下がっている。もう二度と動くこともないだろう右腕が、彼がわめくたびに揺れた。彼が傷口を押さえても血の噴出は止まらない。

　血の臭においにむせて、ミズーは視線を下ろした。斧で貫かれ、破れたマントから、金属色の棒がのぞいている。マントの下に縫ぬいつけておいた警けい棒ぼうは、この一撃で完全に折れ曲がっていた。たいした威い力りよくだった──半なかば以上に呆あきれ果てて、ミズーは認みとめた。備えがなければ、本当に身体を両断されていたかもしれない。

　折れた警棒をその場に捨てて、ミズーはなんとか進み出た。吐はき気と、すべてを投げ出したくなる倦けん怠たいとに意志が切り刻まれそうになる。だがそれでも、ここではまだ毛布をかぶって眠ねむりに逃とう避ひするわけにもいかない。

「動かないで」

　出そうとした声は、喉のどにつかえて咳せき払ばらいに化けていた。誰だれにともなく毒づいてから、言い直す。

「動かないで、ミンチ……死にはしないわよ。すぐに止血さえさせてくれれば……ね」

「だが、腕が──腕が動かねぇぇんだよぉぉ！」

「あなたもそんな仕事柄がらなら……それは覚かく悟ごしておきなさいよ。わたしだって殺されるところだったんだから」

　ミズーはわずかに身をかがめると、泣きじゃくっているミンチの身体に埋うめ込まれた剣の柄つかを摑んだ。男が動かないようにその膝ひざを踏ふみつけると、慎しん重ちように──だが躊躇ためらわずに、その剣を抜き取る。

　ミンチの悲鳴はさらに高まったようだが、ほとんど吐く息といっしょになったようで蛇へびが奏かなでるような不ぶ気き味みな音にしかならなかった。刺さった刃物を抜く際に気をつけなければならないのは余計な失血を招まねかないことだが、もとよりこの出血では考えても仕方のないことだろう──どのみち目立って出血が増えることもなく、ミンチが激痛で彼女の足をはね除けるようにして転げ回ったものの、まだショック死には至らない。

　盛大に返り血を浴びて汚よごれた顔を拭ぬぐうこともできないまま、ミズーはミンチを追いかけた。元気にのたうち回っている大男の体力に内心舌を巻きながら、剣をその場に放り捨てる。彼女自身もまだ打だ撲ぼくの痛みが消えていたわけではなかったが、それでもなんとか大男の肩を押さえつけた。ミンチに力負けしないためには全身の筋力を束たばねなければならない。急ぐ必要があった。止血は一刻を争う。

　わざわざ包帯を探す必要はなかった──ミンチの身体に、必要もない包帯が無む駄だに巻かれている。それを解ほどきながら、ミズーは囁ささやいた。

「あまり暴れないで。本当なら縫ぬわなきゃならない傷だけど、そんな時間はないから──少し手て荒あらいことをするわよ」

「て、手荒い？　痛いのかぁ？」

「これ以上痛くはならないわよ」

　ミズーはミンチの肩を覆おおう服を引きちぎると、意識を集中して念糸を紡つむいだ。銀色の糸が男の傷口に絡からみつき、そして、

「あぎゃっ⁉」

　ミンチが跳はね上がって悲鳴をあげた。脂し肪ぼうの焦こげる臭いが鼻をかすめる。痛みに狂くるった彼が振り上げる拳こぶしを、顔を上げて避よけながらミズーは告げた。

「傷口を焼いて接着したわ。多分……できたはず。運が良ければ、そのうち腱けんもつながるかもね」

「わ、悪ければ？」

　眼めを真まっ赤かにして聞いてくる彼の問いには肩をすくめ、ミズーは彼から解いた包帯を巻きやすいよう伸ばしながら、

「さあね。こんな場所じゃ神経縫ほう合ごうできるような医者もいないし、神経が切れてたらそれで終わりよ。消毒する余よ裕ゆうもなかったから、化か膿のうしないことを祈いのりなさい。とりあえず腕を固定させてちょうだい。動かせば動かすだけ傷が開く危険が増えるわよ。これだけ血を失って、よく生きていられるわね」

「お、俺は、無敵の男だからよぉ……」

　ようやく安心したのか、ミンチは手足を真まっ直すぐに伸のばしてその場に横たわった。やはり失血しているには違いない──身体が酸さん素そを欲しているのか、呼吸が荒あらくなっていた。

　こうして大人おとなしくしていれば、大男は巨きよ軀くを持てあました子供にしか見えなかった。もっともそれは、暴れていても同じようなものだったが。ミズーが彼の身体を引き起こそうとすると、彼は逆らわずに上体を上げた。彼の半身に包帯を巻いていく。

　と、感激したようにミンチが声をあげた。

「お前、いい奴だなぁ。本当に結婚しないか？　するよな？　俺も、せこい賞金なんかよりお前のほうがいいや」

「あなた、なにか勘かん違ちがいしてない？」

　ミズーは冷たく告げて、作業を続けた。




「な、なんだよぉ……こういうことかよぅ」

「ひとりで飛び出してきたあなたが馬ば鹿かなんでしょ」

　言いながらミズーは、彼の首くび筋すじに突きつけたナイフの柄えを握にぎり直した。左手に持った格かく闘とう用ようナイフごと、大男の肩かたに乗せている。ミンチはこちらに背中を向ける格好で、彼女の前を歩かせた。

　剣は血をぬぐい取った後、鞘さやに納め、右手に例の斧おのを提さげている──ミンチは斧の鞘さやをどこかに捨ててきてしまったらしく、抜き身のまま持ち歩かなければならないようだった。ようやく取り返した武器は、やはり片手で扱うには重い。が、手に持っていくしか運ぶ方法がない。

　突きつけられた刃は物ものの気配に、ミンチは素す直なおに怯おびえてくれていた。それが頸けい動どう脈みやくに突きつけられているという事実よりも、単純に痛みが嫌きらいなのだろう。こちらの指示通り振ふり返ることもせずに、震ふるえ声だけを発してくる。

「でもよぉ、俺を人ひと質じちに取ったって、あいつらに通じるかなぁ。俺ら、別に仲間じゃねぇし……」

　訊たずねてくるミンチに、ミズーは答えた。

「情に訴うつたえるつもりはないわよ。でもどうでしょうね。わたしの見たところ、あなたたちの中で多少なりとわたしの動きを止められるのはあなただけよ、ミンチ・フラッシオリ。それは彼らも分かってるはず」

　と、あたりの茂しげみに彼らが隠かくれていないか視線を這はわせつつ、続ける。

「彼らがまだわたしの賞金をあきらめていないのなら、どうしても必要なメンバーでしょ、あなたは」

「じ、じゃあ、あいつらが引き下がったら、お前ももう俺のことこれ以上怪け我がさせないよな？」

「ええ。肩の傷は軽いように装よそおっておくことね。あなたがもう役立たずだと奴らに気づかれたら、人質の役にも立たなくなるかもよ」

「お、おう」

　返事をしてくるミンチに、ミズーは──

　多少、言葉を選んでから問いかけた。

「それで、あなたたちをこの場所に手引きしたのが何者なのか……本当にあなたは知らないのね？」

「ああ、今さら噓うそなんて言わねぇよぉ」

（こんな時こそ噓を言いそうなものだけどね）

　胸中でだけつぶやき、彼女はうなずいてみせた。彼からは見えなかっただろうが、気配くらいは伝わっただろう。

　こちらが信しん頼らいしたふりをしたことに、ミンチはまたあっさりと安あん堵どしたようだった。声からもその喜びが伝わってくる。

「全体の……なんて言うんだ？　指し揮き？　まあ指揮をとってるのはヘルケルの野や郎ろうさぁ。かっさらい野郎だけは別だぜ？　あいつはどこにいるのか、俺たちも知らねぇ。もうとっくにあきらめちまってるかもな。でもまあ、俺たち五人の行き先や、手はずを整えるのはヘルケルなんだ。あいつはよ、噓つきなんだよ。ダービン・ダンと同じくらい卑ひ劣れつな奴だ。分かるんだ」

　彼は自じ慢まんげに付け加えてきた。

「だがよ、俺の手下は俺の言うことしか聞かねぇ。そりゃそうだ、俺の手下だからよ。俺も、ヘルケルなんてうさんくさい野郎の指示なんて聞いていられねぇさ。だから、こうしてすっ飛んできたんだぁ」

「感謝しておくわ」

　皮ひ肉にくのつもりで言ってからミズーは、ふとそれがあながち冗じよう談だんでもないと気づいた──ミンチが抜ぬけ駆がけをしてくれたおかげで、こうして人質にできた。複数が足並みをそろえて奇襲してきたならば危なかったかもしれない。

（ジュディアは……どこ？）

　浅あさ知ぢ恵えの賞金稼かせぎとはいえ、黒こく衣いが迫せまってきているかもしれないこの局面では危険な伏兵となりかねない。彼女はそれを分かっているのか？

（それとも、それこそ狙ねらいなの？）

　分かっていたはずだ──

　浮かんできた思いを、暗い淵ふちにひたして。ミズーは喉のどの奥おくでうなり声をあげた。

　分かっていたはずだ。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいは敵だと。

（弱気になっていた。ほんの一時でも、気を許してしまった。おかげでもう抜け出せない罠わなの中にはまってしまってるのかもしれない）

　胸の中で膿うんだ傷口が、肌はだまで押し上がろうと疼うずき出す。後こう悔かいはそういったものを連想させた。

（信じてはいけなかった。わたしは独ひとりだったはず。誰だれも信じていいはずがない──）

「お、おい」

　ミンチの声が耳に入り、我われに返る。見上げるとミンチは立ち止まって、困ったように言ってきた。

「なに、震ふるえてんだぁ？　寒いのかもしれねぇけど、お前、俺の首にナイフ当ててるんだからよ、それ忘れねぇでくれよ……」

「…………」

　ミズーは答えずに肩から力を抜いた。我知らず、力んでいたらしい。

　それと同時か──あるいは、数秒も沈ちん黙もくしたか。

　彼女自身のものでもミンチのものでもない声が耳に入った。

「ぎゃっ⁉」

　かけ声としては奇き妙みようだった──悲鳴に近い。が、それでもミズーはミンチに突きつけた短たん剣けんはそのまま、右肩上に斧おのを振り上げた。声が聞こえてきた方向に見当をつけて向き直り、現れたのが何者か見定める。

　それは斜ななめ後ろの岩いわ陰かげから、飛び出してきたというよりは蹴けり出されたようだった。つんのめって地面に倒たおれ、そして罵ば声せいをあげる。左手に持った投剣を構えるも、こちらを向いてはいなかった。自分が弾き出されてきたその岩陰へと狙ねらいをつけている。

　覚えていた。ミズーは記き憶おくの中からその男の名前を探さぐった──ナインス。ナインス・ハンド。ナイフを複数差したベルトを両肩に吊つっている。が、それだけの武器を持っていても、右肩は負傷したままなのだろう。左手でしか使えないようだった。

　だが結局、それも投げ放つことができない。彼の狙いは正しかった。狙っていた岩陰から、黒い人ひと影かげが飛び出してくる。ただその跳ちよう躍やくの高さと速さが、賞金稼ぎの予測を上回っている。真しん紅くのマントをはためかせて、それはまさしく渦うず巻まく雲のように広がり、空から消えた──人影が着地した時には。

　ジュディア・ホーントの一刀が、ナインスの手から剣を叩たたき落としていた。

「畜ちく生しよう！」

　負けを悟さとった、ナインスの声。ミンチのほうをにらみやって、さらに怒ど気きを強めた。

「てめぇミンチ！　手下どもに俺たちの足止めをさせて抜け駆けなんざ──」

　叫さけぶ彼に。

　処しよ刑けい人にんのように剣を突きつけて、ジュディアが恫どう喝かつの声を発する。

「一いつ斉せいにかかってこないで幸いだったわね。一斉に殺されずに済んだんだもの」

　と。

　彼女は自分の脅おどしに満足したのか、一いつ瞬しゆんだけ笑みを浮うかべたようだった──が、すぐにもとの無表情にもどって、こちらに視線を投げてくる。

「ミズー。こんな時に背はい後ごに気が回ってないなんて、あなた、あの胸くそ悪い工房都市でなにを学んだの？　あと女と、偽にせ物ものの剣士と……片づけておいたわよ。向こうに倒れてるわ。あのヘルケルとかいうのは見当たらなかったけど」

　ミズーは──

　ただ、それを見ていた。言葉も浮かばない。

　眼めを見開いて、ジュディアを正面に動きを取れなくなる。耳みみ障ざわりな呼吸音は、自分の肺はいから発されているのだと分かっていた。血の足りないミンチなどより派手に息を吸って、吐はくことを繰り返す。呼吸。臭におい。身体中に浴びることになったミンチの血の臭い。不快なその臭しゆう気きから逃れることもできない。

　やがて、不ふ審しんそうにジュディアが顔をしかめるのが見えた。降こう伏ふくしたナインスの剣けん帯たいを外す片手間に聞いてくる。

「どうしたの？」

「……いえ。なんでも、ないわ」

（一体……なんなのよ）

　答えられないまま、ミズーは重すぎる斧を地面に下ろした。

　信じることも、疑うこともできない。自分の馬鹿馬鹿しさに頭痛すら覚えて。

　彼女は、うつむいた。




「なんで勝てねぇんだ、畜生！　てめぇら馬鹿かよ！　こんだけ集まって、返かえり討うちってあるかよ！」

　メリル・ペチルの怒ど鳴なり声に、答える者もいなかった。だがミズーは縛しばり上げられた少女を見ながら、声に出さずにつぶやいていた──

（あなたが勝手に負けたんでしょう）

　が、無論それを聞く者もなく、同じく拘こう束そくされた男が声をあげる。

「なら、お前がなにをしたってんだ！　こそこそくっついてくるばっかりで！」

　ナインス・ハンドだった。ただでさえ人相の悪いところを、眼を剝むき出しにして怒いかり狂くるっている。その怒りは娘から、ミンチへと先端を移した。

「くそ、裏うら切ぎりやがって！」

「裏切ってねぇよぉ。ちと先に、倒たおしちまおうと思っただけさぁ」

　ミンチ・フラッシオリも一応縛られてはいたが、右腕をあまり動かせないためそれは自由のまま、左腕と両足をくくりつけるという極きよく端たんに不自然な体勢にされていた。見た限りでは、あまり苦にしていないらしい──右肩の負傷のことばかりを気にしているようだった。今も話し相手ではなく、自分の肩を見下ろしている。

　上の空のミンチに、最後のひとり、ギムリットが皮肉を投げた。

「真っ先に倒されておいて。なにが無敵の男だ」

「惜おしいとこだったんだぜぇ」

「どこがだ。あのアマ、ぴんぴんしてるぞ」

　と──

　全員の眼まな差ざしが、こちらを向いた。

　ミズーは彼ら全員から間を空けて立っていた。防いだとはいえミンチの一撃は身体の芯しんに痛みを残している。座り込みたいところだったが、木にもたれてなんとかその誘ゆう惑わくを抑おさえていた。

　努めて苦痛は顔に出さず、取り返した斧を手にして捕ほ虜りよたちを眺ながめている。それがうまく彼らに威い嚇かくを与あたえていることに安あん堵どして、ミズーは乾かわいた唇を開いた。告げる。

「もうあきらめなさい」

　最も威い勢せいの良いメリルを見据えて、彼女は続けた。

「わたしは今、もっと別のことで手て一いつ杯ぱいなの。余よ裕ゆうもない。殺さなければやめさせられないというのなら、そうするしかなくなるわよ」

「殺せばいい」

　思った通りの反応を示したのは、ナインスだった──ロープのせいで立てず、這はいつくばるような姿勢からこちらを見上げている。おかげで声は低くしわがれていた。

　彼は無法者らしく、脅おどしをきかせて言ってくる。

「やれよ、殺し屋。俺の首にも賞金がかかってるぜ」

「できないとでも思ってるの？」

　まぶたを下ろし、視界を細めてミズーはつぶやいた。地面に下ろした斧の角度を変えて、刀剣と同じように鍛きたえられたその刃を男のほうに向ける。

　ナインスの表情が変わらなかったことに失望し、彼女は嘆たん息そくした。どうやら強がりだけの意気地ではないらしい。

「払はらわれるんだかどうだかも分からない賞金のために、わたしの代わりに首をとどけに行ってくれる代行人を探さないとならないの？　言ったでしょ。別のことで手一杯なの」

「我々など歯し牙がにもかけん、と？」

　口を挟はさんできたのは偽にせ剣けん士しだった。帽ぼう子しも剣もここにはないが、ジュディアに叩たたきのめされた場所に置き去りなのか──悶もん絶ぜつしていた彼をここまで運んでくるのに、ジュディアがわざと彼の剣と帽子を忘れてきたということは十分に考えられた。

　彼──ギムリットがそれほど気にしていないのは、やはり剣の飾かざりも偽物だったのか。なんにしろ安楽椅い子すでくつろいでいるつもりででもいるのか、落ち着いた声こわ音ねであとを続けた。

「まさか恩に着せようなどと思っていまいな？」

「なんの役に立つの」

　ミズーが冷淡に告げると、さすがに傷ついたのかギムリットが言葉を引いた。

　その隙すきに続ける。

「もう一度言うわ。余裕がないの。ここでいちいちあなたたちの息の根を止めたってなんの得にもならない。特にミンチ」

　にやにや笑っている男に、ミズーは視線を注いだ。

「あなた、手下がここにやってきて助け出してくれると信じてるわね。時間稼ぎのために口から出任せばかり言ってたけど。人質の役を続けてもらうわよ」

　彼が返事してくる前に──

　草を踏ふむ音。振り向くと、ジュディアが近づいてきたところだった。顔色は明るくはない。腕うで組ぐみし、彼女は言ってきた。

「見て回ったけど、ヘルケルの姿はなかったわ。大人数が動いた形けい跡せきもない──フラッシオリ・ギャングもいない」

「俺の手下をギャングなんて言うなよぉ。くそぅ、あいつら逃にげたなぁ。お前ら、俺の手下をいじめたんだろう。ひでぇ奴らだぁ」

　ミンチが抗こう議ぎの声をあげたが、賞金稼ぎらが一いつ斉せいに反論を開始する。

「ふざけんな！」

「あんな連中に足止めさせやがって、殺さなかっただけありがたいと思え！」

「でもよぉ、そのせいで、手下どもが俺を助けに来れないんじゃんかぁ。後先考えて行動しろよなぁ」

「この、クソ、ミンチ！」

　それらの騒さわぎをまったく無視して、女剣士が続けた。

「……黒衣もいない」

　それは小声で、賞金稼ぎたちには聞こえなかったろう。が、こちらの表情の変化を見てなにかを感じ取ったのかもしれない──騒いでいた連中が、ほんの一瞬だけ息を潜ひそめた。

　彼らを横目で見やって、こちらも耳打ちするように、ミズーはつぶやいた。

「これだけ騒げば、奴らも駆かけつけてきそうなものだけど……本当にわたしたちを追つい跡せきしてきているのなら」

「あてが外れたのかもね」

「どういうこと？」

「黒衣はあくまでベスポルトのいる廃はい城じようへ向かっているんだわ。わたしたちを無視してね──」

「話が違ちがうわ！」

　ミズーが叫んだ。と同時、

「黒衣だとぉ⁉」

　ミンチ・フラッシオリが悲鳴じみた声をあげていた。

　どういう耳をしているのか、聞こえていたらしい。彼はさらに続けてなにかをしゃべったようだった──が、今度は彼の声が邪じや魔まされる番だった。突とつ如じよとして響ひびき渡る轟ごう音おんが、梢こずえの遥はるか上方を通過していく。

　見上げる。爆ばく音おんに木々が揺ゆれていた。振ふり仰あおいだところでなにが見えたわけではない。それでも音とともに、なにかの影かげが空を横切るのを感じていた。眼めにも映うつらないような速度で、飛び去っていく。

　見えなくとも、音には聞き覚えがあった。

（ベスポルトを守っている精せい霊れい使い……マリオ・インディーゴとかいう）

　今度は遠ざかり、小さくなっていく爆音を追ってそちらを向く。あの少女が、鋼こう精霊を鎧よろいにして飛行するのは見たことがある。

（わざわざこんな低空を飛ぶのは、なにかを探しているから？）

　考えるが早いか、ミズーは駆け出した。いや、明らかに思いつくより先だった──音の去っていく方角へと走りながら、考えをまとめる。

「ミズー！」

　背はい後ごから、ジュディアの呼び声。

　ミズーは振り返らずに、叫び返した。

「あの娘を空から引きずり下ろして、ベスポルトの居場所まで連れて行かせる！」

「どうやって！」

（知らないわよ！）

　本格的に走り出したため、声は出せずにミズーはうめいた。相手は恐おそらく、無む抵てい抗こう飛行路を飛んでいる──走って追いつける速度ではない。それ以前に、空を飛ぶ相手に手をとどかせる方法もない。

　斧おのの重さを思い出し、ミズーは足を止めないまま、斧をその場に投げ捨てた。加速するが、精霊使いの速度と比ひ較かくすれば問題にもならない。おまけに森の中は全力疾しつ走そうには向かないうえ、こちらはどう頑がん張ばったところでいつまでも走り続けられるわけではない。

（どうにかして、あの娘にわたしのことを気づかせないと……）

　自分がここにいることを知らせれば、あの精霊使いはミズーに襲おそいかかってくるに違ちがいなかった。もしかすれば、マリオ・インディーゴは迎げい撃げきのため敵を探しているのかもしれない。

（探しているのなら、ちゃんと見つけなさいよ！　どんな間ま抜ぬけなの！）

　癇かん癪しやくの噴ふん出しゆつとともに、ミズーは足を止めた。もう精霊の放つ振しん動どう音は遠く、耳鳴り程度にしか残っていない。腹立たしいほどにあっさりと、森は静せい寂じやくを取りもどしつつあった。あれだけ震ふるえていた木々も、騒いでいた枝葉も、もう風にさえ揺れていない。

　あの娘が探し物をして飛んでいるのなら、もう一度頭上を通る可能性はある。が、これだけ広い樹じゆ海かいでは、決して高い確率とも言えない。

　ミズーは腕を振り上げた。マントが跳はね上げられ、獅し子しのレリーフが肩かたの位置に回る。牙きばをむいた獣けものの横顔には、水すい晶しよう檻おりの眼が埋うめ込まれていた。その真球の檻へと念ねん糸しを伸のばし、叫ぶ。

「出よ！」

　業ごう火かが身体を覆おおった。熱せられた地面が爆はぜ、急きゆう激げきな熱波にさらされた生木が老木のようにひしゃげる。天てん蓋がいの形に膨ふくれあがったその炎ほのおの嵐あらしは、渦うずを巻いてひとつの形を取ろうとした──巨大な獣。炎に包まれた猫ねこの猛もう獣じゆうへと。

（ギーア……！）

　炎のただ中にあって、ミズーは熱を感じていなかった。むしろ、さむけをすら覚える。火か炎えんが揺らいでいる。獣じゆう精せい霊れいの実体化が、いつもより遅おそいように思えてならなかった。

（再生は……終わっていない？）

　だとすれば、この開かい封ふうは獣精霊の完治を遅おくらせることになってしまいかねない。熱の竜たつ巻まきは赤く燃え上がり、血の井戸の底を思わせた。そして──

　炎が消えた。魔ま獣じゆうの咆ほう吼こうが、焼き払われた木々の残ざん骸がいを吹ふき飛ばすように鳴り響く。

　完全な姿すがたで、獣精霊がそこにいた。突っ張った四し肢しで地面を突き放し、既すでに敵の気配を感知しているのか。蒼あお空ぞらに嚙かみ付かんばかりに牙きばを見せつけている。

　再度、獣が吼ほえた。威い嚇かくではなく、命令を催さい促そくしている。獣精霊の巨きよ体たいにしがみつきたい衝しよう動どうを抑おさえて、ミズーは声を発した。

「あの精霊使いをここまで連れてきて！」

　破れかぶれな指し示じだったが。

　ギーアは躊ちゆう躇ちよを見せなかった。大地を蹴けり、飛び出していく。

　獣精霊が地面を蹴っていった振動に足を取られながら、ミズーはなんとか転ばないようバランスを取った──ほんの一瞬目を離はなしたその隙で、既にギーアは遥か前方に姿を消している。火炎の跡あとが点々と、その足跡をつけていた。

　それを見送り、ミズーは無言で抜ばつ剣けんした。彼女が命じ、そして獣精霊がそれを聞いた。あとは結果を待つ。それだけでこと足りる──疑う余地はない。手段は想像がつかないが、ギーアは必ずそれを果たすはずだった。

（精霊が相手なら……）

　剣を水平に構え、待つ。

　平静な森の空気と、それに同調するような平らかな胸中で、ミズーはつぶやいた。

（簡単に信じられる。こんなにも。どうして……？）

　刹せつ那な。

　大爆ばく発はつが起こった。

　文字通り、大地を激げき震しんさせ叩き割るような衝しよう撃げきだった。見つめていた前方が、赤く、白く燃え上がっている。遥か遠方──視界のとどかない遠くで、火柱があがっている。森を断ち、天の高くまで。膨ふくれあがった炎は円えん錐すい形けいに空まで駆け上がってある一点でなにかと激突した。その一瞬、火柱が獣の姿にもどったようにも見えたが。

　そのまま地面に落下した。そして。

　地鳴りが……その落下とともに生まれた、低い振動が、だんだんと近づいてくる。

　ミズーは剣を構えたまま、微び動どうだにしなかった。焼けこげた地面をしっかりと踏ふみしめて、指先から剣先まで意気を伝わらせる。刀身は動かずとも滑なめらかに風を割り、内部に亀き裂れつを生じている危険性など微み塵じんも感じさせない。

　折れているかもしれない剣。

　それは自分には相応ふさわしい武器なのだろう。ミズーは苦笑した。古いにしえの銘めい刀とう、あの斧などよりよほど相応しいに違いない。

　地震の響き──

　その頻ひん度ど──強さ──音の密度。すべてが増大していく。歯を食いしばって見つめる前方に、光る影が映った。

　と思った時には、それが膨れあがって彼女の隣となりを通り抜けていった。それは人形をくわえてはしゃいでいる子猫のようでもあった──それがあまりに巨大であることを別とすれば。森を蹴け散ちらし、地面を揺らしつつ突進してくる。銀色に輝かがやく鋼精霊の鎧をまとった人形と、その首に嚙かみ付き、引きちぎろうと振り回しながら駆けてくる獣精霊。それが通り過ぎるのにあわせて、ミズーは身体の向きを変えた。振り返った瞬間、鋼精霊と獣精霊が分ぶん離りする。ギーアは身体をねじって首を振ると、鋼精霊の人形を地面へと叩きつけた。獣精霊自身はそのまま駆け抜けて、土に人型の跡あとを残して跳はねる精霊使いだけが残る。

　鋼精霊の鎧には、人間が入っていた──見覚えのある少女の顔が半分のぞいている。娘は眼の焦しよう点てんが合っていなかった。突とつ然ぜんの衝撃に眼を回しているのだろう。娘が起き上がるより早く、ギーアが振り向いている。再度の突進にかかろうと、獣精霊が頭を下げた。

「カリニス！」

　娘──マリオ・インディーゴが声を発する。だが呼ばわるまでもなく、彼女の携たずさえていた長なが槍やりが勝手に手を離れ、巨大な三角形に化けた。三角形となった鋼精霊が激しい振動音を放って、ギーアを正面から両断する軌き跡せきを飛ぶ。が、獣精霊も突進を取りやめてそれをかわした。

　が、完全に避よけられたわけではなかった。わずかにかすめたのか、獣精霊が後退する。それをさらに三角形が追う。もつれるようにして、二体の精霊はその場から遠ざかっていった。激突を繰くり返しながら。

　そして、

「痛いたたた……いったい、なんなの」

　少女のうめき声。

　中に入っている娘の表情は視点も定まらないというのに、精霊の鎧そのものは機き敏びんに立ち上がるのが、滑こつ稽けいといえば滑稽ではあった──なんにしろマリオ・インディーゴは起き上がってから半秒ほどして、ようやくこちらの存在に気づいたようだった。驚おどろいたのか、眼を見開いて言ってくる。

「ミズー・ビアンカね。殺し屋の……」

「ええ」

　短く肯こう定ていして、ミズーは精霊使いに剣を向けた。

　だがマリオは馬ば鹿かにするようにその武器を見つめ、笑い声をあげる。

「こんなところにのこのこと。まだベスポルトを狙ねらっているの？　近づくなと言ったはずよ」

「彼を狙っているのは黒こく衣いよ。ベスポルトを守ることがあなたの任務なら、わたしを彼のところに運びなさい。共きよう闘とうできるはずよ」

「ふざけないで！」

　顔色を変えて、マリオは叫さけんできた。そして、森の一方を指し示す──木々の向こうで、彼女の鋼精霊のうちの一体と獣精霊とがぶつかり合う戦せん闘とう音が絶え間なく続いていた。

　精霊使いの娘は、得意げに笑ってみせた。

「わたしの精霊は二体、あなたのは一体……二対一よ。カリニスがあの獣精霊を押さえていても、わたしはもう一体、エングを使うことができる」

　と、身体を覆おおう鋼精霊の鎧の胸を張って、彼女は続けた。

「わたしがあなたの言うことを聞くいわれなんかないわよ。殺し屋風ふ情ぜいが！」

「一対一よ」

　剣を下ろし、左手をマントの下に潜もぐらせて、ミズーは答えた。

「え？」

　聞き返してくるマリオに──

　冷たく視線を返して、続ける。

「わたしのほうは、ギーアがいなくなってわたしひとり。そちらはそのカリニスとやらがいなくなったうえ、二ひく一で一」

「ひく一？」

「足手まといの数を引いて計算しないとね」

「この……っ！」

　あっさりと怒いかりに我われを忘れた様子で、娘が飛び出してくる。

　だが無む駄だ話で時間を稼かせいでいる間に、ミズーは既すでにベルトポーチからフェルトの包みをひとつ取り出していた。後ろに跳とんで距きよ離りを作り、その空間に水すい晶しよう檻おりを放り投げる。既に水晶檻には、念糸をつないであった。

　開門式ではなく、檻を破は壊かいすべく、念糸により熱を注ぎ込む──フェルトの袋ふくろは赤く光って炎に消えた。同時に、水晶檻そのものも破は裂れつする。

　真まっ直すぐに飛び込んでいたマリオはその爆発に激突し、左方に弾はじき飛ばされた。精霊の鎧ごと、木の幹みきにぶつかる。

　これだけで通じないのは分かっていた──高地の村で、黒衣も同じ武器をマリオに使っている。

　また制せい御ぎよを失って地面に転がるマリオへと、ミズーは殺さつ到とうした。精霊使いが起き上がるところを靴くつ底ぞこで蹴けり倒たおし、そのまま胸板を踏ふみつけて動きを封ふうじる。残った最後の水晶檻を取り出すと、ミズーはそれを無造作に落とした。仰あお向むけになったマリオ・インディーゴの顔面、全身くまなく精霊の鎧に防ふせがれている中、兜かぶとに開いたのぞき穴へと。

　剝むき出しの少女の眉み間けんに、水晶檻を入れた袋が乗る。さらに寸分狂くるわず水晶檻の上へと剣先を突きつけて固定すると、ミズーは告げた。

「動かないほうがいいわよ──この至し近きん距きよ離りで直撃だと、さすがにただでは済すまないでしょう？」

「それはあなたも同じよ」

　強がりを言いながらも実際には動けず、マリオが言ってくる。

　警けい告こくに従って動かないのか、それとも先ほどの一撃が効きいていたのかは不明だったが、靴底で地面に押しつけられた格かつ好こうで大の字になり、彼女はあとを続けた。

「いえ、精霊に守られている分、わたしが有利だわ──絶対に、あなたのほうが深い傷を受ける！」

「どうかしら。死ぬかもしれないし、案外と無傷かも。体勢を考えなさい。少なくともわたしは爆発力と地面に挟はさまれて圧殺されることはない」

　ミズーは答えて、どこかで聞かされた覚えのある言葉をそのまま口にした。

「すべては賭かけよ。ただそれだけ」

「はったりよ」

「わたしはね、一時だけ手を組まないかと言っているの。高地の村で、わたしは黒衣を殺してベスポルトを守る側がわにいたわ。今回も同じことをするだけ。だからわたしをベスポルトのいる廃はい城じように運びなさい」

「それなら、わたしだけで十分よ！」

　わめく少女に──

　忍にん耐たいが尽つきて、ミズーは声を荒あららげた。

「わたしにも勝てないあなたが、黒衣と戦えるわけがないでしょう！」

　離はなれて響ひびく、獣精霊と鋼精霊の暴れる音は衰おとろえることなく、今も絶え間なく続いていた。時折木々の合間に、炎ほのおの切きれ端はしや金属の立てる火花が散る。

　突きつけた剣、そしてその先に揺れる水晶檻の包み、さらにその向こうからにらみ返してくる少女の双そう眸ぼう──すべてを貫つらぬくようにミズーは視線を這はわせた。精霊たちの乱らん闘とうが足下の地面に波のようなうねりを与あたえている。不注意でも、剣先が水晶檻を傷つければすべては終わる。自分で言い放ったほどには楽観的になれなかったが、だからといって剣を引くつもりはなかった。ミズーは告げた。

「わたしにはベスポルトを殺す意図はない」

「だけど、弟帝はお前を最も危険な女だと言っていた！」

「弟帝？」

　思わず聞き返す。その時には、地面が揺れているのは騒さわぎのせいだけではないと気づいていた。

「お前はなんでもかんでも殺す奴やつなんだから、どうせなら兄帝に会って兄帝を殺せばいい！　そうすればわたしは勝ち側がわに仕えたことになる！」

　マリオ・インディーゴの罵ののしりも──

　すべてを聞いてはいなかった。少女の身体が細かく振動を始めている。水晶檻の包みが衝しよう撃げき波はに押し上げられ、浮かび上がっていた。分ぶ厚あついフェルトが解ほどけて散る。同じように精霊使いを押さえつけているミズーの足も、見えない力に持ち上げられていた。浮き上がる身体からだを制することはできず、彼女は突こうとしても剣が前に進まないことに焦あせりを覚えていた。

　精霊の鎧よろいが放つ振動波で、マリオの身体が浮かび上がろうとしている。ミズーの身体も捕とらえられ、退ひくこともできない。彼女が動けずにいるうちに、もうひとつ、その力場に捕つかまった物体──水晶檻がさらに浮ふ揚ようしていた。

　その表面に、一本の線が走った。割れる。

　見下ろすと、マリオ・インディーゴの勝ち誇ほこった顔があった。

（この──！）

　ミズーは身体を丸めて衝撃に備えた。満まん遍べんなく身体を打ち据すえる打だ撃げきに呼吸も止まる。

　気を失わないまま、身体を包む虚きよ無むに身を委ゆだねた──吹ふき飛ばされたのだろう。重さのない世界でミズーは、やがて背中に大きな痛みを覚えた。地面を転がり、次々と痛みの箇か所しよを増やしていく。やがて回転が止まり、起き上がってもなお、痛打は続いた。意識が回復してようやくミズーは、自分が殴なぐられ続けていることに気づいた。

「お前なんか怖こわくない！　どうってことない！」

　少女の声は澄すみきって、耳に心地ここちよい──信念に満ちた純じゆん粋すいな叫びを聞きながら、ミズーは為なす術すべもなく打たれていた。身体が動かない。

「わたしは誰も怖くない！　わたしは失敗なんかしない──」

（腕うでが動かないのは……）

　きっと、ちぎれたからだ。

　他ひ人と事ごとのように、ミズーはつぶやいた。足が動かないのは折れたからだろう。腰こしも、胸も、首も、頭も、すべて砕くだけたか潰つぶれたかしたに違いない。

　それでも眼めは見開いていた。敵を見ている。精霊の鎧をまとった娘が、黒くろ髪かみを尾おのように広げて機き敏びんに殴りかかってくる。眼球は少女の拳こぶしの動きを追っていたが、身体がそれを防ぐべく動作を取ってくれない。次に攻撃を与あたえられる場所がどこか、それが分かっていながら防ふせげない。

　空くう虚きよな暴力の中、壊こわれた身体のどこか一部分でも動かせないのか──ミズーはそれだけを念じていた。どこか。どこかひとつだけでも。指先でも。爪つめの一枚でも。髪の一筋でもいい。動く部位はないのか……

（──ある──）

　それは直感だった。

　ひとつだけだが、動かせる部位がある。攻撃を行える。

　だが恐おそらくはたった一度。その一撃で敵を仕し留とめなければならない。一撃必殺のためには──

（距離を。知っている距離を取らないと）

　まるで踊おどるように、マリオ・インディーゴは暴れ続ける。右に左に身体を移動させながら、的確な攻撃を繰り出してくる。

　対してミズーは、従順に殴られるに任せた。無駄な反撃も防ぼう御ぎよもせず、受け流し、後退を続ける。つま先が地面に触ふれている感かん触しよくはなくとも、ミズーは身体のバランスだけで退ひく方向を整えた。

　やがて──

　マリオが身体を沈しずめた一瞬に、間ができた。大きく力を溜ためて、精霊使いの娘が大振りな拳けん撃げきを放ってくる。

　ミズーはそれを胴どうで受けた。わずかに急所をずらして。

　それでも肉と骨を貫かん通つうする痛みに苦く悶もんを漏もらす。衝撃に合わせて、ミズーは跳とんだ。マリオは追ってこなかった。距離が開く。

「しぶとい……でも」

　少女は険けん悪あくに顔を歪ゆがめ、奇き妙みような仕し草ぐさで手首だけを振った──それは精霊への合図の一種なのだろう。彼女の身体を覆おおっていた鋼精霊が一瞬で剝はがれると、溶け落ちるようにマリオの右手首に集まった。さらに変形し、長大な槍やりとなる。

「どんなに丈じよう夫ぶでも、斬きられれば死ぬでしょう」

　鎧の下のマリオ・インディーゴは平服で、洗せん練れんされた長槍とは不ふ釣つり合いな格かつ好こうだった。鎧から解放されれば、その精霊使いはどこにでもいる娘のようにも見える。勝利に飢うえた勝ち気な笑みも、ほんの一瞬で消え去って青ざめた無表情へと変わった。それは大たい抵ていの男にとっては魅み力りよく的てきに映るのではないかと、ミズーですらそれを感じた。

「……えっ？」

　つぶやきながら、少女は自分の身体を見下ろした。

　倒れた体勢からミズーが投げ放った長剣が、その腹に突つき刺ささっている。
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　マリオが倒れるのと入れ違ちがいに、ミズーは立ち上がった。時間が経たつごとに、荒あらい呼吸を繰くり返すごとに、脳から切断されていた五感が回復してくる──その大部分は苦痛だったが。苦痛をひとつ受け入れれば、動かせる部位がひとつ増えていく。剣を投げた右腕は不思議と最後まで動かせなかった。確かめてみれば、あちこち打ち身をしている程度で、五体はどれも無ぶ事じだった。痛苦は深いものの、骨折もしていない。

　ミンチの返り血と混ざった自分の出血に、ミズーはむせた。顔も服も、血まみれになっている。

　一歩を踏ふみ出すには、ここまで戦った全運動以上の意志と体力を要求された。思い通りの場所に下りようとしないつま先に苛いら立だち、さらに体重を支えようとしない膝ひざに毒どくづく。吐と血けつしてうずくまったまま動かないマリオの前まで進むには時間がかかった。離はなれてずっと続いていた、精霊たちの戦いも決着がつくほどに。

　咆ほう吼こうと足音。ひしゃげた鋼精霊を追い立てて、獣精霊が姿を見せた。マリオの長槍もとうに変形を解いて、主人の上で三角形へともどって威い嚇かくの振しん動どう音おんを発していたが、現れた大敵にその矛ほこ先さきを変える。片割れの仇かたきを取るため──かどうかは定かではないが──二体目の鋼精霊はギーアへと突とつ進しんした。が。

　ギーアは前まえ脚あしを一いつ閃せんさせただけで、無傷だったその精霊をも撃げき墜ついした。二体とも地面に押さえつけ、その上に居座る。ミズーがうなずくと、獣精霊はそのまま脚をたたんで腹を下ろした。鋼精霊の動きを封じて、まるで昼ひる寝ねでもするように寝そべった姿勢を取ってみせる。

　なんとかマリオのもとまでたどり着き、ミズーは倒れている少女を仰あお向むけに転がした。剣は突き立ったままになっている。内ない臓ぞうを貫つらぬいたかどうかは不明だが、深手だった。速やかに刃やいばを抜いて、ミンチと同じように傷口をふさいでやらなければ死ぬだろう。が、まともに念ねん糸しを紡つむぐことができるかどうか自信が持てない。傷をふさぐ手段がないのならば、剣を抜いてやることはかえって死期を早めることになりかねない。かといって、このままにして事態が好転するわけでもない。

　ミズーは苦痛にうめいた。身体の痛みと──

　己おのれの愚おろかさからくる苦く悶もん。

（殺してどうするの……これじゃあ、なんにもならない。戦わないほうが良かったくらいじゃない……）

　マリオはまだ絶息していなかった。だが眼も見えていないのかもしれない。空を見つめたまま動こうとしなかった。ほんの十数秒前までの勝利を信じた瞳ひとみの輝かがやきは跡あと形かたもなく、死に逝いく者の眼まな差ざしでこれから永えい劫ごうの住すみ処かとするのであろう臨死の楽園をのぞいている。

「……派手にやったわね。こっちまで焼け野原になるかと思ったわ」

　聞こえてきたのは、ジュディアの声だった──獣精霊が焼き払はらった森の一角を眺ながめ回し、焦こげた土を踏ふみしめて近づいてくる。

「それで、どうなったの？」

「わたしは死にかけ。この娘むすめは死ぬ」

　言葉少なに、ミズーは答えた。見るとジュディアは、ここに来るまでに捨てていた斧おのを拾ってきてくれたらしい。それを地面に投げ出して、呆あきれ声で言ってくる。

「それで、どうするの？」

　繰り返すような口調だった。ミズーはかぶりを振った。

「いくらでも馬ば鹿かにしてちょうだい。わたしもうんざりしてたところよ」

「あの賞金稼ぎたちは逃にがしてやったわよ──いいんでしょ？　黒衣の名前を出したのがかえって良かったようね。もう二度と近寄ってくることはなさそうだった。あ、そうそう。ミンチ。結婚の話はなかったことにしてくれだそうよ」

「ええ」

　ミズーはつぶやいて、地面を殴なぐった。当て所のない憤ふん懣まんがそれで解消されるわけもなく、むしろ土から跳はね返り、痛みを伴って胸の中にこだまする。

　と──

「……ねが……い……」

「…………？」

　危あやうく、聞き逃のがすところだった。か細い声。息も絶え絶えに、マリオがつぶやいてくるのが耳に入る。

　顔を近づけると、少女は泣いていた。

「おねがい……助けて……死にたくない……」

「…………」

　答えずにいたのは、否定するためではなかったが。

　マリオは恐きよう怖ふにまぶたを広げ、血のにじむ口元に言葉を這はわせた。大きな瞳ひとみからこぼれる涙なみだが、さらに量を増やす。

「カリニス……とエング……解放……して……お願い……わたし……話すから……」

「話す？」

「ベスポルトは……城に……いない……宿り木に……移した……」

「ギーア！」

　ミズーは叫んだ。とともにレリーフの水すい晶しよう檻おりを開き、獣じゆう精せい霊れいを封ふうじ込める。ギーアに押さえつけられていた二体の鋼こう精霊はすぐに宙に飛び、主人のもとへと集まった。倒たおれたまま動かないマリオの身体からだを包んで、勢いよく空へと舞まい上がる。

　鋼精霊の発する振動が、風となって吹き付けてきていた。焦しよう土どの埃ほこりから口元をかばって腕うでを上げ、ミズーは精霊使いの少女が飛び去っていくのをただ見送った。やや遅おくれて、空からなにかが落下してくる──娘に刺さっていた剣だった。剣先を下に、鈍にぶい音を立てて地面に突き立つ。

　ミズーはその剣を抜ぬくと即そく座ざに、血のついた刃やいばをジュディアへと向けた。

「ベスポルトは……別の場所に移された？」

　腕組みし、どうということもない曖あい昧まいな無表情でこちらを見つめてきている女剣士の喉のど元もとへと剣の先せん端たんを突きつけ、続ける。

「知っていたはずね、ジュディア・ホーント！」

「わたしの名前、呼んだのは初めてかしら──そんなことはない？」

　彼女は剣を避よけようともしなかった。急所に触ふれる危険物よりも、耳に入った自分の名前のほうが気になるとばかりに、こともなげな口調で答えてくる。

「連れん絡らくの行き違いよ」

「いちいち疑わしい行動を取っているわね。ミンチたちがこうまで早くわたしの位置を見つけだせたことについては説明できる？」

「森に熟じゆく達たつしている者なら、わたしたちの足あし跡あとを見つけるのはそう難しいことじゃないでしょうね。彼らは黒衣のような都会っ子とは違うもの」

「……宿り木というのはなにか分かる？」

　反はん駁ばくする論ろん拠きよをひとつずつ潰つぶされ、ミズーは追及を質問に切り替かえざるを得なかった。ジュディアは変わらぬ顔で返答する。

「アスカラナンとの国境近くにある村ね。地図にも載のっていない。村人を含ふくめて、誰だれともなく宿り木と呼んだのは……アスカラナンにつながりがあるからよ。地下組織の隠かくれ家がになっている」

　彼女はようやく剣から遠ざかるように身体を退ひいた。先ほど置いた斧を拾い上げる。こちらの怪け我がの具合では、それを持ち運ぶのは無理だと判断したのだろう。断ることもなくそれを抱かかえると、あとを続けた。

「もちろんわたしも行ったことがある。医者もいるわ。確かにいずれ、動かせるようになり次第ベスポルトはそこに運ばれるんだろうと思っていたけどね」

「そこに行けば……ベスポルトに会えるのね？」

「彼がいない以上、わたしたちにしろ黒衣にしろ、ここにとどまる理由はないわ。あなた、歩ける？」

「ええ。三日は歩けるわよ」

　ミズーはうなずいて。

　力尽つき、その場に昏こん倒とうした。
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「ほう。あんたたち、宿やどり木からの旅人かい……珍めずらしいなぁ」

「あなたが詮せん索さくしなければ、面めん倒どうはかけないわ」

　御ぎよ者しやとジュディアのやり取りを、わずかに離はなれたところから聞くともなしに聞いている──

　それよりもミズーは、吹ふき下ろす風向きを気にしていた。辺境の風は鋭するどく凍こごえ、飽あきずに空を搔かき混ぜている。いつものように雲は薄うすく広がって、蒼そう穹きゆうの色をくすんだものにしていた。鳥とり肌はだを立てる腕うでをマントの下に隠かくし、指先で剣けん帯たいの縁ふちを撫なでる。久方ぶりに身に着けた革かわ鎧よろいは、思いのほか身体からだに馴な染じんだ。

「こだわるな、と言われてもなぁ」

　御者はもう七十は過ぎているのではないかという老人だった。が、老ろう齢れいに見えるのは外見だけで、嫌いやみたらたらに漏もらす疑わしげな声こわ音ねは若々しい。しわだらけの尖とがったあごに手を当てて、彼はこちらへと視線を投げてきた。

「女ふたり連れで、それだけ武装して、しかも宿り木から来た……あそこにゃあ、良くない噂うわさがあるわな？」

「女ふたり連れだから、せめて虚こ仮け威おどしで剣を持つのよ」

「そんな疑わしい連中を運ぶとなるとな、高くつくんだ」

　ジュディアの返事を無視して、御者は続ける。

「わしには十人の友がいた。だが全員密告された……まあ、二、三人は心当たりもあったのかもしれんが。いいかい？　歩いて行きたくなけりゃあ、相応のものを払はらうべきだ」

「払わないなんて言ってないわ」

　彼女がいくら支払ったのか。

　ミズーはそれも、見ていなかった。

　自然の色しき彩さいは単調ではなく、空も土も森も風も、すべては色素の複雑な絡からみ合いから生まれたのだろう。それが一応の落ち着きを見せて、空の色、森の色となる。風の手に包まれて、ミズーは眼めを閉じないまま感かん触しよくを味わった。ふと思う──どこから見上げても同じように思えるこの空の色も、ほんのひとつ色がずれるだけで、まったく違ちがうものとなる。

（あの赤い空は、そうして記き憶おくの中に生まれたものなのか……）

「ミズー！」

　ジュディアに呼ばれて、彼女は視線だけそちらを向いた。黒くろ髪かみの女剣士は、払いに納なつ得とくできなかったのだろう。不ふ機き嫌げんに叫さけんできた。

「これに乗っていくわよ！」

「ええ」

　御者に負けず劣らず、馬車もまたくたびれていた。ついでに言えば、主人と同じく嫌みさも兼かね備えていた──なにを運んでいるのかは分からないが、荷台には封ふうをされた瓶びんが満まん載さいしてある。なにかを漬け込んだものか、瓶までも古びていた。二頭の馬はともに頭を垂たれて、鞭むちを入れられるのを待っている。車輪が道の泥どろ溜たまりにはまっているせいで、馬車自体が傾いているようにも見えた。いや、平らな道で水平にもどるという確約もなさそうではあったが。

　だがそれでも、運んでもらえるのならば文句はなかった。既すでに荷台の、最も大きな隙すき間まにジュディアが潜もぐり込んでいる。ミズーは一通り見回して、自分の身体を休めることができそうな場所を見つけると荷台に上がった。瓶をひとつずらして、できた隙間に腰こしを落ち着ける。中身は酒かなにかだろう。容器はひどく重かった。

「随ずい分ぶんと元気ね」

　言われて──

　言葉の意い図とするところが分からずに、ミズーはジュディアの顔を見やった。

「元気？」

「気分が良さそうよ。見ていると」

「そうね。せいせいしてるのは確かよ。あの辛しん気きくさい場所から抜ぬけ出せて」

　ミズーは告げて、据すわりを良くするために剣帯を外した。手近な床ゆかに置いて、ひざを抱かかえる。

　馬車が動き出すと、荷台の床板が尻しりをこすった。揺ゆれる痛みに顔をしかめ、嘆たん息そくする。もとより快適な旅になると期待していたわけではなかったが。

　同じことはジュディアも感じているようだった。御者席のほうに険けん悪あくな眼まな差ざしを向けてから、仕方なしにもとの話にもどってくる。

「宿り木のこと？　なにか不満でもあったの？」

「ベッドに縛しばりつけられて、薬でへべれけにされたあげく、意識のない間に身体中いじりまわされたわ」

「医者のことをそんなふうに言うもんじゃないわよ」

　苦笑して、ジュディアは言ってきた。

「あなたには治ち療りようと休息が必要だったわ、ミズー」

「ヤブ医者よ。身体がもとにもどるまで二か月もかかった」

　口を尖とがらせミズーが食い下がると、女剣士はさらに頭を搔かきながら、呆あきれたように続けてくる。

「医者に言わせれば、まだ完治ではないらしいけど」

「ろくなことがなかったわ。ろくでもない奴にばかり会わされた。どうしようもない話ばかり聞かされて」

　腿ももを抱え込む腕うでに力を込めて──

　ミズーは口早に繰くり返した。あの村に二か月。拘こう束そくされた思いに毒どくづく。確かに、負傷からは回復したが。

「なんの役にも立たなかった」

　虚むなしくつぶやいて、彼女は眼を閉じた。




　それより二ふた月つき前。

　宿り木は、小さな村だという。

　辺境のどこにでもある、どこにあったところで誰も気にしない。アスカラナン国境に近いとはいっても、実際にその境界となるマッイイツ緩かん衝しよう領りよう土どとの間にヌアンタット高地の端はしを挟はさむ。いかに健けん脚きやくな者でも、あるいは密命を帯おびた間かん者じやであろうと、硝しよう化かの森を抜けて国境越ごえを行うほど無む謀ぼうではあるまい──というのが辺境警けい衛えい兵へいらの認にん識しきであるらしい。彼らは、ハンターが硝化の森のどこまで潜もぐって精せい霊れいを狩かっているのか理解していない。最さい奥おうの地から外れたこの地域の森であれば、通り抜けることも不可能ではなかった。そして不可能でなければ、人はそれをやってのける。

　ジュディア・ホーントは、そんな説明に関しては饒じよう舌ぜつだった。彼女はそのルートで帝てい国こくに入ってきたことはないという。アスカラナンは複数の密入国路を用意しているということか。なんにしろ、辺境を放置する帝都を挑ちよう発はつするように、間者は溢あふれていると彼女は語った。

「わたしはここ十年のうち半分をアスカラナンで過ごしたのよ」

　道中、ミズーの負傷のせいであまり急ぐこともできず退たい屈くつだったのか、女剣士は聞いてもいないことを話し続けた。

「アスカラナンは、大陸で最も進んだ都市よ──いろいろ貯ため込んだ金持ちが大勢いる。私有財産が認みとめられているから、彼らは腕の良い護ご衛えいならいくらでも欲しいわけね。まあ、妾めかけになるのを断ったら解かい雇こされてしまったけど……」

「あなたの前の人とは会ったことがあるの？」

　怪け我がのため動けず、この時もジュディアの手配した馬車に寝ねかされていたミズーは、枕まくら元もとの彼女へと問いかけた。ジュディアは理解できなかったのか、聞き返してくる。

「前の人？」

「あなたの前に……あの部屋にいた人間よ」

「ああ、そういうこと」

　彼女は馬車の進む前方へと顔を向けて──この時の御者は気の良い夫ふう婦ふだった──、聞かれないようひそめていた声を、もう一段低くした。

「彼は死んだわ。三年ほど前ね。やっぱり今のわたしと同じように働いていて、黒こく衣いに挑いどんで負けた」

「その人も、赤い空を見たのかしら」

　今見上げる空は、黒ずんだ陰かげを青く広げている。ミズーのつぶやきに、ジュディアは今度は問い返してこなかった。うなずいて、

「ええ。彼も見たそうよ。薬物のせいとはいえ、誰だれもがまったく同じ幻げん覚かくを視みるのは興味深いことだと……アイネストは言っていた」

「…………」

　唇くちびるを嚙かんでミズーが答えずにいると、ジュディアはそのままあとを続けた。

「アイネストには分からないことでしょうけど、その同じ幻覚を視せることこそが、イムァシアの狂きよう人じんたちの狙ねらいだったのかもしれない……そう思う」

　彼女はひとりでつぶやいて、そして確認を求めるようにこちらを見やった。

　気づかないふりをしてミズーが流れる雲を見続けていると、ジュディアは弱い嘆たん息そくをひとつこぼした。次に聞こえてきた声は、またさらに小さなものになっていた。

「彼らはあの部屋に、狂気が蓄ちく積せきすると信じていたのよ。長い年月をかけて、部屋に閉じこめられる子供が入れ替かわってもそれが継けい承しようされると信じていた。剣に鋼はがねをかぶせて叩たたき鍛きたえるように、それを繰くり返していた。だから彼らは、いっぺんに大勢の子供を育てようとはしなかったんだわ」

「非科学的よ」

「それでも、彼らは科学者でもあった。武器職人としては、彼らは最さい先せん端たんだったかもしれない。たったひとつの迷めい信しんを除のぞいてね……この世に絶対無敵の存在を作るなんていう迷信を除いては、殺人の合理を突つき詰つめていた」

「それを肯こう定ていするの？」

「まさか」

　ジュディアは乾かわいた笑いを浮うかべて、手を振ふった。こちらを見つめ──

　つい、視線が合ってしまっていた。ミズーは気まずく唾つばを飲んで、そして顔を背そむけるついでに口走った。

「どうしてアイネストに使われているの？」

　問いは唐とう突とつだったかもしれなかった。少なくともミズーは自分で、そう感じた。が、ジュディアは訊きかれることを予想していたようだった。落ち着いた微び笑しようを口元だけに薄うすく現して、つぶやいてみせる。

「……どうしてかしらね」

　女剣士は、腕うで組ぐみするように自分の身体を抱だいた。常ならば剛ごう力りきを発はつ揮きする腕がひどく弱々しくも見える。眼まな差ざしは下がって、つま先を眺ながめていた。

「わたしもあなたのように怒おこっていた時があった。組織に使われながら、何度あのアイネストを殺そうとしたか覚えていないくらい。今でもたまに試みることはあるのよ。でも、頻ひん度どは減へったわね。随ずい分ぶんと減った」

「洗脳されたの？　あの男の妙みような力で怒いかりを消された？」

　訊たずねる。

　が、ジュディアはかぶりを振った。

「いいえ。怒りは消えていない。でも……慣なれてしまったのかしらね」

　言われてミズーは眉まゆ根ねを寄せた。しかめ面つらで、つぶやく。

「全然……分からない」

「そうね。わたしにもよく分からないもの。どのみち、なにか救すくいがあるわけじゃないわ。わたしたちのような女を許してくれる人はいないものね」

　語りながら、彼女はうつむくように身体を前に傾けた。

「殺すことしか能のない人間なんて、誰が許してくれるの？　この世界に、わたしたちの居場所なんてあるのかしら。そんなことを考えることが多くなったわ。怒っている時間よりも、考えている時間のほうが増えた……歳としを取ったということなんでしょうね」

　ミズーはなにも答えなかった。

　長引いた沈ちん黙もくは、そのまま取とり留とめのない話へと化けた。それでもその道中、ジュディアの声に力がもどることはなかった。




　顔を上げると、馬車はだいぶ進んでいたらしい。

　見える風景には大差はない──が、遠くに見えていたはずの宿り木の村は既すでに視界から外れていた。ヌアンタット高地の、白んだ稜りよう線せんと、陽光に透すけて溶とける硝化の森の輝かがやきを視線で追いながら、ミズーは自分がもたれかかっていた酒さか瓶びんから身体を離はなした。

　老御者は黙もく々もくと道を進めている。慣れた、辺境の旅。

　見やるとジュディアは寝ね転ころがって、顔を向こうに向けている。眠ねむっているのか起きているのか分からない。

　いちいちそれを確かめることもなく、ミズーは抱えるひざを身体に強く引き寄せた。

　朝早くに村を出立し、そしてまだ昼前だった。午ご睡すいにも早い。

　くしゃみが出た。ジュディアは気づかない。無視しているのか。やはり、眠っているのだろう。

　マントを厳げん重じゆうに身体に巻き付け、ミズーは吐はく息で暖だんを取った。




　宿り木は確かに変へん哲てつない村だった。その民家のひとつに放り込まれ、寝しん台だいとは名ばかりの、藁わらを敷しき詰めた木き枠わくに押おし倒たおされる。ミズーが悲鳴をあげたのは、その時ではなかった──というより、村に入る前から声をあげ続けていた。傷の痛みは立ち居を困難にするまでに膨ふくれあがり、既に正気もなかったという。

　少なくとも、後にジュディアから聞かされたところでは、そういった状態だったらしい。

　記き憶おくはなかった。ただ、おぼろげにいくつかのことを覚えている。

　まずは丸い頭。いかつい肩かた。稚ち拙せつな風景画の小さな山──それに似ているずんぐりとした影に押さえつけられた。ただ、殴なぐられはしなかった。意識がもどる頃ころには、身体が動かなくなっていた。彼女は寝台に縛しばり付けられていた。

　丸い頭の持ち主は、医者だった。齢よわい五十ほどか。だが肉の塊かたまりのような体たい軀くはそのほとんどが筋肉で出来ている。顔面に、青あざがいくつか残っていた。ミズーが訊たずねると、彼は笑った。

「こんなところで、きかん坊の刀傷を縫ぬうことばかりしているとな」

　それはつまり彼女が殴った痕あとだということなのだろう──

「慣れっこだよ。謝しや罪ざいはいらん。まだ治ってない患かん者じやから礼を言われる筋すじ合あいもない」

「……もう暴れないわ。解ほどいて」

　何日眠っていたのかは分からないが、寝台に押しつけられた背中がひどく痛んでいた。が、縛られて寝返りも打てない。

　だがミズーの頼たのみに対して、彼はきっぱりとかぶりを振った。

「それは包帯と同じだよ。身体を洗う時だけ解くことを許すが、それ以外は駄だ目めだ。排はい泄せつは、看かん護ご婦ふかわたしに言え──いや、気にするのであれば、わたしに言うこともないが」

「ここは病院なの？」

　頭を動かせる範はん囲いで部屋を見回し、ミズーは聞いた。そこは民家の奥おくに簡単な敷しき居いをつけただけの部屋で、彼女以外に誰もいない。
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　医者はその異常に巨きよ大だいな指で、彼女が横を向いた首をわざわざもとの位置に直させてから答えてきた。

「いいや。診しん療りよう所じよは別にある。空いているベッドがなくてね」

「そこに、ベスポルトという男がいるはずよ！」

　叫んでから、縛られていることを忘れ跳はね起きそうになり、ミズーはうめいた。

　医者は苦笑したようだった。

「いる。が、まだ昏こん睡すい状態だ。ろくな消毒もしないでへたくそに縫ぬわれていてね。よく生きていたものだ。君も似たようなものだったが」

「その男に会わないと」

「ふたりとも回復したらそうするようにと、既すでに言われているよ」

「誰だれに？」

　その質問には答えずに、彼はあれこれの器具を鞄かばんに詰め始めた。独ひとり言ごとのように、つぶやいてくる。

「……その傷じゃ眠ることも難しいだろう。薬を処しよ方ほうするが、それに頼たよらずに眠る努力をすること。君は芯しんから強い戦士だと聞いている。頑がん張ばってくれ」

「誰から聞かされたの？」

　同じ言葉を繰り返したつもりでいたのだが、医者はこちらが質問を変えたと勘かん違ちがいしたらしい──あるいは、勘違いのふりをしただけか。

　彼は鞄を手に去りながら言い残していった。

「見る目のない男だと、わたしらは思ってるよ」

　それとも。

　ふたつの質問に、同じ答えを返してきたのかもしれない。

　皮ひ肉にくにも、疲ひ労ろうのおかげか眠りは早く訪れた。

　最悪の夢見にうなされながら目覚めたのは、夜だった。真夜中か、明け方か、それは分からない。ただ暗い帳とばりの下りた室内に気配を感じて、ミズーは眼を開いた。まぶたが引きつり、完全には開かないが。

　薄うすく広がった視界を巡めぐらせて、見たくない顔を発見する。

　感情もなにも動かさず、ミズーはつぶやいた。

「死になさい」

「心なしか柔やわらかい言い方になったね。ぼくが最後に聞かされたのは、殺してやる、だったと思ったけど」

　相変わらずの、揶や揄ゆの口調で。アイネスト・マッジオは壁かべを背にそう言ってきた。

　努めて視線をそらしてミズーは、深呼吸した。寝台を壊こわして起きられるかどうか頭の中で思い描えがく。が──

「動けないのよ。あなたには一刻も早く死んで欲しいんだけどね」

「今は治療に専念すべきだよ」

　声の向きが変わったのは、彼が立ち位置を変えたせいだろう。だが足音は聞こえなかった。彼が続ける。

「獣けものの瞬しゆん間かん──心を虚うつろにして感情や呵か責しやくから逃のがれられたとしても、君の身体は誰と違うわけでもない。肉体的な性能では、ミンチに勝てないだろう？」

　と。

　天てん井じようを見上げていたミズーの眼前に、優やさ男おとこの顔が割り込んできた。笑っているわけでもない。どうしているわけでもない。

　ただこちらを見つめて、口を開く。

「ましてや今の君は、本当に虚きよ無むの精神を手に入れているわけじゃない。心にも休養が必要なのさ。安やす宿やどに隠かくれ潜ひそむのではなくて、本当の休息がね」

「あなたが画かく策さくしたことなんでしょう」

　彼の眼を見つめ返して、ミズーは告げた。

「どういう策さく略りやくなの？　わたしを追い立てて、なにを得るの。ジュディアになにをさせるつもりなの？」

「ぼくがなにを言ったところで、君にとっては意味を為なさないだろう──君はなにひとつ信じようとしないんだから」

　そう言って、アイネストは顔を退ひいた。

「でもジュディアはね。彼女は正直な娘むすめだよ。公平に考えて欲しいね。思い出してごらん。彼女はこれまで、自分で言った通りのことしかしてないだろう？」

「…………」

「君が勝手に疑って、物事を分かりにくくしているだけさ。なにを疑って、なにを信じるのか……決めるのは君だ」

　反論のために口を開いた時には──

　マギの気配はなくなっていた。




　行こう程ていの二日目で、馬車を降ろされた。まだ進まなければならない距きよ離りの半分にも達していなかったが、不服はなかった──むしろ解放されて、ミズーはほっとしていた。狭せまい荷台で伸のばせなかった両足を、地面に着けて大きく広げる。

「さて」

　偏へん屈くつな老御ぎよ者しやが進路から逸それていくのを見送って、ジュディアがつぶやいた。保存食や水といった荷物、それとミズーの斧おのとそれを入れる間に合わせの鞘さや──これは宿り木の村で手配したものだ──をいっぺんに担かつぎ上げ、

「まだまだ歩くわよ」

「分かってるわ」

　ミズーは顔を上げると、今度はこわばった肩かたをほぐすために回転させた。

　冷れい淡たんにこちらを見やって、ジュディアが言ってくる。

「意地を張らずに、寝てれば良かったのよ」

「別に意地になっていたわけじゃないわ。それに睡すい眠みんも取っていた」

「それは結構。なら歩けるわね。行くわよ」

　大おお股またで歩き出す女剣士の背中に、刺さすような視線を投げて。ミズーは、その女の肩から背中を覆おおう真しん紅くのマントを瞳ひとみに映うつした。あの赤い空の色。

　意識せず、自分の肩に触ふれた。同じ色のマント。ひとつの違ちがいは、彫ちよう金きんの獅し子しが肩を飾かざっていること、ただそれだけ。

（彼女だって……わたしと同じ。わたしのことを信じてなんていない。わたしと同じ）

　確認するようにつぶやいて。

　あとに続いて、ミズーも足を踏ふみ出した。




　宿り木と呼ばれる村にて。

　寝台の上だけで一週間を過ごす頃ころには、退たい屈くつが頂点に達していた。既すでに拘こう束そくは解いてもらっていたものの、代わりに現れたのは部屋の入り口を固める屈くつ強きようの看かん護ご婦ふだった──歳経たその女、例の医者の妻だったらしいが、彼女は半日中続くミズーの悪態に微び笑しようを崩くずしもしなかった。その後疲ひ労ろうに屈くつしたミズーが再び目を覚ました時にも、まったく変わらない体勢で彼女はいた。居心地が良いとも思えない丸椅い子すに腰こしを下ろして、分ぶ厚あつい本を片手に片目だけこちらを向いている。

　次には半日、懇こん願がんを続けてみたが、それも効果はなかった。結局役に立ったのは睡眠だった──可能な限り、ミズーは眠った。薬の効きき目を頼たよりにせずとも眠れるようになってから、むしろ睡眠時間が増えた。

　その効果は認めざるを得なかった。三週間で、傷はほぼすべて問題ないと言えるほどに治ち癒ゆしてくれた。

「いいかい嬢じようちゃん、わたしらがなにを思って治ち療りようをするか。あんたら若い連中が、せっかく治ったもんをまた壊こわすことがなければいいと願ってる」

　医者は隠かくしていたミズーの靴くつを持ってきて、説教じみた口でそうつぶやいた。

「まあどうせ無茶をしようと思ったところで、しばらくは満足に暴れられやせんさ。君の身体は一度あちこちの筋すじが切れかかって、ようやく癒ゆ着ちやくした状態だ。もとにもどそうと焦あせれば焦るほど時間がかかる。リハビリに近道はない」

「起きていいんだったら、なんだっていいわよ」

「起きられたらな」

　ミズーはその言葉を、起きあがろうとし──そしてバランスを崩くずしてベッドから転げ落ちながら聞くことになった。

　床ゆかに這はいつくばった彼女を見下ろして、医者は手を差し出してきた。

「まずは歩くことからだ。今の嬢ちゃんはわたしらのような爺じじいと同じさ。頭が記き憶おくしてる自分の筋力と、実際の筋肉とが釣つり合ってない。これから徐じよ々じよに身体を回復させて、元通りにするんだ」

「トレーニング……をすればっ……いいんでしょ」

　したたかに背中を打ち付けて、むせながらミズーは言い返した。手は借りずに、なんとか立ち上がる。身体が浮ふ遊ゆうするような感覚に、めまいを覚える──見下ろした自分の身体の貧弱さに、さらに心臓を鷲わし摑づかみにされた心地がした。徐々に回復させて……元通りにする。黒こく衣いと戦えるほどまで治るのに、どれだけの時間がかかる？

「それまでは、この村から出ることは許さん。いいな？」

　釘くぎを刺さすように言ってくる医者に。

　返す言葉もなく、ミズーは自分の額ひたいに手を当てた。ここまで軽くなった彼女の身体をすら支えられず震ふるえている足に、愕がく然ぜんとしながら。




「わたしが村に閉じこめられていた間、あなたはどこにいたの？」

　星の下、火を前にして、ミズーは訊たずねた。

　夜風はなおのこと冷たく、ジュディアは焚たき火の温ぬくもりにまぶたを閉じていたところだった。その眼を開いて、聞き返してくる。

「わたし？」

「ええ。村には……いなかったでしょう」

「あちこちに出向いていたわよ。そんなことを知ってどうするの？」

　ジュディアの口調は、挑ちよう発はつでも威い嚇かくでもなく、ただなんの気もなしに訊ね返してきただけに聞こえた。

　肩をすくめ、ミズーは火から遠ざかった。告げる。

「言いたくないのなら、別にいいわ」

　火は街かい道どうから少し外れた窪くぼ地ちで焚いている。枯かれ木さえ集まれば、着火に手間は要いらなかった──ミズーの念ねん糸しで、瞬しゆん時じに発火させることができる。

　炎ほのおは暗くら闇やみで赤々と燃え上がるというほどでもなく、控ひかえめな踊おどりを見せているに過ぎない。空に遠くにある星たちのほうが、よほど明るかった。その満天の夜空を見上げて、ジュディアがゆっくりと口を開く。

「ひとつには、あの賞金稼かせぎたちの追つい跡せき」

「……結果は？」

「ミンチ・フラッシオリは療りよう養よう中。手下たちが適当に働いて入院費を稼いでる。ナインス・ハンドはすぐにもとの仕事に復帰したわ。メリル・ペチルもいっしょ。当分は、ふたりで行動するようだった。ギムリット──あの偽にせ剣けん士しは、用よう心じん棒ぼうの口を探してたわ。こいつらについては、もう心配はないと思う」

　彼女があげた名前を、もう思い出すことも困難だったが、ミズーは曖あい昧まいな部分は無視して情報と記憶を一致させた。

　そして、聞く。

「残りのひとりは？」

「ふたりよ。ヘルケル・パナンタとダービン・ダンは消息が摑めなかった。彼らが二か月前の獲え物ものを未だに狙ねらっているというのも考えにくいけど、あり得ないこととも言えないわね……」

　疑わしい思いでミズーはつぶやいた。

「わたしの賞金が、それほど魅み力りよく的てきとは思えないけど」

「精せい霊れいが手に入ることを思えば、どうかしらね」

　言いながらジュディアが、こちらの肩口を指さしてくる──精霊の封ふうじられた水すい晶しよう檻おりを。

　と。

　まったく関係のないことが気にかかって、ミズーは獅子のレリーフを示した。記されている文字。ハート・オブ・レッドライオン。指で撫なでたことに意味はなかった。だが、質問に迷まよう時間を誤ご魔ま化かしてはくれた。

「あなたも精霊使いよね？　ジュディア」

　自分でも、どうしてその疑問が口をついて出たのか分からなかった。だが言葉のほうから喉のどを駆かけ上がるように、考えるよりも先にそれを口走っていた。

「ギーアを駆ることができるの？」

「それは……あなたがつけた名前？」

　ジュディアの瞳ひとみは炎の上をさまよった。火が消えかかっている。棒で搔かき混ぜて、そのままその枯れ木を焚き火の中に置いてから、彼女は続けた。

「わたしは精霊を駆ったことがない」

「どうして」

　ミズーの追及に、ジュディアは無言で遠くを見やった。空ではない。地表にあるなにかを見ているわけでもない。ただ正面の遥はるか何ど処こかへと瞳を向けたようだった。

　彼女は答えを考えているのかとも思えたが、そのままなにも答えてこなかった。あるいはずっと、考え続けているのかもしれなかった。

　あげくに、ジュディアが告げてきたのは返事ではなかった。

「……もうひとつには、黒こく衣いの動きを追っていたのよ。フリウ・ハリスコーの守しゆ護ご者しやはたいしたものよ。あれから二か月、ずっと黒衣の追跡をかわし続けている。彼らを囮おとりにして、あなたの療養をしてしまったことになるわね」

「誰なの。その守護者というのは」

　話し相手があからさまに話題をそらしていることは承しよう知ちで、ミズーは話に乗った。どのみち、くだらない雑談よりは有意義な話だった。

　ジュディア・ホーントは表情を変えないまま、あとを続けた。

「詳くわしいことはわたしも知らない。ただマリオ・インディーゴが仕えているっていう……弟帝てい？　だとかなんとか、その腹心らしいけど」

「守護者……」

　その言葉を繰くり返して、ミズーはうつむいた。小さくつぶやく。

「弟帝なんて、聞いたことがないわ」

「わたしはあるわ。といっても、その人物は死んでいるはずなんだけど──八年前に。その当時の世事について、あなたが知らないのは当然ね。文字通り、現帝には弟がいたのよ。八年前、帝都で焼しよう死ししている。不ふ審しん火びで、帝国がそれを口実にまた侵しん略りやく戦争を始めるのではないかとアスカラナンも戦せん々せん恐きよう々きようだった」

「八年前。焼死」

　ミズーは訝いぶかって眉まゆ根ねを寄せた。しばし考え込む。

（…………？）

　なにかを思い出せそうで思い出せず、彼女は落らく胆たんした。記き憶おくの隅すみに引っかかるものがあるのだが、それを意識しようとすると途と端たんにぼやけ、霞かすんでいく。

　聞こえてくる声がある。いや、彼女が発しているはずなのに、他人のものとしか思えない声がある。

　──お前たちは、過ちを犯おかした──

　──御み遣つかいの言葉を聞いた。すべてが始まってしまった──

　炎の中に消えていく光景。すべてが燃え、焼け落ち、その向こうから五人の男たちがこちらを見ている……

（わたしの……見た夢。あの村で、戦いの最さ中なかに見た夢）

　気づいてみれば馬鹿馬鹿しく、どうでもいいことだった。火事と聞いて記憶が喚かん起きされたに過ぎない。自分に腹を立てて、ミズーは唇を嚙んだ。いや……

（本当にどうでもいいことだった？）

　夢の中で、炎に包まれた自分。その感かん触しよくを追体験して、現実の周囲に渦うず巻まいている寒気の中で火傷やけどの激げき痛つうを思い起こす。

「どうしたの？」

　ジュディアの声が耳に入ってくるが、それも業ごう火かの音に吞のみ込まれた。だがそれでも、ミズーは声を出した。

「……いいえ。なにかしら……思い出したの」

　夢の中の光景。炎の中に居い並ならぶ五人の男。

　そのうちのひとり。

　ベスポルトに見えた。

　だが、今よりも若い──そう。ちょうど、八年前の姿だというのならばうなずける。

（どういうことなの……？　なにか関係があるの、これは？）




　リハビリの最初の目標は、歩けるようになることだった。

　この訓くん練れんにかこつけて、牢ろう獄ごくのような寝しん台だいから抜ぬけ出せるのは喜びだった。そのまま村を飛び出して自由を満まん喫きつすることに誘ゆう惑わくを覚えるほどに。だが。

　現実には、三十分も歩かないうちに力尽つきてしまうことが明白だった。医者は倒たおれるまで歩くことを許可してはくれなかった。ミズーが村のどこかで倒れているのを一度でも発見すれば、今後二度とひとりでは出歩かせないとたっぷり脅おどしつけてくれた。とどめには、こう言った。その介かい添ぞえ人にんは見習看護婦のジーニャだと。

　その娘の底なしの不器用さと大おお雑ざつ把ぱな思い切りは、既に──比ひ喩ゆではなく──身にしみるほど思い知らされていたため、ミズーはその冒ぼう険けんをする覚かく悟ごは固められなかった。それでも毎日歩いているうちに、動くことのできる時間が少しずつ増えているのを実感した。やがて彼女は、第一の目的地にたどり着けるようになった。この村にひとつしかない、診しん療りよう所じよ。

（ベスポルトが……ここにいる）

　そのベスポルトが高地の村で開いていた診療所に比べれば、ここにあるものはその数倍は大きなものだった。それと分かる看かん板ばんはない。どの窓にもカーテンがかかっており、中をのぞくことはできなかった。

　建物は、あの医者と同じくらい古いものだろうが、造りはしっかりしている。定期的な補ほ修しゆうをしているのは村人たちか、それとも持ち主か。見たところ、医者は村人に慕したわれていた。あるいは、地下組織とやらが面めん倒どうを見ているのかもしれない。診療所は住居といっしょになっていた。夜昼なく騒さわぐ患かん者じやのことを考えれば、そういうものなのだろう。

　あまり上がらなくなってきた足を引きずるようにして、入り口に回る。

　診療所は静かだった。人の気け配はいがないといってもいい。

（無人？）

　嫌いやな予感を覚えながら、玄げん関かんの扉とびらに手をかける。節ふしくれ立った樫かしの扉の表面を二度叩たたくが、返事はない。扉の隙すき間まを見やると、鍵かぎはかかっていないらしい。ノブを回す。やはり抵てい抗こうなく、扉は開いた。

　と、気づく。玄関の脇わきに、札ふだが吊つり下げてあった。札には手書きで『往おう診しん中』とある。

　ミズーは眼を細めて、あたりを見回した。昼間の村は男たちも出で払はらい、気配は薄うすい。女たちも今は夕飯の支し度たくを始めた頃ころ合あいだろう。見み咎とがめられる恐おそれは低かった。それに──誰が咎めるというのか？

（空あき巣す狙ねらいに入るわけでもあるまいし……）

　時間をかけずに、迷まよいを終えた。ミズーは扉を開くと、その時だけは滑すべるように中に入った。音を立てずにドアを閉じて、診療所の中を見回す。

　玄関からすぐ、扉のない部屋があるのが見えた──入り口に布がかけてあるだけの。怪け我が人にんを搬はん入にゆうするには扉は邪じや魔までしかないのだろう。適当に見当をつけて、ミズーはそこを病室と判断した。

　足音を忍しのばせ、進む。壁かべに手をつかなければつまずきそうになるのは、自分でも情けなかったが。それでも部屋の入り口にたどり着き、内部を隠かくしている布に手をかける。と。

　布一枚隔へだてた向こうで起こった物音は聞き逃のがさなかった。ただ、咄とつ嗟さに避よけるその動作すら下半身がついてこない。鋭するどい刃やいばが布を貫つらぬいて飛び出してくると同時に、ミズーは足をもつれさせて転てん倒とうした。突き出した長大な剣は、出現と同じく唐とう突とつに引っ込んだ。手を伸のばし、布の端はしを摑む──ミズーはそのまま、布を引きちぎった。はらりと床ゆかに落ちてくるその覆おおいの奥おくに、寝ね間ま着き姿の少女が立っている。

（考えてみれば、当たり前だったかしらね）

　床に寝た体勢で、ミズーはうめいた。ベスポルトにも守護者がいる。それを失念していた。音を立てず舌打ちする。

（わたしには武器がない……）

　剣も、精せい霊れいも、なにもかも。すべて医者に取り上げられてしまっていた。あるいはこの診療所のどこかに保管されていたのかもしれないが。

　マリオ・インディーゴだった。寝間着の上から腹部に手を当てて、空いている右手に水すい晶しよう檻おりがある。精霊は出してすぐに封ふうじたらしい──あの鋼こう精せい霊れいを屋内に放置するよりは賢けん明めいと言えた。彼女もまだ傷が癒えていなかったのだろう。こちらの姿を認めると、力無く後ずさりした。寝間着の胴どうが不自然に膨ふくらんでいる。厳げん重じゆうに包帯を巻かれているようだった。傷口を押さえたまま、ベッドに座り込む。恐おそらく、少女はこれまでずっとそこに寝かされていたのだろう。

「ミズー・ビアンカ」

　苦にが々にがしい口調。年とし端はもいかない子供に似つかわしいとは言えない。

　だが紛まぎれもなくその不ふ釣つり合いな調子で、マリオが声をあげた。

「なるほど。どこまでも来るのね。蛇へびみたい」

「この村へは、あなたが案内してくれたんでしょう」

　皮ひ肉にくを告げて、ミズーは身体からだを起こした。また壁を頼たよって立ち上がる。弱った身体を他人に見せるのは屈くつ辱じよくに違ちがいなかったが、ミズーはその少女が、自分以上に衰すい弱じやくした状態だと踏ふんでいた。

　が、マリオの反応は予想を外れたものだった──勢いよく頭を上げ、憎ぞう悪おに顔を痙けい攣れんさせながらにらみ付けてくる。一いつ瞬しゆん、彼女はすっかり回復しているのではないかとさえ思えたほどだった。

　それでも、身体は正直だった。マリオはすぐに力尽き、ばったりと寝台に倒れ込んだ。手に持った水晶檻を放しはしなかったが。

「それ以上近づかないで。出ていきなさい」

「奥にいるのは……ベスポルト？」

　部屋の奥にもうひとつベッドがある。やはり衝つい立たてで仕切ってあったが、その寝台が無人でないことも分かっていた──医者は、寝台がすべて埋うまっていると言っていたのだ。

　仮に、不ふ機き嫌げん極きわまりない面おも持もちで今こちらを見み据すえているその少女に答える気があったとしても、好意的な対応は期待できなかっただろう。マリオは口を歪ゆがめ、繰くり返してきた。

「出ていきなさい」

　ミズーは無視して部屋に押おし入ろうとした。鋼精霊など知ったことではない──捨すて鉢ばちに歩を進めようとした。その時だった。

「いや……いいんだ。マリオ・インディーゴ」

　老人のような弱々しい声。それが、聞こえてきた。

「わたしも、彼女と話がしたい……」

「ベスポルト！　でもこの女は──」

　誰だれよりも、マリオが驚おどろいているようだった。怒いかりですら立ち上がる起き爆ばく剤ざいとならなかったものが、上体を起こして衝立の奥を凝ぎよう視ししている。

　返答は遅おくれた。一言を発するにも力を振ふり絞しぼるように、声が震ふるえている。

「彼女は家族のようなものさ」

　声の主──信じるならばベスポルト・シックルド元打だ撃げき騎き士しということになるが、その言葉は自じ嘲ちように満ちていた。あるいは、なにかを呪のろっているのか。

　鈍にぶい刃は物もので軋きしる拷ごう問もん装そう置ちのように、続く。

「一日のほとんどを眠っているわたしが、彼女が来たこの時には起きていた。これは偶ぐう然ぜんかな。どうなのか分からないが……つまらないようなことが、実は大きな意味を持っているのかもしれない」

　マリオが呆ぼう然ぜんとしている間に、ミズーは病室に入っていた。まだベスポルトの寝台は衝立の向こうで、彼の姿は見えない。ミズーが前を通り過ぎると、入れ替かわりでマリオが入り口に歩いていった。床に落ちた布を拾い、それをかけ直す。そのまま少女はそこに控ひかえて、衛えい兵へいのように直立の姿勢を取った──まだ怪我が治っていないことを考えれば、相当な意志力と言えただろう。もしくは意地か。

　口くち惜おしげにしわを作る少女の口元に気づいて、ミズーは吐と息いきした。

　と。

　そのマリオに、ベスポルトがさらに指示を出した。

「すまない。怪我人を病室から追い出したくはないが。ふたりで話したいのだ」

　ミズーは足を止めた。意地を通そうとした娘に、これは無む下げな扱あつかいになったはずだった。マリオは反論はしなかった──これも意地なのだろう。だが、拳こぶしを握にぎって室内に一歩踏ふみ出したのは確かに見えた。

　ミズーは気づかないふりをするつもりだったのだが、マリオのほうから近づいてきた。負傷した身体を重たげに引きずり、顔を寄せてくると、小声で囁ささやく。

「わたしは、命いのち乞ごいなんてしていないわ。ミズー・ビアンカ」

　脅おどすように、唐とう突とつなことを言ってくる。

「言い間ま違ちがえただけよ。殺すなら殺せって言ったはずだったのよ。そう言おうとしていたように見えたでしょう？」

「……そうね」

　意味が分からなかったものの、ミズーは同意した。

　それは実際のところ、面めん倒どうだったからに他ほかならないが──

　マリオの顔に赤みが差したのを見て、彼女がなにを言っているのか不意に気づいた。

「ほんの少し……言い間違えただけなのよ」

　少女は低く早くそう口走ると、きびすを返した。病室から出ていく。

　最後の一言は、こちらに聞かせるつもりはなかったのだろう。だが聞こえた。

「あなたなんか大だい嫌きらいよ、ミズー・ビアンカ」

「そうでしょうね」

　これも喉のどの奥でだけ返事をして外に出さず。

　部屋にふたりだけとなって、ミズーは奥へ向き直った。弱った身体では、それも大たい儀ぎだったが。

　ベスポルト・シックルドが待っている場所へと。

　視線を遮さえぎる衝立の向こうから、声だけは聞こえてくる。

「わたしは今、アストラ・ビアンカのことを考えている……」

「それはわたしの姉よ。双ふた子ごの姉。アストラが死んで彼女の契けい約やくをわたしが相続したと、精霊アマワとやらが伝えに来た。それがすべての始まりよ」

　答えながら、ミズーは進んだ。壁かべ伝づたいに慎しん重ちように歩くよりほかないため、まだ男の姿が見えるところまで到着できない。

「すべての始まりは、そこではない」

　男の声にはまだ力はなかったものの、それは断定だった。

「賢けん者じやと愚ぐ者しや。閉じた輪の中にある差さ違いと同化の中から……始まったのだ」

「煙けむに巻まくことは許さない。あなたはすべてを説明できるはずよ」

　一歩。また一歩と足を進め──とうとう衝立の端に指がかかる。

　得体の知れない何者かの表皮でも引きはがすつもりで、ミズーはその壁を押しのけた。そして。




　ミズーは星を見上げていた。

　心静かに夜空を観察するのは久しぶりのことだった。最後にそうしたのはいつのことだろう──疑問に思い、記憶を掘ほり返す。イムァシアではあり得ない。あの部屋を出て、最初の夜、今と同じ心地でいたような気もする。

　いや、わずかに違う。あの夜は、すべてが終わった安あん堵どに身体のすべてを委ゆだねていた。自分の周囲の世界、すべてが焼き尽くされ、もうなにも残っていなかった。街の焼け跡あとからそれほど離はなれていない草原で、彼女は大の字になって眠ねむりについた。まぶたを閉じて、世界の終しゆう焉えんを受け入れた。朝までに野生の獣けものの餌えさとなって消え失せるであろう自分を祝しゆく福ふくした。だが翌よく朝あさ、彼女は生きていた。人里にたどり着くまで水も食料もなかったというのに、死ななかった。

　今は。

　星はなにも語ることなく、眼に障さわらない光を発している。星の配列に意味を見いだすことなど愚ぐ昧まいではないか──と思いつつも、ミズーは星座の位置を追った。星を眺め、位置と方位を知る。今の心境は、それとも違った。

　視界の隅すみにある台の彫ちよう像ぞう座ざから、また別の端はしにある乙女おとめ座まで。壺つぼ座と灰はいの箱座の形はよく似ていて、間違えやすい。マスク・トワール座の杖つえの先が指し示すほうが壺座だった。かの英えい雄ゆうがかぶる王おう冠かんの位置を見失い、ミズーは星を見ることに飽あきて視線を地上に落とした。

　小さくなった焚たき火の揺ゆらめきを見つめて、ジュディアが暗くら闇やみに眼を光らせている。こちらが眠っていないことは分かっているはずだが、彼女は声をかけてはこなかった。自身の考えごとに没ぼつ頭とうしているのか、それとも無心でいるのかは知りようもないが。

（賢者と愚者……）

　ベスポルトとの会話を思い出すたびに、その呼びかけが頭をよぎった。くだらない。ベスポルトは説明を避さけて、抽ちゆう象しように逃げたのだ。あの時は、そう思った。

　だが。

（賢者と愚者のことを、もっと聞いておけば良かったのかもしれない……）

　時を経て、そう思う部分もある。

　どうしてそう感じたのかは分からない──

　ミズーは眼を閉じた。眠るつもりはなく、言葉を、膨ぼう大だいな言葉を思い出していた。




　寝しん台だいは、本来はその大男にとって小さいものだったはずだ。

　だが現にそこで寝ねているその男には、それはちょうど良い大きさになっていた。男は縮んでいた。死に逝いくための収しゆう縮しゆくを施ほどこされ、ベスポルトはまさしく半死人の姿を見せていた。青黒くよどんだ顔色に、やせ細った身体。高地の村で見た、頑がん健けんな体たい軀くの印象も見るかげなくやつれ果てていた。左腕うでは完全に動かないらしい。致ち命めい傷しようと見えた胸の創きり傷きずには分ぶ厚あつい包帯があてがわれている。

　それは死人が、不条理な理り屈くつで生きているだけにも見えた。いや、文字通りそうなのか──ミズーは背せ筋すじに這はい回る悪お寒かんを認みとめた──致命傷と見えた胸の傷。違う。それはどう考えても致命傷だった。何分と生きていられたはずがない。ウルペンはなんと言っていた？　どうしたところでお前は死なない……

　それは単に迷めい信しんを招まねく言葉でしかないのか。やせ衰おとろえ、満足に歩けもしないということならば、今の彼女自身も大差ない。

　問いの数が多すぎる。

（疑問に……疑問に答えなさい。ベスポルト）

　声に出さず、眼まな差ざしだけでミズーは男を問いつめた。

　ベスポルトが、ひからびた唇くちびるを開くその挙きよ動どうも見み逃のがさない。そこから発された言葉も。

「賢者と愚者。閉じた輪の中にある差違と同化の中から……始まったのだ」

　彼はもう一度それを繰り返してから、続けた。

「未知に圧殺されること……無知であること。それを恐おそれた人間は、賢かしこくなることでその恐きよう怖ふを埋うめようとしてきた。だが、賢くなるとはどういうことなのか？」

　ミズーは顔面の皮が軽く渋じゆう面めんに引きつるのを自覚していた──彼の言っていることは、控ひかえめに言っても戯ざれ言ごとに聞こえた。

　それでも遮さえぎらなかったのは、ベスポルトの瞳ひとみに光があったからだった。全身を蝕むしばまれても、そこにだけ残っている意志の力。引き寄せる輝かがやきを認めて、不ふ承しよう不ぶ承しようその言葉を聞かざるを得ない。彼は、これから話すことが長くなることを知ってだろう。咳せき払ばらいして、さらにあとを続けた。

「賢くなるとは、見るものを疑うことから始まる。鳥は飛ぶ。考えぬ者は、鳥が鳥であるという理由だけでそれが飛ぶということを認める。鳥が飛ぶ理由を求めるためには、根こん拠きよなくば鳥は空を飛べないというところから始まらなければならない。賢者はそうして疑うことを覚える。万ばん象しように確証を求める。証しよう拠こがなければなにも信じることのできない賢者が、こうして生まれる。証拠にもまた証拠を求める。その輪りん廻ね……結果として、真の賢者はなにも信じることができない」

　彼はそこで言葉を切って、なにかを求めて視線をさまよわせた。ミズーもそれを追い見回すと、彼が見ているものがベッド脇わきの台に置かれた水差しだと気づいた。彼が使えない左腕の側がわにある。

　ミズーは無言で、その水差しからコップに水を移し、ベスポルトに差し出した。彼は短く礼を言ってから喉のどを潤うるおすと、改めて言い直した。

「愚者とは、すべてを盲もう信しんする。賢者とは、すべてを疑う。この両者にどれほどの違いがある？　なにも疑うことのない愚者と、なにも信じることのない賢者。結果においてはなにも変わりはしないのだ」

「なんの話なの？」

　さすがに我が慢まんがならなくなって、ミズーは声を返した。

　だがベスポルトは気にする様子もなく、こちらを見ている。なにかを確かめるように。苛いら立だって、ミズーは語気を荒あららげた。

「わたしは説明して欲しいのよ。契けい約やくとはなに？」

　だがベスポルトは表情を変えなかった。そのまま、唱となえるように言ってくる。

「もしも……真まっ暗くら闇やみの世界で」

「なんですって？」

「聞いてくれ。真っ暗闇の世界で、そこに空気がなく、身動きできないとする。だがそこに、誰かがいる。誰でもいいが、誰かがいる」

　彼はコップを持ったまま右手をあげ、それを彼の眼めとこちらの顔の中間に掲かかげてみせた。歪ゆがんだ水の向こうに、ベスポルトのよどんだ眼差しがある。
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　口ではなくその眼が声を発しているようにも見えた──それほどまでに、彼の唇は動かなかった。

「君もそこにいたとして、その誰かに、君のことを気づかせることが……できると思うかね？」

　が、どちらにしても役に立たない話としか思えなかった。とりわけ、なぞなぞの類に関しては不快な思いがつきまとう。詰つめ寄って脅おどしつける体力がないことを呪のろって、ミズーは険けん悪あくに囁ささやいた。

「なんの話？」

「言葉遊びと思ってもらっていい。君は君のことを、どうやって相手に気づかせる？」

「剣を投げるわ」

　適当に、思いつきを答える。

　と、彼は初めて笑みのようなものを漏もらした。苦笑に近かったが。

「当てられるか？」

　聞いてくるベスポルトに、さらに神経を逆さか撫なでされた。

「わたしの知っている距きよ離りならね」

　長く立っていることに膝ひざが悲鳴をあげている──ミズーは壁かべにもたれると、体重を預けた。ようやく落ち着いて、訊きく。

「そんな言葉遊びが、なんだっていうの？」

「君が理解しているかどうかを知りたかった」

　手を下ろし、彼は告げてきた。気のこもっていない息を吐はくと、その視線もそれる。彼はシーツの上に力無く置かれた自分の右手を見ていた。

「君はなにも分かっていない。契約のことを……なにも知らされていないのだな」

　ベスポルトの言葉にミズーは業ごうを煮にやし、

「あなたがさっさと話してくれれば理解できるわ」

　言うも、彼はまったく取り合わなかった。

「いや、できない。君は理解できない……きっと」

　かぶりを振り、無ぶ事じな右手でこめかみを押おさえると、愁しゆう嘆たん場ばの合図でもあったかのようにうつむいて見せる。シーツの上に残されたコップは倒れもせずにそこにあった。

　ミズーがそれを取り上げてもとのテーブルにもどしている間に、彼はさらに苦く悶もんの声をあげた。

「そして、理解できないまま奴やつを侮あなどる。何な故ぜなら、人は理解できなかったものを侮ぶ蔑べつすることで安あん易いに飲み下すからだ。だがそれは恐おそろしいことなんだ、若者よ」

　最後の一言は、呼びかけだった。ミズーが向き直ると彼は用心深くあとを続けた。

「御み遣つかいの言葉。奴はそれを口にする。だが騙だまされてはいけない。言葉など、聞いたところでただそれだけのことだ。言葉の意味。それを考えなければ」

　彼の指が震ふるえているのが見えた。

　負傷のせいだけでなく、彼は老ふけ込こんでいた──力があると錯さつ覚かくさせられた双そう眸ぼうは、落ちくぼんだ影かげの中で金切り声をあげているに過ぎない。そう気づいてミズーは、ふと哀あわれを催もよおした。ベスポルトは恐おそれている。彼の頭上にのしかかっているなにか得体の知れないものに対して。そして、

（同じものが、わたしの背はい後ごにもある……）

　催しているのは哀れではない。ミズーは認めた。この男は恐れを伝でん染せんさせようとしている。望むと望まないとに拘かかわらず。

（でも、その恐きよう怖ふの正体を語ろうとしない！）

　尖とがらせた反はん駁ばくを、唇を嚙かんで押し込める。ミズーは彼の言葉を待った。退たい役えき軍人は時間をかけて自制を取りもどしたようだった。次に声を発した時には、彼は隠いん遁とん者しやに相応ふさわしい乾かわいた調子に返っていた。

「……奴が御遣いと名乗った時の言葉に注意することだ。折に触ふれ、精せい霊れいアマワは問いかけてくる。そして君を揺さぶるだろう。君が問いに答えられなければ、アマワは君から奪うばっていく」

「なにを？」

　彼の警けい告こくに、自然と肩かたの肉が張り詰める。精霊アマワ。なにも分からない──としか言いようがない──敵の名前。

　だがその緊きん張ちようをすら嗤わらうように、彼はやるせない笑いを漏らした。

「なにをだって？　君は、本当になにも分かっていない。奴は選別などしない。根こそぎ奪っていく」

　話が途と絶だえた。呼吸の音がかすかに行き交かうだけの、短い静せい寂じやくが訪れる。

　行き詰まりを予感して、ミズーは矛ほこ先さきを変えた。つぶやく。

「あなたはあの精霊を滅ほろぼす手段を見つけたと言っていたわね」

「ああ。だが、そんなことは無む駄だなんだ。まったくの無駄だ……」

　ひとしきり苦く悩のうして、ベスポルトは会話から意識を飛ばしたように見えた。が、すぐに帰ってきた。はっきりとこちらを見み据すえて、言ってくる。

「頼たのみたいことがある、ミズー・ビアンカ。わたしは帝てい都とに行かなければならない」

「わたしに護ご衛えいしろと？　容易たやすいとは言えないけれどできると思う」

「いや。それはマリオ・インディーゴにさせる。つまりは、そういう筋すじ書がきなのだろう」

　怒いかりをこめて、彼が独ひとりごちた。

「またわたしは、無関係な者を巻き込む……」

「感傷はひとりでやって。ではわたしになにを頼むの？」

　ミズーが促うながすと、ベスポルトはうなずいた。

「フリウだ。彼女を守って欲しい。わたしはもう守ってやることができない。フリウさえ無事でいてくれればいい。その代わり、精霊アマワとその契約はわたしが破は棄きする。君はなにも知らないままで、契約から解放される」

　彼の申し出を聞いて──

　数秒ほど吟ぎん味みする。反論しようと構かまえていたミズーは、肩すかしされた心地で頭をかいた。強しいて言うならば、都つ合ごうが良すぎる話だという点だが。

「申し分ないけれど、問題がふたつあるわ。ただでさえわたしは厄やつ介かい事ごとを抱かかえてる。わたしが積極的に関わることがフリウ・ハリスコーにとってプラスになるかどうか、きわどいわよ」

　その指し摘てきに関しては、ベスポルトも同じことを考えてはいたのだろう。即そく答とうだった。

「ならば、フリウを守る別の者を仕立てればいい。信しん頼らいできる者を探すんだ。伝えてくれ。警けい戒かいすべきは、黒こく衣いと精霊……すべてに注意しろと。できるかどうか分からないという返事は聞きたくないな。やってくれ。頼む」

「では、もうひとつの問題よ。あなたにも同じことを言うわ──精霊アマワと契約に関して。あなたに任せて大丈夫なの？」

　これにしても──ベスポルトは予想していたのだろうが。

　今度は、彼は言葉に詰まった。言われなければ誤ご魔ま化かそうとしていたことは間ま違ちがいない。そのことを後ろ暗く思ってか、彼は罪つみ人びとの笑えみを浮うかべていた。

「できるかどうかは分からない……すまんな。わたしはつくづく、どこまでいっても小こ狡ずるい男のようだ」

「まったくそうね」

「軽けい蔑べつしてくれていい」

「遠えん慮りよするつもりなんて最初からないわよ」

　ベスポルトの怒いかりを誘さそうつもりでミズーは遠慮なく告げたが、彼は燻くすぶるものすら見せずに肩を落としただけだった。だが、ほかにも聞かなければならないことはいくらでもある──ミズーはそこにいる強ごう情じような男を言い負かすにはどうすればいいのか言葉に迷まよいながら、口を開きかけた。

　彼が言ってくるほうが早かった。

「さっきの問い……なんだが」

「え？」

　瞬まばたきして、ミズーは聞き返した。重々しい、彼の声が続く。

「言葉遊びの。暗闇に誰かがいて。わたしの存在を気づかせる方法。そんなものはない。ないんだ。どんな手を尽つくそうと……それは無力なんだ」

「そう」

　失望して相づちを打つ。もっと実用的な話題に切り替かえようとしたミズーを手で制して、ベスポルトは先を急いだ。

「今は分からなくてもいい。聞いてくれ。だがそれならばそもそもわたしはどうやってその相手に気づいたのだろう。どうしてその相手がそこにいることを信じているのだろう。相手に分からないのなら、わたしにだって分からないはずなのに。わたしが信じているのなら……信じざるを得ないのなら、相手もまたきっと自分のことを信じてくれるに違ちがいないと。それを信じることはとても難しい」

　芝しば居いにでも出れば受けそうな、強い抑よく揚よう。彼は夢む中ちゆうになっているように見えた。その言葉は、語りたくともほかに語る相手がいなかった。そういったものだと思えた。

　ベスポルトの渋面は、悲ひ哀あいに固まっていた。顔面に貼はり付ついた悲しみの表皮の向こう側がわから、半死人となった退役軍人の虚うつろな独白が響ひびいてくる。

「だが、人には信じなければならないものが……あるのだ」

「なんの話をしているの？　ベスポルト・シックルド」

　彼が前後を見失っているのではないかと不安になり、ミズーは問いただした。

　正気を示したつもりなのだろう。微び苦く笑しようを漏もらし、彼がつぶやく。

「愛についてだよ」

「はぁ？」

「激はげしく愛し合っていた者でさえ、唐とう突とつに愛が冷めてしまうのは何な故ぜだろう……ということについて話しているのだよ、ミズー・ビアンカ」

　呆あつ気けにとられて、ミズーはうめいた。

「頭がおかしいの？」

　ほかに言いようがなく、正直に声に出す。

　ベスポルトの身体が、またひとつ小さくなった。これまで起きているのにも体力を使っていたのだろう。脱だつ力りよくして寝しん台だいの中に埋うもれたために、もとは大男だったその男の体たい軀くはさらにくたびれた印象を強くした。

　まるで遺ゆい言ごんだった。彼は頭を振ふって、言ってきた。

「……そうだな。頭が混乱してきたようだ。やはりわたしは賢者ではないな」

　なにかをあきらめたような口調。ベスポルトは再び、水差しのほうを見やった。

「話すべきことはもうすべて話したし、本当にそろそろ眠ねむらないと。さっき、医者に怖こわい顔で警告されてね。薬を飲ませてもらうよ」

　それは、話すべきことを話したというよりは、もうこれ以上は話したくないと聞こえたが──

　あおるように薬と水を飲み下す彼に、ミズーはなにも言えなかった。

「ミズー・ビアンカ。失望してはいけない……」

　寝台の奥おくへ、奥へと吸い込まれていく。

　そして身体を小さくしていく。

　ベスポルトの声は次第に低くなり、そんな錯さつ覚かくを覚えさせた。薬が効きいてか、なにかの催さい眠みん作用によってか、彼の言葉は寝ね言ごとのようにおぼろげなものへと変じていった。

「誰であれ、心の実在を証明する方法はない……いや、ある……その方法はふたつある。だがそのうちのひとつ、太古からあるひとつは……とても困難で……むしろ不可能だったからこそ……我々の前に、もうひとつが、容易に、唐突に、現れた。精霊アマワ。契けい約やく。この世界において……」

　最後まで聞くつもりもなくミズーは、衝つい立たてをどけて入り口を見やった。垂たれ下がった布の下に、小さな足とスリッパがのぞいている。立ち聞きしているつもりではないだろうが──少なくとも本人は否定するだろう──、追い出されたのがよほど不本意だったのだろう。ミズーが足音を立ててベスポルトのベッドから離はなれると、恥はじらう様子もなくマリオ・インディーゴが垂れ布をどけて顔を見せた。

　挨あい拶さつをかわすつもりも義理もない。ミズーは気にせずに部屋を出ようとした。ベスポルトの声は、ほとんど聞こえなくなっていた。

「最も存在が不確かなはずの……精霊……それが……来た。我々が……信じる限り……契約……」

　自分は賢者ではない。彼はそう言った。

　賢くはなれない男。

　賢くなれなかった男。

　なんとはなしに、そんなことを思いついて──

　ミズーは嘆たん息そくした。

　診しん療りよう所じよを出た時には、明日もまた来ようと思っていた。

　繰り返せば、いずれまともなことも話せるようになるだろう。

　だが、やはり時間をかけすぎていた。帰き途とで倒れ、知らないうちにミズーは気を失っていた。医者にはこっぴどく叱しかられ、ひとりで出歩くことを禁止された。

　次に診療所に近づけたのはまたしばらくしてのことだった。その時には、既にベスポルトもマリオも──医者に無断で──旅立った後だった。




　旅は、なおもしばらく続いた。

　口数の少ないジュディア・ホーントとの道中は、さほど気を遣つかうものではなかったが、退たい屈くつでもあった。

　目的地は、村を出立する時に聞かされていた。特になにがあるわけでもない辺境の街まち。何な故ぜそこに向かわなければならないのかについては、ジュディアはこう語るだけだった。

「フリウ・ハリスコーとその守護者が、その街に来るのよ。それを追つい跡せきしている黒こく衣いも来るはず。今度こそ、それを仕し留とめるわよ」

　フリウ・ハリスコーの守護者。

　ミズーは道の続く先を眺ながめやった。もう市し壁へきが見えている。

（殺すしか能のない女に……娘を守れと言ったのね。あの男は）

　それは愚者ゆえか。

　それとも、愚者は自分か。

　自らの囁ささやきを耳に。

　彼女は、歩き続けた。







　第六章　ハンマー・ペイン

　　　　　　（大頭の男）







「隠かくれ家がを手配しておく必要があるわね」

　当たり前のように言ってくるジュディアに──

　ミズーは、眉み間けんにしわを寄せた。

「どうして。ようやく落ち着いたのに？」

　と、部屋の中を示す。

　街にある、どうということもない宿やどの一室である。よく慣なれた安宿で、本来ならひとりで泊とまるところにジュディアまでが詰つめこまれているためにひどく手て狭ぜまだった。床ゆかはふたり分の荷物で埋うまっている。窓まどは、ミズーがふさごうとしたのをジュディアに反対されてそのままになっていた。

　その窓から外をのぞく姿勢で、ジュディアが言ってくる。

「フリウ・ハリスコーと同行者の隠れ家よ。彼らはうまく追っ手と距きよ離りを取っているけれど、まだ着いてもいない場所で住すみ処かを手配できるわけじゃないもの。前もってそれを確保しておいてあげるのはわたしの役目よ」

「彼らはまだこの街まちに来てないの？」

「ええ。二週間以内には到着する予定よ」

　日程を聞いて、ミズーは呆あきれて声をあげた。

「まだまだ先じゃない！　なんでそんなにかかるのよ」

「彼らは山中だもの」

　あっさりと、ジュディアが言ってくる。窓から乗り出していた身体からだを引いて、ようやく肩かた越ごしにこちらを向いた。

「それに、やることがないってわけじゃないのよ。わたしは隠れ家の手配があるし──」

　彼女の口元が面おも白しろがるようににやりとするのを、ミズーは見ていた。

「あなたにも協力してもらわないとね」

「どんなこと？」

「たいしたことじゃないわよ」




「まったく。女の人は、こんなものを持ち歩いてはいけません。衛えい生せいのためにも焼しよう却きやく処しよ分ぶんして──」

「ちょっと！」

　聞こえてきた言葉に肝きもを冷やし、ミズーは叫さけんだ──彼女が試着室から顔だけ出すと、マントといっしょに帽ぼう子しかけに吊つるしておいた剣けん帯たいを、店員が無む造ぞう作さに持ち上げ、服ふく飾しよく店てんの奥おくへ持ち去ろうとしているところだった。

　大声を出したせいだろう。店内がざわついた。視線が集まってくるのを感じて、ほおが紅こう潮ちようする。さすがに下着で飛び出すわけにもいかず、試着用の狭せまいスペースからミズーは声をあげた。

「それに触さわらないで──どうするつもりなの⁉　ジュディア、そいつを止めて！」

　気き障ざな髭ひげを生やした、ひょろりとした店員のすぐ横に、ジュディア・ホーントがいる。だが彼女は当然止めるべきその相手をくすくす笑いながら見ているだけで、なにもしていない。

　激はげしくにらみ付けると、ようやく彼女は店員の行く手にやんわりと回り込み、マントと剣帯に手をかけた。

「確かにぼろけて汚よごれているけれど、引き取ってもらっちゃ困るのよ。持って帰るわ」

「はあ……まあ、よろしいですが」

　と、店員はそもそもその物体がこの世に存在していることが満足いかないといった困り顔で、持っているものを見下ろした。繕つくろいきれなかったマントの破れ目から指を出し、うんざりと嘆息してみせる。

「こんなものは相応ふさわしくないのです」

「向き不向きにかかわらず、受け入れなければならないものもあるのよ」

　言いながら、ジュディアはそれらの荷物を受け取った。と、こちらを向いて、

「なにやってるの。なにを試着なんかに時間かけてるの」

「そんなこと言ったって──」

　自分でも分からないほど奇き妙みように動どう揺ようして、ミズーはまくし立てた。いったん試着室へと視線をもどし、壁にかけてあるおぞましいほど長大な白い服を眺ながめてからまた外に顔を出して途と方ほうに暮れる。

「これ、どうやって着たらいいのか分からない。ベルトとかはないの？」

「ベルトっ！」

　店員が絶句した。なにかで凶きよう悪あくな鉄器にでも撃うたれたように、後ろにふらつきすらしてみせた。

「なんて野や蛮ばんな……野の良ら着ぎじゃないんですよ？　あなた、今までなにを着て生きてきたんですか」

　いそいそと近づいてくるその男に、ミズーは威い嚇かくの視線を投げた──が、彼はまったくひるまずに試着室の前まで来ると一礼し、次いでまた顔をしかめた。なにかを見たらしい。

「これは、下着から選んだほうがよろしいですね。不ぶ格かつ好こうな下着は、せっかくの健康な身体を不格好にいたしますよ。予防が大事なのです」

「向こう行きなさい」

　試着室に吊ってあるカーテンで身体を隠かくして、ミズーはうなり声をあげた。

　だが店員は動揺の片へん鱗りんすら見せず、店内を見回して──荷物を運んでいる娘むすめに声をかけた。

「テスラ！　こちらに来て手伝いなさい。あれはアシスタントのテスラです。お気づきのことがあれば、なんでもお申し付けください」

「必要ないわ。どこかへ行って」

「美しい女の人、飾かざるのは喜びです。素す直なおに着飾りましょう。いや本当に。これは喜びなのです。ええ」

「…………」

　まるで歌うように──もしくは呪のろうように──唱となえる店員の言葉に頭を抱かかえているうちに、もたもたとそのテスラとやらが駆かけ寄ってくる。若い娘だが、大きめのオーバーオールなど着ているせいでさらに幼く見える。いかにも針子の手伝いらしく、ポケットからメジャーや針はり刺さしがのぞいていた。

　対して男の店員はといえば、この店でもそれなりの地位を持っているのだろう。はっきりと自信に満ちた口調で早口に、彼女に持ってくるものを伝えた。専門用語の羅ら列れつはミズーにはさっぱり理解できなかったが、テスラは受け答えもそこそこにまた走り去っていった。

　と──混乱に拍はく車しやをかけるように、ジュディアが言ってきた。

「じゃあ、わたしは先に帰ってるわよ」

「ええ？」

　およそ、どんな拷ごう問もんを受けようともこれだけはするまいと思っていたが──ミズーは悲鳴をあげた。ジュディアは荷物を抱かかえ直すと無情にあとを続ける。

「たかだか服を一着買うのに、付つき添そいはいらないでしょう？」

「それはそうだけど……」

　絶望しかかって、ジュディアと店員とを見回す。この大きな服飾店は客も多く、きわどい話をすることは憚はばかられた──ジュディアから送られてくる視線には、その警けい告こくも含ふくまれていた。明らかにこの件に関して、詳細まで議論してはいけない気配があった。

（まったく……！）

　舌打ちひとつするだけで、ミズーは観念した。その程度の抵てい抗こうしかできない。

　去るジュディアと入れ替かわりに、テスラが帰ってきた。手に、下着を何枚か抱えてきている。

「髪かみの色と服が合いませんね」

　それがこちらの落ち度とでも言いたげに、店員は冷たい眼まな差ざしで言ってきた。

「この際ですから染そめるつもりはございませんか？」

「あるわけないでしょう！」

「そうですか……なら軽くまとめ上げて、お帽ぼう子しを使いましょう」

　独ひとり言ごとのように言ってから、アシスタントを一いち瞥べつする。彼女はカーテンの下から下着を試着室に潜もぐり込ませて、また駆けもどっていった。

「下着のサイズは問題ないはずです……誤差があるようでしたら、きちんと測ってみましょう。最新式のものですよ。いや、未来式と銘めい打うっても過か言ごんではございません。簡かん易いコルセットとでも申しましょうか。ワイヤーが入っておりまして、着け方はこれからお教えいたします──」

「ねぇ。お願い。さっさと済すませたいのよ」

「美に近道などありません。美は才能ではないのです。お分かりですか？」

　自分自身が美の彫ちよう刻こくにでもなったような手振りで言ってくる男に、ミズーはかぶりを振った。

「誰だれか助けて……」

　見ると、新しん婚こんらしいふたり連れがこのやり取りを笑いながらのぞいている。ほかにも、店中の好奇の視線を集めているようだった。これだけ騒さわげば当たり前なのだろうが。

　花飾りのついた白い帽子を抱えて駆けてくるテスラを見つめて。

　精せい一いつ杯ぱいの握あく力りよくで、ミズーはカーテンを握にぎりしめた。




　宿にもどると、待ち受けていたのはジュディアの声だった。

「あら。悪くないわね。思ってた以上」

　皮ひ肉にく、嘲ちよう笑しよう、無関心、あるいは罵ば倒とうまで──

　そういったものを予期していたため、ミズーは口ごもった。

「……そ、そう？」

　不意を突かれて、怒ど鳴なろうとしていた第一声も喉のどから抜けていく。あるいはジュディアの狙ねらいはそれだったのかと思いついた時に、彼女はベッドの上で座り直し、上から下まで観察してから笑みを浮かべてみせた。

「そうまんざらでもないんじゃないの？　着たまま帰ってくるなんて」

　その笑みに、自分が怒おこっていたことを思い出し──

　感情を忘れないよう、ミズーはもう一度自分の格かつ好こうを見下ろした。ろくに走ることもできそうにないぺらぺらの革かわ靴ぐつは、スカートの裾すそに隠れている。店員はこの服の名称やら由来やらについて長話をしてくれたのだが、終わってみるとミズーはほとんどすべてを忘れていた。

　ふつふつと、怒いかりがわいてくる。服と矯きよう正せい下着に締しめ付けられる胸をなんとか膨ふくらませて、怒ど気きを吐き出す。

「あの店員の前で着き替がえたくなかっただけよ」

　右腕うでを掲かかげて、ミズーは語気を強めた。

「人がなにかするたびに、素晴らしい、美しいって。わたしにだって、これがきれいじゃないってことくらいは分かるわよ」

　そでをまくり上げようとして──当たり前だがそんなことができる造りの服ではなく、失敗する。見えないが、古い刀傷が幾いく本ほんか残っているはずの腕をさすって、ミズーは嘆たん息そくした。服にまで馬鹿にされた心地で、息を抜かれて憤ふん懣まんも虚むなしく霧む散さんしていく。

　あきらめて、ミズーは正しい手順で脱ぬぎ始めた。よくできた鍵かぎのようなものだった。そうでなければ脱げない。

　と。ジュディアが制止の声をあげる。

「あー。いいのいいの。手間が省けたわ。そのまま行って」

　手を振りながら言ってきた。

「天の導みちびきね。今さっき連れん絡らく員いんが来たわ。すぐ会いたいそうよ。この街を取り仕切る若いボス──大おお頭あたまのペイン。楽しい男よ。得したわね」

　ジュディアを半眼で見やって、ミズーは冷たくつぶやいた。

「本当にこれは必要なことだったんでしょうね？」

「それは行ってみないと分からないわ──あてにならない時はあてにならないものよ。ギャングなんていうのは」

　思っていた以上に、ジュディアの言い分は無責任だった。

「そいつは着飾った女としか会わないの。まあ分かるでしょ？　武器を隠し持った男よりは、動きにくい格好をした女のほうが扱あつかいやすいってわけ。わたしがやっても良かったんだけど、まあ、若いあなたがやったほうが見込みがありそうだし」

「見込み？」

「女好きなのよ。機き嫌げんを損ねないようにね？」

　当たり前のようにそう続ける相手に、ミズーは頭を抱えた。まだ被かぶっていた花飾り帽子がずり落ちそうになり、それを直しつつ、叫び声をあげる。

「なんでそんな男に取り入らなけりゃならないの！」

「あなた、また大怪我したいの？」

　剣けん撃げきをかわすがごとく、ジュディアは言ってきた──そしてやはり剣の勝負のように、かわすと同時にこちらの懐ふところに切っ先を突き出してきた。

「黒衣と戦うのなら、助けがあったほうがいいでしょ。ペインは役に立つ。これは諜ちよう報ほう員いんとしてのわたしの判断よ」

「帝国内に、黒衣と敵対することを選ぶ奴やつなんていない。そいつだって裏切るわ。わたしたちを黒衣に売るかもしれない」

　反撃のつもりで、ミズーは囁ささやいた。

　が、ジュディアは軽く肩をすくめるだけだった──反論するつもりもないらしい。というより、彼女が最初からその可能性も計算に入れていたに違いないと気づいて、ミズーは顔をしかめた。これは本当に狂きよう気きの沙さ汰たになるかもしれない。

　片かた眼めだけをこちらに向けて、女剣士は言ってきた。

「きわどい相手だからこそ、うまく取り入らないとね？　あなたもそろそろ、殴なぐる蹴ける以外の交こう渉しよう術じゆつを身につけても良い頃ころだわ」

「大きなお世話よ」

「あら。ちょっとした進歩じゃない？──人に世話になって生きてるってことがようやく自覚できてきたわけね」

　彼女の皮肉には無視を決め込んで、ミズーは両手を広げた。自分の格好を示して、憎にく々にくしく告げる。

「……これじゃ、武器も持っていけないわ」

「だからいいのよ。さっきも言ったでしょ」

「そんなきわどい男の前に丸まる腰ごしで出向くの？」

「殺されるより殺すほうがまずいこともあるって、まだ分からない？」

　そんな一言で、ジュディアは一いつ蹴しゆうしてきた。

　ようやく口論の体勢が整ってきたことを感じて、反論のため口を開きかけ──ミズーは相手の視線に違い和わ感かんを覚えてそれをやめた。ジュディアは怒っているのではない。呆れているのでもない。うんざりしているわけでもない。奇き妙みような顔をしていた。眉まゆを落として、引き締しめられた口元にしわが見える。

　手のひらでこすってその表情を消すと、いつもの冷れい厳げんとした眼差しでジュディアはあとを続けた。

「じゃあ、あなたにも分かるように言ってあげる。交渉が決けつ裂れつして、あなたが多少嚙かみ付いて逃にげ出したところでその男は笑って許してくれるかもしれない。でも奴のファミリーをひとりでも殺せば、地の果てまでも追ってくるわよ」

「…………」

　言いくるめられたつもりはなかった──が。不ふ審しんに思っているうちに会話は打ち切られてしまったらしい。これで終わりと言いたげに、ジュディアが長々とため息をつくのが聞こえてきた。

　ミズーは、つぶやいた。

「あなた、わたしになにが言いたいの？　あなたまるで──」

「別に二ふた心ごころあってしゃべってるわけでもないわよ。思ったことを言ってるだけ」

　ジュディアは本心で言っているように聞こえた──無関心に、無責任に。だが、それでもほんの数秒前の、それとは違う表情が視界にちらつく。

　ふっと、ジュディアが肩かたから力を抜いたように見えた。こちらを見て、付け加えてくる。

「……あの店員、ただのおべっか使いか、多少の見る目があるか、どっちかしら。いえ、両方かもね」

　彼女がなにを言いたいのかは分からなかったが、反射的に警けい戒かいしてミズーは答えた。

「マグスみたいな言い方はやめて。おべっか使いはおべっか使いよ。殺し屋は殺し屋。ギャングはギャング。上辺を取り繕つくろったって、ほかのものになんかなれない」

「そして怪かい物ぶつは怪物なのね？　それこそ、マグスの言い様よ。外に連絡員が待ってる。頑がん張ばってね」

　投げやりに手を振られて。

　ミズーは、部屋を出た。




　退たい屈くつそうな様子で表に立っていた若い男に連れられて、着いたのは豪ごう壮そうな門もん構がまえの屋や敷しきだった。庭園の奥おくに高い屋根がのぞいている。誰だれに聞かずとも、金持ちか悪党か、その両方を兼かね備そなえた者の持ち物だと見当がつく。

　庭園は無人だったが、気け配はいは感じる。先を歩く若者に、ミズーはつぶやいた。

「犬がいるのね？」

　彼は小石でも避よけるように、首をすくめて肯こう定ていした。

「猛もう犬けんっすよ」

　それには答えず、誘さそわれるままについていく。

　大頭のペイン──その名前に聞き覚えはなかったが、頭は悪くなさそうだと、ミズーは胸の中で判断をくだしていた。犬は間ま違ちがいなく、知らない女が庭に入り込んだことを知っている。にもかかわらず吠ほえ声ひとつ聞こえない。よほど訓くん練れんされた犬、恐おそらくは軍隊式に教育された犬だろう。一頭や二頭ではなさそうだった。そういったものは、そこいらのならず者に用意できるものではない。

　屋敷そのものは、ごくありふれたたたずまいだった──古い屋敷を改築したものだろう。犬けん舎しやは裏うら手てにでもあるのか、見当たらない。

　連絡員の若者は、跳はねるように玄げん関かん先のポーチを登っていくと、正面の大おお扉とびらにあるのぞき窓を押おし開けた。扉の向こうと、低い声でなにかを囁きあっている。

　大おお仰ぎようなわりには、たいした内容でもなさそうだった。扉から音が響ひびく。鍵かぎが開いたらしい。

　扉の中には冴さえない男が立っていた。こちらに目を留とめて、促うながすように手振りで示す。

「どうぞ」

　連絡員はついてこないようだった。ミズーがひとりで玄関に入ると、その冴えない男が扉を閉めた。

　いつもの習慣で、時間をかけずに邸てい内ないの様子を見回す──目につくものといえば回かい廊ろうの出窓に並べられたプランターとホールの天てん井じように吊つられたシャンデリアくらいで、どちらかと言えば殺さつ風ぷう景けいだった。重々しい照明器具は使われた形けい跡せきもない。ホール上空の暗い澱よどみの中で、難なん破ぱ船せんのように浮うかんでいた。

　左右の回廊に扉が並んでいる様は、高級宿を思わせる。だが男はそちらへは目もくれず、まっすぐにミズーをホール奥の廊下へと誘いざなった。

　通されたのは、食堂──と、会議室と。どちらとも言えない広間だった。テーブルは円形に並べられ、丁てい寧ねいにテーブルクロスを敷しかれている。花か瓶びんに活いけられた花が、白いクロスの上にこぼれ落ちそうになっていた。

　部屋の奥に、先客がいる。女だった。肌はだをあらわにした黒いドレスで、優ゆう雅がに座ってこちらを見ている。

（彼女が大おお頭あたまのペイン……ではない、わよね）

　女好きだというジュディアの言葉を思い出す。愛人かなにかだろうと勝手に想像して、ミズーは案内に従い入室した。

　と──

「うひょお！」

　奇き声せいが聞こえてくる。入り口からだった。年の頃ころ三十ほどの、飛び出るほどに眼めの大きな男がそこに立っていた。無ぶ遠えん慮りよに入ってくると、最も近い椅い子すに音を立てて飛び乗って──座るというよりは、まさしく飛び乗った──こちらになにも言わせないまま言葉を続ける。

「こいつぁ期待以上だね。おいおい、そんなに俺おれを迷まよわせていいのか？　俺が迷ってると、おろおろする連中が山ほどいるんだぞ。なぁ？」

「あなたが、大頭のペイン？」

　彼が入り口を──入り口に立つ無口な大男へと同意を求めた隙すきを見つけて、ミズーは割り込んだ。と、彼はすぐに振り向いて快活な笑顔を見せてきた。白い歯とともに。

「ペインは通り名さ──のし上がるための武器といえば頭ず突つきしかなかったガキの頃のな。親しい間あいだ柄がらの奴には、俺の名前を呼ぶことを許してる。ベイク・タワーだ」

「別にわたしとあなたは親しくないわ」

　ミズーが告げると、彼は笑いもせずに──ただし表情を変えずに即そく答とうしてきた。

「親しくなったと思ったらそう呼べばいい。実際に親しいかどうかは、俺が決める」

　彼を乗せている椅子が音を立てた。子供のように派手に身体を揺ゆらしながら、あとを続けてくる。
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「ミズー・ビアンカ。ハート・オブ・レッドライオン。もちろんあんたのことは知っている。いつか連絡を取りたいと思っていたが、残念なことに殺したい奴やつのリストをなくしちまってね」

「そのリストにわたしの名前が載のってたんでしょう」

「かもな。だが、忘れちまった」

　大頭のペインは紙かみ吹雪ふぶきを巻くような手つきで、耳みみ障ざわりな笑い声をあげた。

　既すでに、馬ば鹿か馬鹿しさを感じていた──大頭のペインを見る眼にそれが現れないといいがと思いながら。

　と、彼の笑い声が止まる。その次に訪れたのは静けさだった。ほんの一瞬の──だが冷ややかな静せい寂じやく。不意に室内に下りた冷気は、その明るい伊だ達て男おとこが、指示ひとつで殺し屋の一団を好きな場所に殺さつ到とうさせることができる人物であるということを思い出す助けにはなってくれた。

　彼は指輪だらけの手を一振りし、例の先客──黒ドレスの女へと視線を流した。女は特に会え釈しやくするわけでもなかったが、ミズーが見やるとわずかに反はん応のうした。鼻の頭をわずかに。小馬鹿にするように。

「ああ、そこにおられる淑しゆく女じよは、昨日から俺の客分になっている」

　ペインの口調はなにひとつ変わらなかった。そのまま、

「紹しよう介かいしよう。彼女はダービン・ダン。あんたの首が欲しいそうだ。彼女は俺に、賞金を全額献けん上じようすると言っている」

　そのギャングの親玉はゆっくりと、頰ほお杖づえをついた──椅子の立てる音までもが止やんで、本当の静寂が顕けん現げんする。

「さて、あんたはなにをくれるんだ？」

　思いついたのは、まず、ジュディアへの罵ば倒とうと。

　犬のことと。

　あとは、自分が武器を持っていないということだった。精せい霊れいすら身近にいないとなると、素す裸はだかのような心地になる──いや、それより悪かった。この格かつ好こうでは両手を振り回すことすら、まともにはできそうにない。

　テーブルの下で強く両手を握にぎりしめ、ミズーは初めてまじまじと黒いドレスの女を見やった。ダービン・ダン。賞金稼かせぎの名前だった。彼女は媚こびを含ふくんだ仕し草ぐさでペインに合図をした後、こちらへと向き直り真まっ赤かな唇くちびるを開いた。その唇の彩いろどりを余計な相手に見せるのももったいないと考えているような、控ひかえめな声こわ音ねで。

「ヘルケル・パナンタがね。あなたのことをずっと追つい跡せきしていた。最後に少し先回りして、そして必要な手続きをした。まさかあなたもここに現れるとは思わなかったけど」

「誰だれだって俺を頼たよるさ。この街まちじゃあな」

　ギャングの頭とう領りようが口を挟はさむ。

　ミズーは無視して、聞き返した。

「賞金を献上する？」

　馬鹿げた話だとしか思えなかった。

「なら、あなたがわたしの首を狩かるメリットはなんなのかしら」

「そんなことは、あなたが知る必要ないわよね」

　女はそれだけ言って、視線を逸そらした──逸らして、いちいち丁てい寧ねいにペインへと向きを定めた。歯がみしてミズーは首を下げた。頭の中で計算する。いくつかのハンデ。手持ちの武器はなにもない。念ねん糸しは切り札だが、多数が相手では危険な賭かけでもある。動きにくい服。走れない靴くつ。屋や敷しきの奥まった広間から正門までは距きよ離りがある。訓練された犬。屋敷の造り。高級宿のような。ギャングの根ね城じろになっているに違いない。

　それらすべてを覆くつがえす力は、ある。

（わたしは……誰にも負けない……獣けもの）

　心の空白に獣を満たせば。劣れつ勢せいなどなにも関係がない。すべてを皆みな殺ごろしにして脱だつ出しゆつできる。恐おそらく──きっと──できる。

　賞金稼ぎも、ギャングも関係がない。地の果てまで追ってこようと関係がない。この場で殺してしまえるのだから。そして……

（わたしは、どうなるの……）

　なにかが額ひたいにぶつかった。ぞっとしながら、跳はね起きる──なにが起きたかわからなかった。誰かに攻こう撃げきされたのでもない。ダービン・ダンも大頭のペインも、不思議そうにこちらを見ているだけだった。

　恐らくは自分でうっかり、テーブルに頭を打ち付けてしまったのだろう。痛む額に手を当てて、ミズーは吹ふき出しそうになっていた。可お笑かしかったからではない。封ふうじられたなにかが解とける予感を覚えていた。

（わたしは今、なにを考えたの……？）

　心臓が早はや鐘がねのように音を刻んでいた。早く、早く。

　鐘の音をかき消すほどに早く。

（殺した……後のことを考えた。獣の瞬しゆん間かんの、後のことを考えた）

　そんなことは、今まで考えたこともなかった。だが──それに意味が、あるのなら。

　ミズーは背はい後ごを見やった。屋敷に入っても誰も受け取ろうとしなかったため、帽ぼう子しを被かぶったままだった。その帽子が落ちて、床ゆかに転がっている。彼女はそれを拾うと、また頭に乗せた。

　苦笑しようとしていたダービン・ダンにひとにらみをくれて、黙だまらせる。ミズーはその眼まな差ざしのまま、大頭のペインへと視線を移した。にらみつけても彼が気分を害さないという確信があった。

　告げる。

「なにをくれるのか、そう聞いたわね。わたしはあなたに楽しみをあげる」

「残念ながら、あんたは俺好みの女性とは言えな──」

「あなたの庭で猫ねこの喧けん嘩かよ。わたしとこのダービン・ダン。ついでにヘルケルとかいう賞金稼ぎ。好きに喧嘩させてちょうだい」

「馬鹿げてるわ。子供の提てい案あんよ」

　鼻で笑ったのは、ダービンだった。が。

　ペインは笑っていない。彼にだけ、ミズーは続けた。

「二対二の戦いよ。わたしには相あい棒ぼうがいる。ご存じの通り、アスカラナンの諜ちよう報ほう員いんよ。わたしたちが負けたら、わたしと彼女の首を渡せばいい。つまらない賞金なんかよりも重要な価値があるわよ」

「どういう意味だ？　それに、誰に渡す」

　訊きいてくるペインに、ミズーは笑いかけた。

「この街に向かってくる黒こく衣いよ。彼らをやり過ごすには、手て土産みやげが要いるでしょう？」

「あんたたちが勝ったら？」

「その黒衣、わたしが殺してあげる。どう？　ベイク・タワー」

「はぁっはっはぁっ！」

　膝ひざを叩たたいて、ペインが哄こう笑しようした。また椅子が音を立てる。

　さすがに優ゆう雅がに座ってもいられなくなった黒ドレスの女が、立ち上がって青ざめた顔を見せていた。なにかの合図があったのだろう。部屋の入り口から大男が三人、音もなく入ってくる。全員の手に短い棍こんが握られていた。

「いいだろう。だが俺は、結果の見えている勝負なんかじゃ楽しめないね」

　と、男たちのほうを向きもせずに指示を出す。

「そこにいるダービン・ダンからヘルケル・パナンタだとかいう賞金稼かせぎの居場所を聞き出せ。聞き出したら捕とらえて閉じこめておけ」

「はい」

「黒衣とはね。恐おそれ入った。確かに賞金なんざどうでもいいな。本当にあの処しよ刑けい人にんどもがこの街に来るのか？　俺は聞いてないぜ」

　ダービン・ダンのあげる抗こう議ぎの金切り声を無視して、ペインが訊たずねてくる。

　ミズーはうなずいた。

「来るわ。このところ連中が辺境をうろついているという情報は耳に入れているはずよ」

「確かにな。だが──よその庭の話だと思っていたが」

「あなたは黒衣を恐れるんじゃないかと思ったわ。あなたたちの手でわたしを殺して、奴やつらに差し出す手もあるけど？」

「よせよせ。俺を試す必要はねぇよ」

　彼は椅子から立ち上がった。手下たちの手で部屋から連れ出されるダービン・ダンを見送るためではなく、こちらへと向き直る。

「帝てい都とは辺境を放置している。だったら、本当に放置して欲しいもんだ。街で黒衣に動かれるってのは、俺の沽こ券けんにかかわる」

　大きな鳶とび色いろの瞳ひとみを輝かがやかせ、帽子の縁ふちをのぞき込むように、彼は顔を近づけてきた。

　彼の大言通りの頭突きを警けい戒かいしたわけではなかったが、ミズーは顔を退ひいた。ペインは苦笑し、顔を上げると、

「いい女だ。その帽子を取らないのは正解だな。似合ってる」

「今さら胡ご麻まを擂する必要もないでしょう」

「いんやぁ？　たった今、いい女だと思ったのさ。さっきまでのあんたは、死人に見えたからな」

「…………」

　ミズーは答えずに、帽子の角度を直した。別のことを告げる。

「黒衣が来るのは二週間以内。推すい測そくだけど。黒衣の死体を処しよ分ぶんする手配が欲しいわ」

「分かった。ほかにして欲しいことは？」

　今度から眼がん帯たいをつけてきてちょうだい──相手のこぼれそうな眼を見ながらそう言いかけ、ミズーはふと思い出して取りやめた。もっと必要なことがある。

「黒衣より先に、フリウ・ハリスコーという娘むすめがこの街に来るはずよ。そうしたら、誰よりも先にわたしに教えて」

　神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいが知るよりも先に。と胸中で付け加える。

　その名前を聞いて、ペインは奇き妙みような顔をしてみせた。

「うん？　聞いたことある。村をひとつ潰つぶしたとかで指名手配されてる娘じゃないか？」

「指名手配？」

　聞き返したが、考えてみれば当然のことかもしれなかった。ついでに脱だつ獄ごくまでしている。手配されないはずがない。

　相手の返事を待たずに、ミズーは続けた。

「だったらなおさら、その娘の安全を保証して欲しいの。少なくとも、この街では」

「いいだろう。警けい衛えい兵へいには言い含ふくめておく」

　うなずく彼に、こちらもうなずき返して、ミズーは最後に問いかけた。部屋の入り口を見やる。ダービン・ダンの姿はない。先ほどまで聞こえていた抗議の声も、もうとどかない。

　ペインを見ないまま、小さくつぶやく。

「この帽子、本当に似合ってるの？」







　第七章　ラスト・スタンディング

　　　　　　（ふたりのうち生き残る者）







　ペインの屋や敷しきを根ね城じろにすればいい──という彼の誘さそいは断った。結局のところ、彼を完全に信しん頼らいする根こん拠きよはない。彼にもそれは分かっていたのだろう。特に強くは引き留とめようとしなかった。

　だから、なにごともなく十日余り経たったその日もミズーとジュディアは安宿にいた。本当になにごともなく。退たい屈くつを、ミズーは勘かんを取りもどすための簡単な訓くん練れんで潰つぶした。ジュディアはたまに出かけてはもどってくる。大たい抵ていは、食料品の袋ふくろを持って。

　今日に限って、ジュディアは出かけようとしない。それを横目で見ながらミズーはようやく着き替がえを終えた。

　寝しん台だいに寝ね転ころがり、同じく横目でこちらを見ていたジュディアが聞いてくる。

「その服、また着たの？」

「ええ」

　なんとか、以前に着た時と同じ形に仕上がったとは思いたかったが、その自信を確かめるだけの姿見もない。どこかとんでもない間ま違ちがいをしてはいないか、首の回る範はん囲いで調べつつ、ミズーは嘆たん息そくした。

　ジュディアはなにかを考え込むようにしてから、

「なんで？」

　これだけをつぶやく。

　見込みのない調査をあきらめて、ミズーは答えた。なるたけ、さりげない口調を装よそおって。

「人に会うのよ」

「着き飾かざるような相手？」

「違ちがうわ。でも、こっちのほうが印象が良いみたいだから」

「これは要いらないの？」

　眠ねむいのだろう。やる気のない手つきでジュディアが振ふり回してみせたのは、例の矯きよう正せい下着だった。誰と会うのかについて問いただされなかったことに安あん堵どして、ミズーは肩かたをすくめた。答える。

「それ、洗ったら形が変わっちゃって。着れそうにないの」

「ふうん？」

　返事して、ジュディアは腕うでごと下着を床ゆかに落とした。彼女が別の詮せん索さく──なんでもいいが──を思いつく前に、ミズーはそそくさと扉とびらを開けた。廊ろう下かに出ると、声が追ってくる。

「別にいいけど、また余計なことを言ってペインを敵に回すんじゃないわよ」

　ギャングの親玉に会いに行くと思ってくれたらしい。

　なにも言わず、ミズーは扉を閉めた。




　つまるところ、いつもの格かつ好こうのほかには、これしか着るものがなかったからだった。

　よくよく考えてみれば、それは不便なことだったに違いない。どうして今まで思いつかなかったのか。

（またあの格好で近づいたら、大おお騒さわぎされかねない）

　少なくとも、あの男に対して自分はそれほど好印象を与あたえてはいまい。それは想像がついた。帽ぼう子しの縁ふちに顔を隠かくしながら、認める。

　路上カフェの一番端はしのテーブルに勝手に座り、ミズーは座ってまで身体からだを休められそうにないその服ふく装そうを呪のろった。おまけに、予想以上に目立ってしまうらしい──まったく無関係なはずの通行人にすら、ちらちらとこちらをのぞいていく姿を見かける。顔面が熱くなるのを感じて、この服をひきむしって目につくテーブルと椅い子すをすべてばらばらにするまで暴れ回る妄もう想そうに気を紛まぎらわせた。

　そのついでに、目標物へと視線を向ける。

　カフェの洒落しやれたテーブルや椅い子すのことではない──似たようなものだと思えたが。男だった。いや、男たちだった。全員若い。そのうちのひとりに、微かすかだが見覚えがある。

（仕方ない……わよね）

　名前も知らない男だが。三か月も前にちらりとだけ聞いた話を、手のとどくところまでなんとか記き憶おくに浮ふ上じようさせる。

（ジュディアは確か、フリウ・ハリスコーを脱だつ走そうさせたのは警けい衛えい兵へいだと言っていた……そいつには神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいの息がかかっていないとも言っていた）

　その男は、今は警衛兵制服を着てはいない。高地の村で何度か見かけたあやふやな記憶ではあったが、人相に見間違えはないと思える。神秘調査会の手配した、守しゆ護ご者しやとやらの手に落ちたフリウ・ハリスコーにいまだ同行しているからには、なにか意い図とがあって当面はあの娘むすめについていくつもりだということだろう。動機は知れないが、想像するに、その一行で最も損そんを被こうむっているのはその元警衛兵に違いない。

（ならその動機は……打算的なものではない。きっと……）

　フリウ・ハリスコーとその一行は、十一日前にこの街に入った。予想よりも数日早い。この情報は、ペインからミズーにだけ知らせるよう約束させた。

　それからずっと、ペインの手下に監かん視しさせている。

（彼らが来たことを、ジュディアはまだ知らないはず）

　それが即すなわち、神秘調査会そのものが気づいていないという保証になるのか？　それとも、アイネストは別の監視者も用意しているのか？　アイネスト自身が監視者となっているということも十分にあり得た。

　疑問ではあるが、無ぶ事じに出し抜ぬいていると信じるよりほかにない。

　元警衛兵の席にはなにかの買い物袋が置かれている。彼のほかにふたりの男と雑談しているようだった。買い出しかなにかだろう──ペインの部下に監視してもらっていたのだが、肝かん心じんのその元警衛兵がいつまで経たっても隠かくれ家がから出てこなかったため接せつ触しよくに手間取ってしまった。

　男たちがこちらに気づいたらしい。中のひとりが、彼女のほうに指をさして無ぶ遠えん慮りよな笑い声をあげている。

（あの男のほかの連中は、やはり神秘調査会の手の者なの？）

　ジュディアに聞けばすぐに分かるのだろうが、それでは元も子もない。元警衛兵がひとりきりになる隙すきを待つよりほかなかった。

（でも、いい加か減げん、彼らが街に来てから時間が経ちすぎてる。いつまでも出し抜いておけるわけではないし……）

　と。狙ねらったように好機が訪れた。三人のうち、元警衛兵を除のぞいたふたりがなにやら言い残して去っていく。買い出しが残っているのだろう。ひとり居残りとなった元警衛兵が、退たい屈くつそうに足を投げ出すのが見えた。

　邪じや魔まなふたりが十分に遠ざかるのを見とどけてから、ミズーは席を立った。足早に、目的のテーブルへと近づいていく。走ることを妨ぼう害がいするスカートが煩わずらわしいが、あまり急いで駆かけ寄るのも逆効果だろう──元警衛兵はこちらの動きに気づいて、仰ぎよう天てんしたように眼を見開いている。

　彼は慌あわてて、謝しや罪ざいを口走ったようだった。よく聞き取れなかったが。

「すみません。あなたのことを話していたわけではないんです。無ぶ礼れいはお詫わびします」

　どうやら、こちらのことを分かっていないらしい。ミズーは嘆たん息そくした。頼たよりにして良いものかどうか、自信が揺ゆらぐ。

「警官のくせに人の顔も覚えていられないの？」

　告げて、数秒──

「お前は……！」

　ようやく理解して、彼は引きつった声をあげた。ミズーはさらに近寄り、囁ささやいた。

「勘かん違ちがいでないことを祈いのるわ」

「ミズー・ビアンカ！　暗殺者の」

「明答を得たわね。幸運だったわ。わたしのほうは、あなたの顔はうろ覚えだったから」

　言いながら、テーブルの向かいに回り込む。彼が逃にげないよう、注意を配りながら。空いている椅い子すを引き、そこに腰こしを下ろそうとしたところで、彼が呆あきれるようにつぶやくのが聞こえてくる。

「変へん装そうか……？　その格かつ好こうは」

　揺ゆらいだ自信の上に不信が降り積もるのを感じながら、ミズーは答えないまま席についた。一度強きよう烈れつに彼の眼をにらみ据すえ、相手をたじろがせてから息をつく。

「……なんで、あなたなのかしら」

「なに？」

　困こん惑わくするその男の表情は、いよいよもって頼たよりなげだった。

　だが逆に──皮ひ肉にくな信しん頼らいも浮うかんでくる。

（なにも企たくらめない男だわ、これは）

　病びよう床しようのベスポルトを思い出し、彼の言葉も記き憶おくに再生する。信頼できる者を見つけて、それを使ってフリウ・ハリスコーを守れ……

　既すでに神秘調査会が、娘を守っている。それはベスポルトも知っているはずだ。

（それでもなお娘を守って欲しいってことは……神秘調査会は出し抜いておかなければならないってことなんでしょう。そうしたら、こんなのを頼らないとならない）

　怒おこっても詮せん無ないことと知りつつも、ミズーは毒どくづいた。

「フリウ・ハリスコーを守っているんでしょう……しっかりしたらどう？」

　彼はなにかを反論しようとしたようだが、口の中でなにごとかつぶやいてから、はたと気づいて訊きいてきた。

「どうしてぼくがフリウといっしょにいることを知ってるんだ？」

「わたしがこの街であなたたちの監視を始めたのは、ついさっきからってわけじゃないのよ。もう一度言うけれど、しっかりしたらどう？」

　ミズーは顔を下げ、声を落とした。

「ベスポルトからの伝言よ」

「会ったのか……彼に！」

　彼が叫さけぶ。

　話の腰こしを折られ、ミズーは顔をしかめた。が、彼はそのまま続けてくる。

「伝えることがあるのなら、フリウに言えばいいじゃないか」

「フリウ・ハリスコーを守れる者への伝言なのよ。肝きもに銘めいじておいて──警けい戒かいすべきものはみっつ。黒こく衣い。精せい霊れい。そして、それ以外のすべて。つまりは、誰にも気を許すなってことよ」

　そこまで告げて──彼の表情を見やる。元警衛兵がどういった反応を示すか。半秒ほどそれを待った。

　男は瞬まばたきひとつもしなかった。彼には理解できなかったのではないか。瞬しゆん間かん、そう思えた。が、それは違うとすぐに気づいた。単に彼は、真しん剣けんに聞こうとしているのだろう。

　ミズーは話を続けることにした。存外、この男に頼るのは正しい選せん択たくだったのかもしれない。

「わたしからも付け加えるわ。神秘調査会には気をつけて。できれば、早いうちに袂たもとを分かちなさい」

「リス・オニキスの保護がなかったら、ぼくらは行き詰づまっていた。彼と行動を共にするようになってから三か月、少なくとも危険はなかったんだ」

（リス・オニキス？）

　それが明確な切きり札ふだだとでも言いたげに、その男の口から発せられた名前をミズーは繰くり返した。恐らく、神秘調査会の使っているというフリウ・ハリスコーの守護者とやらのことだろう。

　言っていることとは裏うら腹はらに、彼の口くち振ぶりには不信が感じられた。ミズーは見み逃のがさずにそこへ飛びついた。

「いつまでそう思っていられるかしらね。その男が無料で奉ほう仕ししてくれているとでも？」

「……ベスポルトはどこにいるんだ。帝てい国こく内か？」

　返答せずに、別のことを聞いてくる。

　頭の中でミズーは、それを答えることの損そんと得とを計算した。

「彼がまだ死んでいなければ、そうね。帝国から出ることはないでしょう。八年も逃げなかった男だもの」

「どこにいるんだ！」

「答えるつもりはないけれど、たとえばこういうのはどうかしら。彼がアスカラナンにいると言えば、フリウ・ハリスコーも国外に脱だつ出しゆつすることに乗り気になる？」

「騙だませっていうのか」

　彼はそれがまったくの未知の概がい念ねんだとでも言いたげに、不満げな声をあげた。

　指名手配された娘を帝都に向かわせるよりはましでしょう、と胸中でつぶやきながらミズーは言い放った。

「騙すのはあなた。他ひ人とに押おしつける前に、自分にできることをするのね」

「フリウを帝国から逃がしたいのか？　お前こそぼくらをなにかに利用しようとしていないと、誰が証明してくれる？」

「その意気は悪くないわ。でも、フリウ・ハリスコーを死なせないよう計らうのが、ベスポルトとの約束だから」

　うなだれて、彼が言ってくる──

「フリウは……危険なのか」

「安全ではないわ。誰ひとりとして」

　それだけ言い残して、ミズーは席を立った。伝えられることは伝えた。あとは、この頼りない男が娘の身を守ってくれると期待するよりほかにない。

　あとは。自分は自分で、彼女にしかできないことをしなければならない。

（彼らを追ってきているはずの黒衣を……始末する）

　と。

「待ってくれ。いざという時に、力を借りたい。連絡を取る方法を──」

　追いすがってくる彼に、ミズーはかぶりを振った。

「それは勧すすめられないわね。わたしにとってもあなたたちにとっても、厄やつ介かい事ごとが二倍になるだけよ」

　そのまま、置き去りにして足を進める。

　人の流れに逆らわず、歩いていくと──

　視界の隅すみに、顔かお馴な染じみになった姿が入ってきた。瘦やせた若い男。蜘く蛛もかバッタを思わせる。

「もういいっすか？」

　ペインの部下の連絡員だった。人混みの中で、決して誰の耳にも残らないような素そ朴ぼくな声音で聞いてくる。

　ミズーはうなずいた。同じく、抑おさえた声で、

「ええ、ありがとう。もうジュディアにも隠かくす必要はないわよ。黒衣の動きは？」

「あるっす。あの連中を追って黒衣が三人、街に入ったっす。場所は、一番地の公こう舎しや。さすがに公舎の奴やつらを買収すんのは無理なんで、詳くわしいことは分からねっす」

　顔を近づけて、彼は耳打ちしてきた。

「あと、それとは別にもうひとり。黒衣が軍ぐん隊たいを連れて街に近づいてきてるって話っす」

「軍隊？」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを聞かされて、訊きく。と、彼が説明を付けてくれた。

「特とく務む騎き士しっす。軍ぐん属ぞく精せい霊れい使いってやつで。ノニ・イシュカリス。筆頭軍属精霊使いの大物っすよ」

「どうしてそんなものが？」

　ミズーは質問を重ねたが、連絡員は明らかに理解の範はん疇ちゆうを越こえた出来事にいちいち悩なやむつもりもないらしく、推測を語ることもしなかった。確かにそれが正しいのだろう──あきらめて、ミズーは分かることだけを口にした。

「まあいいわ。そいつらが合流する前に、先着の三人を始末しないとまずいわね」

「そうっすね。ただ……」

「ただ？」

「これ、ボスからは言うなって言われてるんすけど、内ない緒しよってことで。ヘルケル・パナンタを取とり逃にがしたっす」

　彼はまた耳打ちしてから、人通りの中にボスの耳でも見つけたかのように恐おそれの眼めを投げた。と、さらに続けてくる。

「おかげでボスはかんかんっすよ。ファミリーを追放された奴やつもいたくらいで。まあ街中に手勢を出してるんで、時間の問題で見つけられると思うっすけど……今度は捕とらえるつもりはねぇす。殺すことになるっすよね、ボスが怒おこってるし」

「まあいいわ。もう今さら手札もないでしょうし、彼がわたしに突っかかってくることもないでしょ」

　さほど興味を持たずに、ミズーは告げた。慎しん重ちように彼が言ってくる。

「でも、一応注意しといてくださいっす。俺がボスの言いつけ破って言った意味ねぇんじゃ悲しいっすから」

「分かったわ」

　ミズーは彼の耳打ちから身体からだを引いた。




　宿やどにもどると、やはりジュディアはそのままで寝ね転ころがっていた。だが眠ねむってはいなかったようだった。

　ミズーが部屋に入ると、彼女は身体を起こして言ってきた。

「既すでにフリウ・ハリスコーはこの街に来ているそうよ。黒こく衣いも」

「そう」

　なんの気なしにうなずいて、ミズーは部屋の隅すみに帽ぼう子しを放り投げた──もう被かぶることもないだろう。花はな飾やざりを乗せたまま帽子は回転して壁かべに当たり、そのまま床ゆかに転がった。服を脱ぬごうと、背中に手を回す。

　と、ジュディアが聞き返してきた。

「知ってたの？」

　しまった──失しつ策さくを認めてミズーは視線を外し、渋じゆう面めんを隠かくした。自然に聞こえるように慌あわてずに言い返す。

「ええ。ついさっき聞いたわ」

　少なくとも噓うそではなかった。ジュディアはなにも言ってこなかった。腕うで組ぐみして、自分の剣けん帯たいを床から拾い上げている。その隙にのぞき見た横顔からは、彼女は特に見たまま以上の感情はのぞかせていなかった。剣を吊つるベルトを二本、腰こしに回して留とめ金をかける。狭せまい客室にその音が響ひびいた。

「ペインから呼びかけがあったわ。手勢を貸してくれるそうよ」

「いないほうがいいわ……黒衣が相手なら」

　剣帯の留め金よりははるかに小さいが、やけに手て強ごわい服のホックを外す手を止め、ミズーはつぶやいた。

　ジュディアもそれは同感だったようだが、それでも言ってくる。

「ペインは手勢を出すよりほかないのよ。守るべき体面があるから。それに、彼が手下を使って人の目を遠ざけておいてくれるから、こんな街中で黒衣と戦えるのよ」

「策はあるの？」

「あなたこそ、どうなの？」

　手が止まったことを、服が脱げなかったせいだと思ったのだろう。ジュディアが後ろに回り込み、手伝おうとする──その手が背中に触ふれる前に振り向いて、ミズーは眼を見開いた。

「どういう意味？」

「この前黒衣と戦った時は、手も足も出なかったんでしょう」

「わたしは五人の黒衣と戦って、四人を──」

「どうかしら。六人の人間がそれぞれ全員死ぬほどの怪け我がをして、たまたまふたりが生き残っただけじゃない？　本当にあなたが勝ったと言えるの？」

　なにも答えられないままミズーは、ほとんど引きちぎるように服の留め金を外した。それを見てジュディアが、伸のばしていた手を下ろす。

　こちらが着き替がえを続けるうちに、女剣士はそのまま部屋を回って、散らかった床から必要なものを拾い集める。ミズーの剣帯、ポーチ、革かわ製せいの胴どう鎧よろい、そして今ではすっかりジュディアのものになってしまった斧おの……

　だがミズーのマントと獅し子しのプレートにだけは、ジュディアは触れようともしなかった。ベッドの頭に丁てい寧ねいにくるんで置いてあったそれを拾い上げ、ミズーは着替えを終えた。最後に髪かみを解ほどいて、いつもの形にまとめ直す。武器をジュディアから受け取り、ようやく口を開く気になった。

　一度息を吸ってから、ミズーは訊たずねた。

「あなたなら、もっとうまくできたとでも言うの？」

「どうかしら。その場にわたしだけがいたとしても、もっと無ぶ様ざまだったでしょうね」

「なんなの！」

　拍ひよう子し抜ぬけして、声を大きくする。

　ジュディアは鞘さやごと斧を背せ負おって、位置を確かめるように二、三度肩を揺ゆすりながらあとを続けた。

「でも今ここには、わたしだけがいるわけでも、あなただけがいるわけでもないから」

「……組織の力だと言いたいの？　わたしは断ったはずよ」

「覚えてるわよ」

　簡単に女剣士はうなずいて、こちらの頭から足先までを眺ながめ回した──

「準備はできたようね。決行は夜よ。まずは、ペインのところでミーティングを済すませましょう」

　と、ジュディアは返事も待たずに背を向けた。




　決行は夜。

　噓うそではなかった──疑っていたわけでもなかったが。打ち合わせを終え、日が沈しずんだ頃ころ。ミズーは既すでに公こう舎しやの見えるアパートの一室にいた。窓から離はなれ、陰かげに座り込んで時を待つ。部屋はつい先ほどまで誰だれかが住んでいたとしか思えなかった。ペインが住人を追い出したのだろう。借り主は若い男、それも独り暮らしか。台所から臭におってくる、溜ため込んだゴミの腐ふ臭しゆうが鼻についた。

　なんのことはない。さっきまで泊とまっていた自分たちの部屋とよく似ている。

　それに気づいてミズーは苦笑した。

　ジュディアは窓の横に張り付いて、消えゆく夕日に眼を細めていた。色白の顔に朱しゆが差して見える。

「計画は分かってる？」

　一時間以上もの沈ちん黙もくに続いて、聞こえてきたのはそんな言葉だった。ミズーは顔をしかめ、答えた。

「……ペインの手下があの公舎にちょっかいをかける。黒こく衣いが出てきたらわたしたちが仕し留とめる。こんなのが計画と言えるの？」

「あなたにとっての計画ってなに？　精せい霊れいを使って建物ごと踏ふみつぶす？」

「わたしは──」

　と、言いかけた言葉を飲み込ませる振しん動どうが建物を震ふるわせた。

　爆ばく音おんはない。恐おそらくは、水すい晶しよう檻おりを使った爆発物だろう。だが建材が破は壊かいされ飛散する物音だけは聞こえてきた。間違いなく公舎の方角だった。小規き模ぼだが、火の手もあがっている。街に被ひ害がいを出すほどではないが、爆発と同時に公舎に火をかけたのだろう。確かに、騒さわぎを大きくしないで公舎にだけダメージを与あたえている。

　陽が落ちて、街は急速に暗がりを増やしていた。窓の外をにらんで、ジュディアがなにかを探している──彼女の視線を追って、ミズーは後こう悔かいした。窓のすぐ下にある通りを、一目散に走っていく人ひと影がげがある。

「気がきいてるじゃない？」

　赤毛のかつらを被かぶり、作り物の髪かみと真しん紅くのマントとを翻ひるがえして駆かけていくペインの手下──あの連絡員だ──を指さして、ジュディアが言ってみせた。こんな時だけ、妙みように可お笑かしがっている。

　彼女の揶や揄ゆは無視して、ミズーはつぶやいた。

「子供騙だましよ」

「黒衣は出てくるかしらね」

「わざわざこんなことをしなくても、本物が出向けば出てくるわよ」

　公舎を見やって、告げる。この辺境の主おもだった街に立てられている公舎に、なんの役割があるのかといえば、大したことではない──つまり用事があった時に使うかもしれないという理由で建てられているに過ぎない。建物の管理は通常、街のほうが行う。それなりの邸てい宅たくだが、ペインの屋や敷しきほどのものではなかった。

　ふと身体を横に向け、ジュディアが動くのが見えた。彼女は置いてあった斧おのを担かつぎ上げ、窓から入ってくる冷気に吐息を混ぜた。

「……行きましょう」

　それだけを声にする。

　言われずとも気づいた。やはり同じ下の通りを、黒い影がふたつ──比ひ喩ゆではなく文字通り黒い人影がふたつ、先ほどの連絡員を追っていくのが見えた。

（黒衣……）

　黒衣がふたり。歩くよりは速く、かといって急ぎすぎず進んでいく。足音も、走る息いき遣づかいすらもない。起き上がった影のように、一瞬の悪お寒かんでしかないように、音もなく疾しつ駆くする。

　ジュディアは鞘から斧を抜いて、それを提さげたまま窓から離れた。斧一本だけで重すぎるということだろう。剣帯はペインの屋敷に置いてきている。

　言葉が必要なくなったことを感じていた。落ち着きをすら覚える──ミズーはわずかにかぶりを振った。これから殺し合いが始まる。

　吐き出せなかった言葉を、ミズーは胸中でつぶやいた。

（わたしは……これを生業なりわいにしてきたのよ）

　剣を抱だいて、夜へと踏ふみ出す。

　街に人通りがない。それに関しては、ペインの手て際ぎわに感かん嘆たんするよりほかなかった。アパートの玄げん関かんから飛び出して、心地よく夜気に抱かれる。

　先を行こうとするジュディアに視線をやると、女剣士はアパートを出て曲がることをせずに、そのまま不自然に真まっ直すぐ走って──正面の壁かべに激げき突とつした。それほど強くではないが、痛みにうめき声をあげている。そのまま起き上がってこない。

「……なにを？」

　なにをしているのか。訊きこうとして。

　殺気を察して、ミズーは飛び退のいた。肌はだをかすめてなにかが飛んでいく。視界に光量が足りず見えにくいが、矢のような形に見えた。

　飛んできた方向はすぐに理解した。一挙きよ動どうで剣を抜き、向き直る。玄関脇わきに設置されている防ぼう火か槽そうの陰かげから、ゆったりとした衣をまとった男が飛び出してきたところだった。

　男は携たずさえていた小型の無音弓を捨て、素す手でで殴なぐりかかってきた。鍛きたえられた拳こぶしの気配が正面から迫せまってくる。ミズーは身体をひねり込み、その男の拳を剣で受けた──男の拳は割れなかった。石で殴られたような音と感かん触しよくを残して、こちらの身体を後方に押し込もうとする。

　ミズーは逆らわず、地面に倒れた。転がって距離を稼かせぐ。起き上がると間近に男が迫っていた。剣を捨て、無手で構える。撃うち込まれた男の拳けん撃げきを、ミズーは両手で受け流した。と同時に敵の胴どうを蹴けりつけ、反動で飛び退く。

　今度は、彼は追ってこなかった。

　そして──

　ミズーはぎょっとして、自分の手を見下ろした。銀色の細い糸が絡からみついている。その糸は真っ直ぐに、襲しゆう撃げき者しやの身体へとつながっていた。

（念ねん糸し……⁉）

　その驚きよう愕がくには答えずに。

　男は、世間話のようにゆっくりと言ってきた。

「黒衣と戦うんだってなぁ……隙すきができるに違いないと思っていたよ」

「ヘルケル・パナンタ……」

　その賞金稼ぎの名前を思い出し、ミズーはつぶやいた。

「参ったね。本当に参った」

　ヘルケルはこちらの言葉をまったく無視して、あとを続けた。得意満面な笑みに、白々しく苛いら立だちが混じっている。話したくて仕方がないとも見えた。

「最初はね、ほかの連中を先走らせて──お前たちのうち一方でも片づけてくれればと思っていた。だがあっさり返り討うちじゃあどうしようもないな」

「いい加か減げんしつこいんじゃない？」

　念糸の巻き付いた腕うでを引き寄せて──それで解ほどけるようなものではないが──、ミズーは告げた。完全に虚きよを突つかれた。念糸を逆行し、こちらも念による攻撃を仕掛けることはできる。が、間ま違ちがいなく敵の念糸が効果を発はつ揮きするほうが早いだろう。

　少なくともヘルケルには、その確信があったに違いなかった。ミズーが落としていった剣の刀身を踏ふみつけ、その場で告げてくる。

「わたしが精せい霊れい使いだからだと聞けば、この執しゆう着ちやくにも納なつ得とくしてもらえるだろうよ。精霊と雇やとい主を同時に失った在野の精霊使いさ。だが、貴様のレッドライオン──ミズー・ビアンカの獣じゆう精せい霊れいを手に入れれば、在野のままではない」

　と──

「どうかしら。せめて在野の精霊使いとしてでも生きていきたいでしょう？」

　ジュディアだった。ようやく身体を起こして、苦しげに息を吐はきながら斧おのを構かまえる。

　女剣士の動きは、目に見えて鈍にぶかった。眼を凝こらさずとも、彼女の胸に小さな矢が刺ささっているのが分かる。胸とは言っても肩かたに近い。致命傷ではないだろうが、暗殺用の小型の弓には、普ふ通つうは毒どくが塗ぬってあるものだ。

　それを分かっていないわけではないだろう──ジュディアはそれでも気丈に武器を掲かかげてみせた。言い放はなつ。

「どちらか一方を片づけさせようと思った……とはよく言ったものね。あなたの切きり札ふだが念糸では、二対一では戦えない。そうよね？」

「ああ……分かってるさ。仮にこれで俺がミズー・ビアンカを殺しても、その瞬間にあんたに殺されてるだろうねぇ。だが！」

　まるで狙ねらったかのような一撃だった。高らかな宣せん言げんとともに。

　ジュディアの上半身が吹ふき飛んだ。下半身が遅おくれて、その後をついて転がっていく。
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　彼女の身体が分断されたのではないか──そう思えるほどの威い力りよくだった。飛来したなにかに薙なぎ払はらわれて、また壁に激突するまで転がっていく。転倒が止まると、今度こそジュディアは動こうとしなくなった。突き刺さるように、巨きよ大だいなブーメランが女剣士の身体にめり込んでいる。

　咄とつ嗟さに、ミズーは飛び出そうとしていた。が、

「動くな！」

　ヘルケルの制止に、身体を止めた。

「動くなよ……鼻息ひとつ吹いてみろ。わたしの念糸は敏びん感かんだ。お前がなにをしようとしてもすぐ伝わってくるぞ」

　彼の脅おどし文句は無視して──だが動くことはせずに、上を見回す。夕暮れから夜へと移る薄うす青あおい夜空の星に映はえて、以前見たことのあるものがまた見えた。アパートの屋根に立っていた人影が、死角へと素す早ばやく引っ込んでいく。

「ダービン・ダン……まさか？　ペインがあの女も逃がしたの？」

「お前の言うその女は、この街で拾ったただの女だ」

　種明かしを楽しむように、ヘルケルは優ゆう雅がに腕を一振りした。

「ダービン・ダンとは、仕事のたびにわたしが使う殺し屋のことさ。いまだ、自分がダービン・ダンだと知らずにいる奴もいる。わたしの念糸は、記き憶おくを植え付けるのさ──かつてわたしが名乗っていた名前、ダービン・ダンの記憶と意思を！　そして貴様も傀儡くぐつとなれ！」

　念糸を伝わって、なにかが来る──

　意識してミズーは身体を固くした。構えて防げるものではない。念糸能力は、思念をつなげた物体に有無を言わさず効果を発はつ揮きする。それでもミズーはつながっている念糸を遡さかのぼって敵の身体を焼き尽つくすことを念じた。だが、相手が戦い方も知らない素人しろうとの念術能力者ならばともかく、精霊を駆かるほどに訓練された念糸使いでは、後ご手てを取って敵かなうはずもない。

　分かっていた。この勝負は負ける。黒こく衣いが相手ではなく、横やりを入れてきただけの賞金稼かせぎに負ける。

（油断していた……わたしが油断していた。ヘルケルが逃げたってことは聞いていたはずだったのに）

　戦うことをあきらめたわけではなかった。なおも念糸にすがりながら、ミズーは敵ではなく別のものを見ていた──倒たおれたまま動かないジュディア。生きているのかどうかも分からない。

（この結果は、わたしが招まねいた！）

　膝ひざが砕くだけるほどの寒気とともに叫ぶ。

　その寒気は、外から来たものではなかった。心の内から、吹雪ふぶきの日に扉とびらを開け放つように、猛もう烈れつな突とつ風ぷうと氷の破片とが吹き込んでくる。

　だが。

　だが恐らく……きっと……まだ勝つ手がある。

　ミズーは眼めを見開いた。今度はほかのなにかではなく、敵を見み据すえていた。身体中が粟あわ立だつ。獣じゆう化かの恍こう惚こつに、骨の芯しんから疼うずく痺しびれが沸ふつ騰とうしてくる。

　彼女は、吼ほえようと、した。

　吼えようとしたところで、異変に気づいた。

「…………？」

　時間が止まっているかのようだった。が、それは獣けものの瞬間ではない。まぶたを上下させてミズーは成り行きを見守っていた。身体が動かない。いや、動けないほどの短い時間でしかなかった。

　その寒気は、内から来たものではなかった。真正面にいる男。賞金稼ぎ。ヘルケル・パナンタ。その男から。

「……なんだ、これは？　誰の念糸」

　彼は不思議そうに、そうつぶやいた。彼の右足に、誰のものとも知れない銀色の念糸が紡つむがれている。

　ヘルケルは黙だまり込んだようだった。いや、そうではなく、喘あえぐように口だけを動かしていた。声が出ないらしい。やがて本当に動きを止めて──賞金稼ぎの顔面に、恐きよう怖ふの色が浮うかんだ瞬間。

　彼は逃にげようとしたのだろうと思えた。だが右足が崩くずれて倒れた。そのまま、全身を腐くさらせ壊え死ししていく。

（凍こおらせた……）

　ヘルケルの念糸も消えていた。自由になった右手を見下ろし、ミズーは振り向いた。念糸を放ったのは、ジュディアだった。彼女は倒れた姿勢のまま、風に巣すを張る蜘く蛛ものように、銀色の糸をかき消した。

「余計な……殺しを、して……しまった……わね。最悪……」

　ミズーが駆け寄るまでに、そのつぶやきが耳に入った。

　うわごとのように言葉を発するジュディアのもとに、ミズーはかがみ込んだ。忌いま々いましいブーメランを放り捨て、容よう態だいをうかがう。一いち瞥べつしダービン・ダンの気配を探さぐったが、もう逃げたのだろう──念糸で操あやつられていただけならば、もう無害と思っていいはずだった。どのみち、追つい撃げきするつもりもない。

　思った以上にジュディアは重傷だった。飛んできた棍こん棒ぼうにはわざわざ刃が打たれて補強してあったが、運が良かったのだろう。この手て練だれの女剣士は、刃そのものは斧おので受け止めたらしかった。ただ威い力りよくに押されてひどく転てん倒とうしている。骨折もしていた。箇か所しよは直撃を受けた胸だった。既に腫はれ上がっている。触ふれようとすると、ジュディアはその手を取って首を左右に振った。

（もう……手て遅おくれって意味？）

　初めて見る、その女剣士の弱々しい眼まな差ざし──いや、確か前にも見たような気がする。ほんの一瞬だけの、意味を理解できなかった眼差し。それを見つめ返してミズーは指先を震ふるわせた。

　だが、手遅れかどうかは別として、ジュディアの意い図とは違ったようだった。

「……聞いて欲しいのよ……少しだけね。わたしがイムァシアで不要となったのは、念糸能力がなくなってしまったから」

　と、怪け我がの痛みに身体を戦慄おののかせる。顔中に浮かべた脂あぶら汗あせが、鼻の下に溜たまっているのが見えた。

　ミズーは告げた。

「黙だまって。あとで聞くわ」

　が、ジュディアは無視してあとを続けてくる。

「理由は分からない……でも、それほど珍めずらしいことでもないらしい。歳としを取って、自然に力がなくなってしまうのは。わたしは念糸能力を失って──」

　手のひらを見ればその秘密が分かるとでも言いたげに、彼女は自分の手を掲かかげてみせた。朦もう朧ろうとつぶやきは続く。

「妙みようなものね。今は……できた」

（折れた骨が内ない臓ぞうに刺さっているかもしれない）

　彼女の声が奇妙にかすれていることに気づいて、ミズーはうめいた。転がった際に抜け落ちたのだろう。ジュディアの肩にはもう矢はない。それに塗ぬってあったかもしれない毒のことが気にかかった。

　迷まようように、手探りする──突とつ然ぜん、ジュディアにその手を摑つかまれた。彼女は意識が明めい瞭りようになったのか、はっきりと言ってくる。

「行きなさい、早く。ミズー・ビアンカ。身を隠かくして。既に黒衣を二人敵に回してるのよ。今の騒さわぎでもどってくるかもしれない。ぐすぐずしている暇ひまはない」

　反射的に、彼女の手の中から逃げようとした。だが、思いのほかジュディアの力が強い。

　ミズーが見ているうちにも、言葉を継つぐたびにジュディアは身を震わせていた。いつもと変わらない、義務的な姿。淡たん々たんと、必要なことだけを言ってくる。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ……ここで死んだふりでもしてるわ。うまくいけば、黒衣がわたしの生死を確認しようとする時に奇き襲しゆうがかけられるかも──」

「嫌いや」

　自分でなにを言ったのか分からなかった。

　ミズーは己おのれに聞き返す心地ここちで、耳をすました。鼓こ膜まくに残った自分の声。

「え？」

　実際に問い返してきたのはジュディアだった。口元に血を滲にじませて、わけが分からずに啞あ然ぜんとしている。

　分からないのは、自分でも同じだった。ミズーは倒れているジュディアの身体を抱かかえ上げようと手を回した。力が入っていない女戦士の身体は、馬車に轢ひかれた蛙かえるのように柔やわらかい。骨が砕くだけているわけではない……が、戦う力を失った人間の身体は、ここまで頼たよりない。

　それを感じて、背せ筋すじが凍る。ジュディア・ホーントは手て強ごわい相手だった。それが今、抱きかかえようとするとこぼれて落ちるほどに無力な身体になっている。

　得体の知れない嫌けん悪お感かんが胸にわだかまる。ジュディアに対するものではない──ただ、自分がなにか、ひどく危険で致ち命めい的てきなことをしようとしていると、本能が警けい告こくを発していた。ジュディアの言っていることのほうが正しい……黒衣がもどってくるならば、彼女を安全な場所に運ぶ時間などない。

（ほうっておけばいい。いい厄やつ介かい払ばらいになる）

　思いつく。自分に言い聞かせる。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいの面めん倒どうな監かん視し役を、ここで振り切ることができる。このまま立ち去るだけでいい。どのみち、この女がなんだというのか──こちらが拒きよ絶ぜつしたにもかかわらず、勝手につきまとって死んでいく。ただそれだけのことだ。

　口の中でそう唱となえながら。それが空くう虚きよに散っていくだけだというのも分かっていた。

　ミズーはジュディアの重心を押さえて、躊ちゆう躇ちよなく抱え上げていた。

「ペインの屋や敷しきに運ぶわ。医者のひとりくらい飼かってるでしょ」

　ジュディアが抵てい抗こうしなかったわけではなかった──が、身体の半分が動かない状態ではなにもできない。ただ、困こん惑わくしながら懇こん願がんしてくる。

「お願いだから、意い固こ地じにならないで。わたしはあなたの助けにならないといけないのよ──それに黒衣は今日ここでなんとかしないとならない。分かるでしょう？　奴やつらは明日には、フリウ・ハリスコーを狙うわよ」

　はたと手を止めて、ミズーはつぶやいた。

「わたしは……」

　なにかを言い返そうとしたが、言葉が出てこない。確かにこれは最悪のタイミングだった。黒衣にこちらの存在を示してしまった上、目と鼻の先にフリウ・ハリスコーがいる。ベスポルトとの約束を守るならばあの娘は守らなければならない。その上、軍ぐん属ぞく精霊使いまでもがここに向かっているという……

（どうすればいい？……どうすれば）

　必死に考えを巡めぐらせる。

　天てん秤びんの片側には、ジュディア・ホーントの生命がかけられている。

　ミズーはその反対側に乗せられているものを数え上げていった。フリウ・ハリスコーの身み柄がら。ベスポルトとの約束。ミズー自身の安全。ここで黒衣を無視して逃げ出せば、ペインはどんな顔をするだろうか──必要なことも、どうでもいいことも含ふくめて、次々と浮かんでは消えていく。

（どちらかを取るしかない……？　いえ）

　閃ひらめきが、彼女を救すくった。ジュディアを抱きかかえたまま、念糸を紡つむいで肩かたにあるマント留どめの水すい晶しよう檻おりへと結びつける。

「出よ！」

　その叫さけびが開門式だった。熱気が渦うずを巻き、先刻の公舎に仕し掛かけられた小ぼ火やなどとは比ひ較かくにならない、本物の爆ばく音おんが大地を轟とどろかせる。炎ほのおに包まれて実体化したのは、火か炎えんを身にまとった巨きよ大だいな獅し子しだった。

　控ひかえる獣精霊へと視線を止めて、ミズーは告げた。

「ギーアに運ばせる」

「え？」

　ジュディアが反問してくる。が、有無を言わせずミズーは続けた。

「あなたもわたしも同じよ。ギーアは絶対に助けてくれる！」

「そうじゃなくて、精霊なしであなたは黒衣とどう戦うの！」

　わめく彼女の身体を、ミズーは獣精霊に差し出した。ギーアは子こ猫ねこを咬かむようにジュディアの胴どうをくわえ込んだ。精霊への恐れがあるのか、ジュディアは半はん狂きよう乱らんに叫んでいる。

　精霊がジュディアを傷つけなかったことに安あん堵どしながら、ミズーは独りごちた。

「死ななければいいんでしょう。死ぬもんか……」

　と──

　それが聞こえてしまったらしい。ジュディアが声をあげた。

「駄だ目め！　獣を起こしては駄目！　やめて、ミズ───」

「行きなさい。ギーア」

　獣精霊は言葉が終わるより早く、大地を蹴けって指示に従っていた。無む抵てい抗こう飛行路に入ったのか、姿が見えなくなる。

　その場に立ち尽くし、ミズーは息をついた。我われ知らず、身体に力が入っていたのだろう。強こわばっていた肩を手で揉もんでほぐす。

　あたりを見回して、自分の剣を拾い上げた。それを鞘さやにはしまわずに、夜の気配を待ち受ける。

（わたしは……なにをしたの？）

　自分でもよく分からなかった。非合理的なことをしたということだけは理解できる。そしてもうひとつ、理解できたことがあった。

（わたしは、彼女を助けようとした。意味もなく。意味がなかったから、彼女にはそれが理解できなかった）

　薄はく暮ぼの中で、夜風が闇やみを増していく。だがそれでも今は夜に溶け込まずに、自分がここにいると感じる。

（彼女には理解できなかった。わたしが今まで彼女を理解できなかったのと同じように）

　イムァシアの子供。

　とうに分かっていたはずのことだった。

　自分と彼女は、同じなどではない。境きよう遇ぐうが似ていたとしても、決して同じなどではない。

　分かり合うこともない。

　誰だれに対しても等しく存在する暗く深い溝みぞが、理解できない隔へだたりが、やはりジュディアとの間にもある。ないはずがない。当たり前だ。あるはずだ、ないはずがない。

　自分と彼女は違う。

　確かに違うが、そんなことを気にしていたのは自分だけだった。

　たとえ触ふれることは難しくとも、差し伸のべられた手はそこにあった。

　これから先も触れることはできないのかもしれない。永遠にできないのかもしれない。だがそれでも、差し伸べられた手はそこにある。

　それを疑うことは賢かしこい──信じることは愚おろかだ。だがどちらも同じことだ。

（彼女がなにをしたかったのか、ようやく分かった……三か月もかかって、ようやく分かった）

　ミズーはゆっくりと頭を回した。螺ら旋せんの上を歩くように。肩かた越ごしに背はい後ごを見やり、そしてそのまま上半身をねじり、身体の向きを変える。どこを向けばいいのか分かっていた。道の一方──先ほど黒衣たちが走り去っていった方向に。

　黒くろ装しよう束ぞくと仮か面めんの出で立ち。黒衣がふたり、立っていた。

　否いな──

「いい夜だ。ベスポルトの娘むすめを追っていて、まさかお前に会えるとはな、ミズー・ビアンカ。我わが家族」

　黒衣のうちのひとりが、呼びかけてきた。黒衣ではない。

　まぶたを半分下ろして、ミズーは答えた。

「待っていてくれてありがとう。わたしもまさか、ここであなたと会うことになるとは思ってなかったわ」

　間合いを測はかりながら、敵の出方を見る。黒衣は──黒衣と、黒衣の格かつ好こうをした黒衣ではない男は、ともに動こうとしない。身動きひとつしないため、どちらが話しているのかすら見分けるのに苦労するほどだった。

（どちらなの……？）

　にらみつけ、観察する。

　ふたりを同時に仕し留とめる方法はない。ならば、どちらかを先に倒さなければならない。この迷いは、致命的なことになりかねなかった。

　こちらの思いを察したか、単に面おも白しろがっただけか、黒衣に扮ふんするその男──契けい約やく者しやウルペンは耳みみ障ざわりに哄こう笑しようした。

「まったく、帝ていも精霊の使い方もろくにわきまえていないあんな小娘より、お前をこそ恐おそれるべきだ……重傷を負い、戦う力を失ったのだからひとまずほうっておいても良い──こうのたまったものだ。本当に、愚かな御お人ひとだよ。八年前のあの日をもう忘れてしまったのか。あの業ごう火かの力を！」

　彼の言っている意味は分からなかったが。

　少なくとも、黒衣のどちらがウルペンなのか。その男が愉ゆ悦えつに満たされ天を支えるように両手をあげたことで知れた。あるいは蛇へびが鎌かま首くびをもたげたようにも見える。

　どちらであれ、ミズーは無言で受け止めた。彼は自制しようともしていない──仮面からはみ出すほどに大口を開け声を大きくしていく。赤黒い口こう腔こうをすらのぞかせて。

「あれは凄すさまじい力だった……そして、美しい力だった。俺おれは忘れない。決して忘れることはない。あんな小さな子供が、その身体からだひとつだけで、帝てい国こくの威い信しんすべてをぶつけても揺ゆるがない力を振るった。そうだ。彼女はそれを、獣けものの瞬しゆん間かんと呼んでいた」

　その単語にだけミズーは反応した。だがこちらが問い返すより先に──かなりの早さだったことは確かだ──、彼は腕を下ろして平静に話の向きを変えた。仮面の下から告げてくる。

「俺としては、お前と話がしたかったんでね。この機会は僥ぎよう倖こうだよ」

「わたしも……聞きたいことがあるわ。たっぷりとね」

　剣を摑み直し、渇かわいた喉のどに唾つばを吞のんでミズーは、明らかになったウルペンへと対たい峙じした。もう一方、物言わぬ黒衣へも視線を分けながら、出方を待つ。

　ウルペンは、小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。

「なにを？　契約のことか？　その様子じゃあ、いまだなにも分かっていないのか？」

「契約なんて、今のわたしにはどうでもいい」

　やつれたベスポルトの姿を思い出し、ミズーはつぶやいた。あの男にすべて任せてしまっても良いのかどうかについては、いまだ懐かい疑ぎ的ではあったが──

　迷っている場合でもなかった。

「アストラのことを話しなさい。ウルペン」

「さて……」

「とぼけないで。高地の村で、あなたはその名前を言った」

　問いつめようと、足を踏み出して。

　ミズーは気づいた。ほんの一瞬視界から外れた間に、もうひとりの黒衣が姿を消している。

　空が暗くなった。壁かべの上を黒衣が駆かけてくる。その黒装束が夜空をなおさら暗いものにしていた。後ろに回り込もうというのだろう──させじと、ミズーは後退するように走り出した。壁を渡る黒衣と併へい走そうして、後ろ手にポーチから投とう剣けんを取り出す。

　裏をつくことはあきらめたのか、黒衣が壁から飛び降りてきたのはそれと同時だった。左手の投剣を投げつけて、ミズーは剣を構えた。無理な体勢が祟たたって、必殺のタイミングが摑めない。投剣は命中したものの、刃を突き立てることなく黒衣の服に跳はね返された。黒衣が両手を振り上げる。鈎かぎのような武器をそれぞれの手に携たずさえ、落下の勢いに任せて叩たたきつけてくる。

　片方の鈎は剣で受け、もう片方は身をよじってかわす。尖とがった鈎に引っかけられないうちに、ミズーは後ろに跳んだ。黒衣はその場でもう一度、かぎ爪づめを振った。とどかない間合いだったはずだが、黒衣の武器は突とつ如じよとしてこちらへと飛び出してきた。射出された鈎は黒衣の袖そでの中に細い鎖くさりでつながっている。剣の腹でそれを打うち払はらい、ミズーは攻こう勢せいに転じようと踏み出した。相手が一方の武器をなくした今が好機だった。

　が、その出鼻をくじくように黒衣は左手のかぎ爪をも射出した──今度は身体ごと軌き道どうの外に逃れ、今度こそ飛び込もうとかかとを地面に食い込ませる。だが相手を見やって、ミズーは舌打ちした。左手の鈎を放つと同時に、右手の鈎は敵の手元にもどっている。鎖は服の中で一本につながっているらしい。右を放てば左が、左を放てば右が手元にもどる。総じて隙は生じない。そういった仕掛けなのだろう。

　三度、黒衣が鈎を投げつけてくる。ミズーはそれを剣で受け止めた。が、今度は鈎が刀身にかかり、鎖が絡からんでしまう。剣を奪うばおうと鎖を引く黒衣に抵てい抗こうして、ミズーは両手で柄を握りしめた。力で拮きつ抗こうし、宙に固定されたように剣が動かなくなる。と、首くび筋すじに冷ややかなものを感じた。

「お前が獣でないのならば、単に腕の良い殺し屋に過ぎない。それでは……黒衣には勝てない」

　背はい後ごからの声に、息が止まる。声はウルペンのものだった。そして、背中から喉のど元もとに当てられた短たん剣けんの刃やいばは氷のように冷たい。

　ミズーが動きを止めているうちに、ウルペンはさらに背中から身体を寄せてきた──不自然なほどに。仮面を通しても呼吸の気配を感じるほどに近づいて、耳元に囁ささやいてくる。

「奇き遇ぐうだが。俺も実は、アストラのことについて話したかったんだ」

　首に触れている短剣は、ぴくりとも動かない。首筋に刃やいばを当てながら、皮ひ膚ふ一枚として傷つけないほどに。その剣を持っているのは右手だろう。ウルペンは左手を、脇わきの下から前に回してきた。革かわ防ぼう具ぐの上から、なにかを探さぐるように身体に触ふれてくる。

「アストラは……俺の妻つまだ。あの契約の日、先せん帝ていから下か賜しされた。俺は業ごう火かの中で誓ちかった。誓ったんだ」

　やがて、なにも見つけないまま胸の間で手を止めて、彼が語り始める。触れられる不快感に身もだえしたい衝しよう動どうを抑おさえ、ミズーは聞き返した。顔が動かせないため、眼だけ動かして喉元の刃を見やる。

「誓い……？」

「誓いとは、確かなもののはずだ。このなにもあてにならない世界で、確かなものであるはずだ。決けつ闘とうの誓い、愛の誓い、友情の誓い、結婚の誓い……そして、契約。永遠の契約ならば、確かなもののはずだ。信じて良いもののはずだ。安あん堵どと安らぎをもたらす」

　背より抱かれて。呪じゆ文もんのように注ぎ込まれる言葉。

　ウルペンの呼気には熱気がこもっていた。湿しめった吐と息いきの音。毛を逆立たせるような感触。すぐにでも、この男の口を閉ざしてやりたい──できるならば永遠に。そう思うも、ミズーは耐たえて彼の言葉に聞き入っていた。

　首に痛みが走る。刃が少し食い込んだらしい。それが彼の意図的なものか、それとも自分が身じろぎしただけか。どちらかは分からなかった。

　彼の声に変化はない。そのままあとを続けてくる。

「あの日から八年。妻は眠ねむり続けている。死んだようにずっと。だが生きている。分かっている。契約が、妻を帝都にとどめている」

「アストラが生きている？」

「双ふた子ごか。だが匂いは違うようだ」

　それが限界だった。

　ミズーは剣を手放すと、一瞬の動作で首の短たん剣けんを払いのけた──両手で弾はじくように。反射的に刃を引いたウルペンに手の皮を切り裂かれたものの、その痛みは無視して背後の彼を肘ひじで打つ。密着したその男の身体を数度殴なぐっているうちに、正面の黒衣が動き出していた。剣が絡んでしまったためかぎ爪づめが巻きもどせないのか、足を振り上げ、蹴けりかかってくる。

　今度は打だ撃げきにうずくまるウルペンを無視して、ミズーは黒衣の蹴り足を下から蹴り上げ受け流した。相手の体勢が崩くずれることを期待したのだが、足に伝わってきた感触は重い土山のようだった。次いで低く蹴り足を放ってくる黒衣の攻撃から逃のがれるため、ミズーはウルペンの身体を踏み越こえて後方に逃れた──蹴り倒された彼の顔から、仮面が外れる。

　振り返らずにミズーは走っていた。腐ふ肉にくの塊かたまりとなったヘルケル・パナンタの軀からだを通り過ぎて、目指していたのはジュディアの倒れていた場所だった。そこに、彼女の置いていった斧おのが落ちている。

　数メートルの距きよ離りを、敵に背を向けて走る恐きよう怖ふ感はあった。だがそれでも振り向いて確認している暇ひまはない。地面に横たわった斧へとたどり着き、向き直ると、黒衣らはその場から動いていなかった。黒衣は鎖から彼女の剣を外し、そしてウルペンは殴られたまま、その場に膝ひざを落としている。足下に転がった仮面を拾おうとしたようだが……彼女が見ていることに気づいたからか。その手を止めた。

　予想していたことではあった──彼女がやったのだから。ウルペンの左眼は閉じていた。まぶたが裂さけたのか、かぎ裂きのような傷きず痕あとがある。

　彼は立ち上がる動きをすら止めていた。膝を立てた姿勢で言ってくる。

「そう……契約は、確かなものでなければならないだろうに。何な故ぜなんだ」

　距離が開いているため、聞き取りづらい。が、聞こえないほどでもない。ということは独ひとり言ごとではないのだろう。

「八年経たって……何故今さらになって、お前が契約を相続するのだ……そしてお前が本当に契約を相続したら……あれはどうなるのだ？　消えてなくなってしまうのか？」

　唐とう突とつに、その男は声を荒あららげた。拳こぶしを地面に叩たたきつけ、血を吐はくように叫んでくる。

「それとも、あれの代わりにお前を手に入れろとでもいうのか？　あれは俺のものだ。お前などには渡さん！」

「上等よ」

　正面から見み据すえて、ミズーは告げた。

「本ほん音ねを言う奴がどこにもいなくて、辟へき易えきしてたわ」

　だが──

　ウルペンはそれを聞いて表情から怒いかりを消した。蛇へびのような顔立ちに蛇のような笑みを浮かべ、蛇の攻撃音のような声音で言ってくる。

「俺の言葉を、本当のことだと信じてくれるのか？」

「……なにを言ってるの？」

　聞き返す。と、彼は立ち上がった。

「俺にはな、ミズー・ビアンカ。最初から、なにが確かなのか分からない！」

　あとは言葉は要いらない。

　宣せん言げんがなくとも、それは分かっていた。ミズーは足下の斧を拾い上げようとし、ふと思い立って気を変えた。同じ場所に転がっていたブーメランを手に取る。

　距きよ離りが見えていた。腰こしを落とし、水平に伸ばした腕うでの先に投とう棍こんを構かまえる。知っている距離。間ま違ちがいなく必殺の距離。それに気づいた。

（獣でなければ、黒衣には勝てない……本当に？）

　顔を伏ふせ、地を舐なめるように体勢を低くしていく。黒衣もウルペンも動いていない。黒衣の意い図となど分からない──が、ウルペンの自信に満ちた顔には見当がついていた。彼は死なない。そのことに、絶対の自信を持っている。

　炎ほのおの中……

　焼き尽つくす業ごう火かの中で、その炎が自分を焼かない、その煙けむりが己おのれを吞のみ込まないと信じるように。

「ミズー・ビアンカ」

　不要であるはずの言葉を、その男は吐はいてきた。

「お前は完全な獣になどなれない……あのアートは、アストラだけのものだ。そして彼女は俺のものだ」

（黙だまれ……）

　それだけを、ミズーは返した。息を止める。再び空気を必要とするまでには、戦いは終わっているはずだった。標的を見る必要もない。距離は分かっている。身体が覚えている。これは必殺の間合いだった。放てば、敵は死ぬ。

　必殺の間合い。必殺の距離。必殺の武器で息の根を絶つ。

　だがきっと当たらない。

　その確信が、意志を揺ゆらした。この怪かい物ぶつたちには必殺の距離が通用しない。高地の村でも通じなかった。どうしてか、絶対に当たらない。

（どうすればいい……？）

　獣を起こせば勝てるのだろうか。いつもならば自然と胸をこじ開ける虚きよ無むに、勢いがない。イムァシアの鐘かねの音も聞こえてこない。聞こえてくるのは──

　ブーメランを構える手のひらに、先ほど切り裂さかれた皮ひ膚ふの下から滲にじむ血の感触が広がっていた。あるいはそれは、この武器で倒された女剣士の血なのか？　耳元で囁くのはジュディアの声だった。鐘の音ではない。

　彼女はなんと言っていたか……

　殺されるより殺すほうがまずいこともあるって、まだ分からない？

（そうだ──）

　不意に、仕掛けが見えた。

（殺そうとしているから当たらない！　なら──）

　全力で、ミズーは武器を投げはなった。身体ごと一回転し大きく腕を振り上げ、敵の内ない臓ぞうめがけてブーメランを投げ込む。

　ウルペンは逃げようともしなかった。短剣を手にして、悠ゆう然ぜんとこちらを見ている。

　巨大な刃付の棍こん棒ぼうは。

　彼の右手の指を何本か巻き込んで、標的の後方へと飛んでいった。

　なにごとが起こったのか──数秒、ウルペンは顔を硬こう直ちよくさせた。そして指を欠けつ損そんさせた右手を抱だき込んで、悲鳴をあげる。

　ミズーは自分の手を見下ろした。手のひらが切れていたところをブーメランなど投げはなったため、皮が剝はがれてぼろぼろになっている。血で濡ぬれた指を握にぎりしめて、彼女は独りごちた。

（出血で手が滑すべったせいで……あれは必殺の距離にならなかった）

　わずかに外れていた。

　だから彼が守られることもなかった。

「契約が、確かなものですって？」

　嘲あざけるつもりはなかったが声は歪ゆがんだ。気き鬱うつな悦よろこびが、暗い身中を駆かけめぐる。絶ぜつ叫きようする契約者に、ミズーもまた叫びを突きつけた。

「帝都に行くつもりはなかった……けれど気が変わったわ。あなたは帝都で待っていなさい。今度はわたしがあなたの住すみ処かに踏ふみ込んで、アストラを取り返す」

「来させるものか。帝都は永遠の楽土だ。貴様なぞに……」

　負傷に顔を青ざめさせ、ウルペンが言ってきた。また倒れていたのだが、黒衣に肩を借りて立ち上がる。

「だが、来られるものならば来るがいい。俺はお前など恐れてない。彼女の前で決着をつける」

　捨すて台詞ぜりふを残して、黒衣らは去っていった。公舎にもどっていったのだろう──出てきた時と同じく、足音もなくもどっていく。

　夜に訪れた、夢ゆめのひとときのように。

　ミズーは嘆たん息そくした。







　エピローグ







　また……

　また、夢を見ていた。

　灰はいの降る夜のような。白んだ暗くら闇やみ。そこを辿たどる道。ミズーはそこに立ち尽つくし、夜と闇と、風とさむけを身体からだで感じていた。

　灰の荒野。炎ほのおが過ぎ去った後、焼けこげた大地の上に下りてくる冷気。雨の直前となる湿しつ気け。それを見ていた。

　彼女はなにもしゃべらなかった。だが、声が聞こえてきた。語りかけてくる言葉。

「この世界には、いつからか……隙すき間まが生じていた」

　ミズーは視し線せんを動かさず、それまで見つめていたものをそのまま眺ながめ続けた。なにもない夢の荒あれ野の。そこには人の心を満たすものは、なにもない。

　なにもない場所を、存在しないものを見つめ続けていた。

　声はどこからともなく響ひびく。白い闇。闇の奥おく。遠くもなく──近くもなく。

「ないものが、ある。そんな世界になってしまっていた」

　目前の風が割れた。砂の滝たきから分け出るように、赤い髪かみの女が進み出てくる。その女は姿を見せたところで足を止めた。

「それがわたしを遣つかわせた……わたしは御み遣つかい……わたしの言葉は御遣いの言葉」

　そして、そこで言葉をも止めた。

　光景は相変わらずだった。黄昏たそがれの眺ながめに、女がひとり加わっただけ。指先の感覚を奪うばうような灰色の冷たさもなにも変わらない。まるで乾かわいた吹雪ふぶきだった。視界を霞かすませ、感覚を失わせる。言葉を減へらす。無音の夢……

　鼻先に滞とどこおる空気の壁かべを破り、ミズーは嘆たん息そくした。告げる。

「なぞなぞなら、わたしも少しは得意になったわ。その謎なぞかけの答えはこうよ──つまりそれは、あなたの言葉ではない。その姿もあなたの姿ではない。あなたは誰でもない。あなたは誰でもいい」

　現れた女のマントが──あの赤い空の色が、翻ひるがえった。女は動いてはいない。風がもてあそんだだけだった。

　その女の顔を、懐なつかしいと感じた。悲しく。虚むなしく。愛いとおしくも。

　本能だ。ミズーは独りごちた。自分はその女を求める本能を持っている。人を求めることなど忘れていた──ずっと、長い間。

　だが思い出したから、今はそれを感じる。

　ミズーは問いかけた。その女の姿をした存そん在ざいに対して。

「それは、アストラの顔なの？」

「だとしたら？」

　表情にはなにも現さないまま──ただし瞳ひとみに傲ごう然ぜんたる魂たましいの嵩かさを封ふうじて、その女が聞き返してくる。ミズーは即そく答とうした。

「返しなさい。それはあなたのものじゃない」

「あなたの顔をくれたら返してあげる。どちらでも同じだもの」

「違ちがうわ」

　やんわりと、ミズーは告げた。そして──

　双ふた子ごの顔を持った女の身体が、揺ゆらぐのを見た。激はげしい衝しよう撃げきを受け、もんどり打って倒れるそれを見下ろしながら、ミズーは眉み間けんに力を入れた。苦痛に喘あえいで、女が顔をあげてくる。

　その女の背中に剣けんが突つき立っている。肉厚の、鉈なたのような形状をした剣が。

　ジュディア・ホーントの剣が。

　痛みをやり過ごすために荒あららげた呼吸をいくつか繰くり返し──女は、言ってきた。

「そう……あなたは力を手に入れたのね。獣けものの力でもない。組織の力でもない。一番ちっぽけで頼たよりにならない、弱い力を」

「でも、あなたを殺すためには最も有効な力。そうなんでしょう？」

　確信を込めて、ミズーは告げた。

「だから、あなたは恐おそれてわたしの夢に現れたんだわ。精せい霊れいアマワ……」

　精霊アマワは、否定も肯こう定ていもしなかった。

　だが、否定とも肯定ともとれる笑い声をあげた。

「たとえ殺すことができたとしても、たとえ壊こわすことができたとしても、現れたものを消すことはできない！　この世界には既すでに現れてしまった。それを消すことなんて誰にもできない！」

　冷たいものだけが降り積もる夢の中に、高らかに響き渡る。

「早くわたしを理解してちょうだい──早くわたしを解とき放はなってちょうだい！　そうすれば、あなたが一番欲しがっているものをあげる。契けい約やく者しやミズー・ビアンカ……」

　渦うず巻まいて消えていく叫び。

　溶けるように消えていく身体。

　去りゆくなにか。

　アマワが消え去っても、ミズーは夢から覚めなかった。朝までの時間を夢の淵ふちに立ち尽つくし──彼女は、知らない間にほおを一ひと筋すじ伝っていた涙なみだも拭ぬぐわなかった。







　あとがき







①　芸もなく床とこ屋やさんのこと




　なんか以前にもあとがきで床屋さんのこと書いたような気がするんですけど、まあそれはそれとして。

　同じ床屋さんでの話です。いつものように、髪かみを切ってもらっておりますと。

　隣となりにも客が来るわけです。

　聞くともなしに、ぼーっと隣の会話を聞いていたのですが。




　店員「どのようになさいますか？」

　客「ガンガンに」




　すげぇ。

　漢おとこを見ました。

　漢を見ました。




②　エンジェル・ハウリングのこと




　というわけで、この本の話です。既すでにお気づきの方もいらっしゃるかと思いますが。

　何な故ぜだろう。何故でしょう。

　なんでこの巻かんだけこんな妙みように分ぶ厚あついのでしょう……それともこれはなにかの陰いん謀ぼうなのか。わたしはなにかに騙だまされているのか。

　科学は神しん秘ぴを解かい明めいします。この現げん象しようを解明すべく、いくつかの要よう因いんをピックアップしてみました。




一．この巻でやっておかないといけないことを列れつ挙きよしてみた時、「あ、これは一冊で収おさまらないかー？」と思いつつ「まっ、なんとかなるか」と思ってしまった。

二．「ギャル出せー。ギャルが少ないんじゃー」とうめく担当さんの生いき霊りようが出たので、供く養ようのためにギャルを出してみたら登場人物がやたら増えた。しかもギャルは相あい変かわらず少ない。

三．おっさん＆小娘、久ひさ々びさの出番で張り切りすぎた。

四．「ぼく、もっとギャルが出てきたら手術を受ける勇気が出ると思うんだ」と病びよう床しようのトム君に訴うつたえられ、ギャルを出してみたら登場人物がとにかく増えた。しかもギャルは相変わらず少ない。

五．単にページ数を数え間ま違ちがえた。ちなみにこの作者は昔、八十枚の話を書かなければならない時に、うっかり勘かん違ちがいして百六十枚書いてしまい、慌あわてて一晩で半分に削けずったことがあります。




　まったく理由が見当つきません。いったいどういうことなのか。

　人類の英えい知ちはいつの日にかこの謎なぞを解とくことがあるのか。

　なんにしろ、毎回毎回ページ数が一定しないのって、なんだかお尻しりがむずむずします。本ほん棚だなに並べてみると、巻ごとの厚さが違うのでむずむずも最さい高こう潮ちようです。

　今回、読者の皆様方のお尻をむずむずさせてしまったことについては、実に遺い憾かん。でも本棚関係なくどこ見ていてもむずむずする人は、多分違う要因だと思うので病院に行きましょう。




③　まだ続くエンジェル・ハウリングのこと




　作品外で作品について語るのは本ほん意いではないのですが、このところ気づいたことがいくつかございまして、それについて。

　ギャルが少ないのです。

　この前、人に言われて初めて気づいたんですけど……この話、なんかやたらとおっさんとか爺じいさんばっかり出てきてます。ああ、見捨てないで。

　数えてみると、十代のキャラクターが三人しかいなかったのです。しかもひとりは男の子で、なんの役にも立ちません。アピール力ゼロ。あぴーるかぜろ、ではありません。ちょっと分かりにくく書いてみました。どうでもいいことですけど。

　登場人物の平へい均きん年ねん齢れいが妙に高いです。そして、さらに驚きよう愕がくの事実が……

　村長さんがやたらと多いのです。

「八人そろったら、最強村長さん決定トーナメントとか開こうか」

　そんなことを結けつ構こう真ま面じ目めに考えてしまうくらいやたらと村長さんが出てくるのです。この巻にも、危あやうく村長さん出てくるところでした。とりあえずやめておきました。村長さん天下一武ぶ闘とう会かいで一冊書くのは、一言でいえば嫌いやです。

　意い識しきしてやってたわけじゃないんですけどね……おかしい。




④　さらに続くエンジェル・ハウリングのこと




　申し訳ないといえばこの五巻、だいぶ刊かん行こうの間が開いてしまいました。

　おまけに、そのあおりで雑ざつ誌し連れん載さいまで休載する不ふ始し末まつ。フリウ編だけ先に進めるというわけにもいかないので……

　昨年体調を崩くずしてしまって以来、どうも今ひとつ本調子ではなく……読者の皆様方には色々とご心配をおかけしまして。面めん目ぼくない次第です。ぼちぼちと復調しておりますので、連載も予定通り再開できる……はず（おい）。

　復帰後、またご愛あい顧こいただければ幸いなのです。




⑤　ところで今回のあとがきのこと




　八ページです。

　このあとがきを書いている時期的には、もう話題というとワールドカップしかないのですが、本が出るのは七月という噂うわさ。

　ファミレスで原稿を書いていると、日本戦の時間前にきっちり客がいなくなってガラガラになるあたり、なかなかに分かりやすくて微笑ほほえましい感じです。で、ぼくもそれにあわせて帰き宅たくしたりするわけですが。




⑥　その一歩は小さい一歩のこと




　外に出ると驚おどろきがいっぱいです。

　電車に乗ろうと切きつ符ぷを買います。すいか？　なにそれ？

　まあともかくとして。ふと見ると、やはり隣で子供が切符を買おうとしていました。

「十万円、十万円」

　どうやら十万円の切符を買いたいらしい。

　……どこに行こうというのだ、子供よ。




⑦　そしてやっぱりエンジェル・ハウリングのこと




　さて。

　ようやく全体の半分を越こえましたこのシリーズ。

「片かた仮か名な英語っぽい話をやってみたいんですよ」

　と担当さんに言って、思い切りわけの分からなそうな顔をされてしまったところからスタートしたこのシリーズ。

　あれから早、二年が経たちました。

　次は六巻……そして連載を復ふつ帰きして、次に七巻って感じにスムーズにいきたいところ。

　六巻「最強証しよう明めい」

　七巻「帝てい都と崩ほう壊かい①」

　八巻「帝都崩壊②」

　九巻「握にぎる小指」

　十巻「愛の言葉」

　と──全部仮か題だいですけど。

　こんなことは今言うべきではないのかもしれないですが、このシリーズはもともと十巻で完結するつもりでスタートしました。

　今でもそのつもりでいます。

　予定通りいくかなぁ……

　いけば良いんですけど……

　ううむ。

　ま、寝ね言ごとだと思っておいてくださいませ。

　今回の寝言はこんなところで。

　ではでは、また次の巻かん末まつでお会いしましょうー。




二〇〇二年六月


秋田　禎信　　
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